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はじめに 
 
 

岡山県立大学 
学長 辻英明 

 
今日,わが国は,少子・超高齢社会を迎え,グローバル化が大きく進展するのに伴って,社

会および産業構造が大きく変革しています.大学は,このような社会状況に対応して果敢に

新しい分野を切り拓く人材の育成が強く求められています.こうした社会的な要請に応え

られない大学は,その存在意義を失い,統合・廃止される状況にあります. 

 本学は,1993 年に開学し,2007 年度に独立行政法人化すると同時に第１期中期計画を策定

して本学の基盤づくりを行ってきました.学長に就任しました 2013 年４月から第２期中期

計画がスタートしましたが,私は,当該計画を推進するに当たり,「本学が地域から期待され

る大学を目指す」という目標を掲げ,「全学教育を見直し,教養教育を導入し」,「国際交流

を通してグローバル教育を推進し」,「戦略的な地域貢献に取り組む」という３つの基本方

針を策定し,教育改革を行ってきました.この改革を速やかに推進するために,昨年 10 月に

大学教育開発センター及び国際交流センターを設置しました.さらに,戦略的な地域貢献活

動として自治体等と地道な連携活動を推進するとともに,こうした連携活動に学生を参加

させることにしました.こうした活動に参加した学生は,地域の課題を知り,その解決を通

じて解決能力を養い,地域住民との交流を通じて高い人間性を陶冶することができます.こ

うした地域連携活動は,地域にて活躍しうる人材の育成に向けた極めて効果的な教育シス

テムを提供するものであり,この活動を推進するため,地域連携推進センターを本年 4 月に

設置することにしました. 

 本学の教育研究活動は毎年発行される教育年報にまとめられています.教育年報 2014 は,

過去 2 年間と同様に 2 章からなります.本年度の教育研究活動は,2014 年度から始まった教

育改革が進展し,その実績が大きく反映しています.第１章は 2014 年度に実施した教育研究

活動ならびにその成果を総括したものであり,入学者の受け入れ,全学教育・学部教育にお

ける学習支援,学生生活・キャリア形成支援,国際交流,入学試験における選抜方式ならびに

大学院における研究活動等をまとめています.第 2章は本学の教育研究活動の改革に関する

活動を総括したもので,昨年 10 月から指導した大学教育開発センターの活動および教育改

革に繋がる目的で設置された教育力向上支援事業の活動状況をまとめています. 

 現在,上述の３つの基本方針に従って,本学は改革を進めていますが,教育年報 2014 の成

果を踏まえ,地域から期待される大学を目指してさらなる改革が求められています. 

 本学の教職員一同は,豊かな教養を身につけ,国際的な視野をもち,地域で活躍しうる人

材の育成を目標にして本学の教育改革に取り組みますので,引き続きご支援・ご協力を御願

い申し上げます. 

 

2015 年 5 月  
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第１章 教育活動と成果                          

１ 概要 

平成 19 年（2007 年）4月に本学は法人化を果たし,平成 25 年（2013 年）3月に６ヵ年の

第１期中期計画を終えた.本年度の教育年報は平成 25 年度に開始された第２期中期計画の

２年目を終えての発行である. 

本年度は,本学の教育改革及びそのための組織改革の動きに即して,大幅に刷新された前

年度の目次構成に必要な変更を施した.大きな変更は,第 2 章における‘教育改革活動と成

果’に盛り込まれた FD 活動について,全学的な視点から教育改革に関する調査研究及び企

画立案を行う大学教育開発センター（平成 26 年 10 月開設）の発足を受け,同センターの 6

つの部会（アドミッション部会・共通教育部会・FD 部会・教育評価部会・キャリア形成支

援部会・学生支援部会）ならびに教育企画室の活動概要について FD/SD 及び FD 研修会の実

施状況を含めて掲載した点である.また「教育力向上支援事業」の教育改革における役割の

重さに鑑みて,引き続き第 2章にてこれを掲載するとともに, 従来は第 1章にて全学教育に

おける当該年度の事業報告のみを掲載していた点を改め,第 2章にて専門教育に関する本年

度事業報告と併せて掲載することとした. 

その他,一連の改革作業にともなう内容面における変化については,第 1 章 3 項における

全学教育の改革作業に関してである.本学は学長の掲げる「教養教育改革」「グローバル化

教育の推進」「地域貢献教育の推進」に基づいて,平成 27 年度より修学基礎科目のほか,教

養教育科目・語学国際科目・社会連携科目の各群からなる「共通教育」をスタートさせる.

その準備のあらましを掲載することとした.なお,平成 27 年度からは従来の全学教育研究機

構を廃止し,共通教育部と呼称を改めるとともに,語学センター,情報教育センター,及び健

康・スポーツ推進センターを廃止し,代わって共通教育部内に教養教育推進室,語学教育推

進室,情報教育推進室,健康・スポーツ教育推進室,ならびに社会連携教育推進室を設置する

こととしており,次年度は各推進室の活動概要が掲載される予定である. 

また,前年度に,全学的なディプロマ・ポリシー,カリキュラム・ポリシーの大幅な見直し

作業と新設が行われたが,本年度は GPA（Grade Point Average）制度に関する準備を実施し

た.これについては平成 27 年度入学生から実施に移されるため,次年度の年報では,その実

施状況の点検概要について掲載する予定である.このように,本年度は教育における改革作

業のうち「仕組みづくり」に傾注した 1年であったが,いよいよ次年度より予定された計画

の円滑な実施や課題の抽出,改善といった教育面での PDCA サイクル確立に向けて全学を挙

げて取り組み,様々な視点から教育改革の実質化を図ることとなる.  

 

２ 入学者受入 

2-1 選抜方法 

（１）平成 27 年度入学者選抜の概要 

  平成 27 年度入学者選抜における志願者数等は,付録 1-A のとおりである. 

なお,平成 27 年度入学者選抜では,付録 2に掲げるアドミッション・ポリシーに基づき,

次のとおり試験を実施した. 

ア 学部 

 (ｱ) 募集人員 
（人） 

学  部 学科・専攻 
入学

定員

一般入試 推薦

入試 
帰国子

女入試 

私費外国人

留学生入試前期日程 中期日程 後期日程

保健福祉

学  部 

看護学科 40 20 - 8 12 若干名 若干名 

栄養学科 40 25 - 3 12 若干名 若干名 
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保健福

祉学科 

社会福祉学専攻 40 20 - 8 12 若干名 若干名 

子ども学専攻 20 10 - 4 6 若干名 若干名 

情報工 

学 部 

情報通信工学科 50 14 23 - 13 若干名 若干名 

情報システム工学科 50 14 23 - 13 若干名 若干名 

人間情報工学科＊ 40 12 15 - 13 若干名 若干名 

デザイン 

学 部 

デザイン工学科 40 30 - - 10 若干名 若干名 

造形デザイン学科 50 38 - - 12 若干名 若干名 

 計 370 183 61 23 103 - - 

  ＊ 平成 27 年 4月から「スポーツシステム工学科」を「人間情報工学科」に名称変更 

                                             

募集年次 学  部 学科（領域） 人 員 

３年次 
保健福祉学部 栄養学科 若干名 

デザイン学部 デザイン工学科（建築・都市デザイン領域） 若干名 

 

 (ｲ) 選抜方法 

  ① 一般入試 

大学入試センター試験,個別学力検査等及び調査書の内容を総合して行う. 
（大学入試センター試験の利用教科・科目） 

学科・専攻 日 程 教 科 科 目 

看護学科 
前期日程 

後期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地Ａ,地Ｂ 
から１ 

公民 現社,倫,政経,倫・政経 

数学 
数Ⅰ・Ａ 

から１ 
旧数Ⅰ・Ａ 

理科 

物,化,生,地 から１：① ① 又 は

② 又 は

③ 

物基,化基,生基,地基 から２：② 

物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰ から１：③ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ),独,仏,中,韓 から１ 

栄養学科 
前期日程 

後期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ｂ,日Ｂ,地Ｂ 
から１ 

公民 現社,倫,政経,倫・政経 

数学 

数Ⅰ・Ａ 
から１ 

旧数Ⅰ・Ａ 

数Ⅱ・Ｂ 
から１ 

旧数Ⅱ・Ｂ 

理科 

物,化,生 から２：① 
①又は

②又は

③ 

物,化,生 から１
から３：② 

物基,化基,生基 から２

物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ から２：③ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

保健福祉学科 
社会福祉学専攻 

子ども学専攻 

前期日程 

後期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ｂ,日Ｂ,地Ｂ 

から１又は２（理科の

「基礎を付した科目」

から２） 

公民 現社,倫,政経,倫・政経 

数学 
数Ⅰ・Ａ,数Ⅱ・Ｂ,工業,簿記,情報 

旧数Ⅰ・Ａ,旧数Ⅱ・Ｂ 

理科 

物,化,生,地 

物基,化基,生基,地基 から２ 

理総Ａ,理総Ｂ,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ),独,仏,中,韓 から１ 

情報通信工学科 

情報システム工学

科 

人間情報工学科 

前期日程 

中期日程 

国語 国 必須 

数学 

数Ⅰ・Ａ 
から１ 

旧数Ⅰ・Ａ 

数Ⅱ・Ｂ,工業,簿記,情報 から１ 

− 2 −
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旧数Ⅱ・Ｂ 

理科 

物 
から１ 

物Ⅰ 

化,生,地 
から１ 

理総Ａ,理総Ｂ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

デザイン工学科 前期日程 

国語 国(近代以降の文章) 

から２又は３（理科の

「基礎を付した科目」

から２及び理科以外の

教科の科目から１） 

地理歴史
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地Ａ,

地Ｂ から１

公民 現社,倫,政経,倫・政経 

数学 

数Ⅰ・Ａ 

旧数Ⅰ・Ａ 

数Ⅱ・Ｂ 

旧数Ⅱ・Ｂ 

理科 

物,化,生,地 から１：① ① 

又は

② 

又は

③ 

物基,化基,生基,

地基 
から２：②

理総Ａ,物Ⅰ,化

Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰ 
から１：③

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 必須 

造形デザイン学科 前期日程 

国語 国 必須 

地理歴史 世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地Ａ,地Ｂ 

から１ 

公民 現社,倫,政経,倫・政経 

数学 
数Ⅰ,数Ⅰ・Ａ,簿記,情報 

旧数Ⅰ,旧数Ⅰ・Ａ 

理科 
物,化,生,地 

理総Ａ,理総Ｂ,物Ⅰ,化Ⅰ,生Ⅰ,地Ⅰ 

外国語 英(ﾘｽﾆﾝｸﾞ~) 必須 

     ※ 国語→国,世界史Ａ→世Ａ,世界史Ｂ→世Ｂ,日本史Ａ→日Ａ,日本史Ｂ→日Ｂ,地理Ａ→地Ａ,地理Ｂ→地Ｂ,

現代社会→現社,倫理→倫,政治・経済→政経,「倫理,政治・経済」→倫・政経,数学Ⅰ→数Ⅰ,旧数学Ⅰ→旧数

Ⅰ,数学Ⅰ・数学Ａ→数Ⅰ・Ａ,旧数学Ⅰ・旧数学Ａ→旧数Ⅰ・Ａ,数学Ⅱ・数学Ｂ→数Ⅱ・Ｂ,旧数学Ⅱ・旧数

学Ｂ→旧数Ⅱ・Ｂ,工業数理基礎→工業,簿記・会計→簿記,情報関係基礎→情報,物理→物,化学→化,生物→生,

地学→地,物理基礎→物基,化学基礎→化基,生物基礎→生基,地学基礎→地基,理科総合Ａ→理総Ａ,理科総合

Ｂ→理総Ｂ,物理Ⅰ→物Ⅰ,化学Ⅰ→化Ⅰ,生物Ⅰ→生Ⅰ,地学Ⅰ→地Ⅰ,英語→英,ドイツ語→独,フランス語→

仏,中国語→中,韓国語→韓 

 

（個別学力検査等の教科等） 

学部・学科・専攻 日程 教  科  等 

保健福祉学部 

看護学科 

保健福祉学科 

 社会福祉学専攻 

 子ども学専攻 

前期日程

小論文,面接 

後期日程

栄養学科 
前期日程 理科（化学基礎・化学,生物基礎・生物から１）

後期日程 個別学力検査等を課さない. 

情報工学部 
前期日程 数学（数学Ⅰ,数学Ⅱ,数学Ⅲ,数学Ａ,数学Ｂ

(数列,ベクトル)） 中期日程

デザイン学部 前期日程 実技（鉛筆デッサン） 

 

② 推薦入試 
学  部 教 科 等 

保健福祉学部 書類審査,小論文,面接(栄養学科の面接では,理科に関する試問も行う.) 

情報工学部 
書類審査,面接（数学,英語及び理科［人間情報工学科は理科を除く］）に関

する試問も行う） 

デザイン学部 書類審査,実技（鉛筆デッサン）,面接 
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③ 帰国子女入試 
学  部 教 科 等 

保健福祉学部 書類審査,小論文,面接（一般教科に関する試問も行う) 

情報工学部 書類審査,面接（一般教科に関する試問も行う） 

デザイン学部 書類審査,実技（鉛筆デッサン）,面接 

 

  ④ 私費外国人留学生入試 

    書類審査及び実技検査等により実施する. 

学部・学科 

書類審査 

実技検査等 
日本留学試験 

TOEFL 

(iBT) 

保健福祉学部 日本語,理科(２科目),数学(コース１) 課す 
小論文 

面接 

情報工学部 
日本語,理科(２科目・物理必須) 

数学(コース２) 
課す 面接 

デザイン学部 

デザイン

工学科 
日本語,理科(２科目）,数学(コース１） 

課す 

実技 

（鉛筆ﾃﾞｯｻﾝ）

面接 
造形デザ

イン学科 
日本語,総合科目,数学(コース１) 

   ※ 保健福祉学部と情報工学部の面接では,一般教科に関する試問も行う. 

 

  ⑤ 第３年次編入学 
学科（領域） 教 科 等 

栄養学科 書類審査,英語,総合問題,面接 

デザイン工学科（建築・都市デザイン領域） 書類審査,面接,ポートフォリオ 

 

イ 大学院 
                                                    （人） 

研究科 課  程 専  攻 
募集

人員
選抜方法 

保健福祉学

研究科 

博士前期課程 

看護学専攻  7 

一般入試：外国語(英語),専門(口述試験),面

接,書類審査 

特別入試：同上 

栄養学専攻  6 一般入試：外国語(英語),専門(口述試験),面

接,書類審査 

特別入試：外国語(英語),面接,書類審査 

保健福祉学

専攻 
 7 

博士後期課程 
保健福祉科

学専攻 
 5 専門(筆記),面接 

情報系工学

研究科 

博士前期課程 
システム工

学専攻 
52 

夏季募集：外国語(英語),数学,面接,書類審査

冬季募集：面接（英語,数学,専門の口頭試問

も行う.書類審査を含む） 

博士後期課程 
システム工

学専攻 
 6 

夏季募集：外国語(英語),専門,面接,書類審査

冬季募集：同上 

デザイン学

研究科 
修士課程 

デザイン工

学専攻 
 7 

夏季募集：語学（一般入試は英語,特別入試は

日本語）,作品・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ,面接,

書類審査 

冬季募集：同上 

造形デザイ

ン学専攻 
 9 

計 99  

※保健福祉学研究科(博士前期課程)の特別入試：社会人,外国人留学生 

   デザイン学研究科(修士課程)の特別入試：外国人留学生 
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（２）入学者選抜の変更 

   学部の入学者選抜において課す教科・科目の変更等が入学志願者の受験準備に大きな影

響を及ぼす場合は,2 年半前にはその内容を予告することとしている.その他の変更につい

ても,入学志願者保護の観点から可能な限り早期の予告に努めている. 

  ア 学部入試 

(ｱ) 平成 28 年度入学者選抜試験（一般入試）における実施教科・科目等及び旧教育課程

履修者に対する経過措置（平成 26 年 9 月 26 日予告） 

平成 28 年度入学者選抜試験（一般入試）における大学入試センター試験の利用教科・

科目及び本学が行う個別学力検査等において,新しい高等学校学習指導要領（平成 21

年 3 月）の先行実施に伴う旧教育課程履修者に対する経過措置（数学及び理科のみ）

は平成 27 年度入学者選抜試験に限るものとし,平成 28 年度入学者選抜試験では,当該

経過措置を削除した. 

また,平成 25 年 10 月 11 日付けの予告により,保健福祉学部保健福祉学科（前期日程・

後期日程）及び情報工学部（前期日程・中期日程）において,大学入試センター試験の

数学の利用科目から「工業数理基礎」を削除することとしていたが,独立行政法人大学

入試センターの方針転換により,平成 28 年度大学入試センター試験に限り,「工業数理

基礎」を利用科目として残すこととした. 

 

(ｲ) 保健福祉学科社会福祉学専攻における募集人員の変更（平成 26 年 9 月 26 日予告） 

   保健福祉学科社会福祉学専攻では,入学者の入試成績を踏まえ,平成 29 年度入学者選

抜試験（一般入試）の募集人員を次のとおり変更することとした. 

区分 前期日程 後期日程 

平成 27,28 年度 20 人 8 人 

平成 29 年度 24 人 4 人 

 

(ｳ) 情報工学部の推薦入試における選抜方法の変更（平成 26 年 9月 26 日予告） 

   情報工学部では,高等学校で学習しておいてほしい内容を明確にするため,平成 28 年

度入学者選抜試験から,面接で行う口頭試問の理科は「物理基礎」及び「物理」から出

題することを予告した. 

 

イ 大学院入試 

 (ｱ) 平成 29 年度以降の大学院入学者選抜試験（情報系工学研究科・博士前期課程・夏季

期募集）における TOEIC テストのスコア利用（平成 26 年 9 月 26 日公表） 

   情報系工学研究科（博士前期課程）では,アドミッション・ポリシーに掲げるグロー

バル人材の育成を一層推進するため,次のとおり,夏季募集において,平成 29 年度入学

者選抜試験（平成 28 年 8月実施予定）から,英語能力の評価を,学力検査（外国語・英

語）に代えて,TOEIC テストのスコアに基づき行うこととした. 

 （現行）                  （変更後） 

科目名等 配点 科目名等 配点 

学力検査（数学） 150 学力検査（数学） 150 

学力検査（外国語・英語） 100 TOEIC テストのスコア 100 

面接及び書類審査 100 面接及び書類審査 100 

配点合計 350 計 350 

 

(ｲ) 平成 28 年度大学院（保健福祉学研究科・博士前期課程・保健福祉学専攻）入学者選

抜試験（特別入試・社会人）における選抜方法の変更（平成 27 年 1月 15 日予告） 

   保健福祉学研究科（博士前期課程）保健福祉学専攻の特別入試（社会人）では,社会
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人の受入れを促進するため,平成 28 年度入学者選抜試験から,専門知識修得の水準を重

視することとし,学力検査を,外国語（英語）に代えて,保健福祉領域全般に関する専門

的知識を問う口述試験により実施することとした. 

 

 （平成 27 年度）                （平成 28 年度） 

教科等 配点 教科等 配点 

学力検査 外国語（英語） 100 学力検査 専門（口述試験） 100 

面 接 100 面 接 100 

配点合計 200 配点合計 200 

 

（３）入試業務の改善 

進学ガイダンスなどで,面接の方式や実技（鉛筆デッサン）のイラストボードの規格に関

する質問があっても,公表すべき情報とはしていなかったため,受験者へ十分な情報提供が

できなかったが,平成 27 年度入試から学生募集要項にこれらの情報を明記することで,そう

した問題を解消した. 
前年度の試験実施において整理した課題に対しては,学生募集要項や業務マニュアルの内

容を充実したり,試験室案内看板を工夫したり,面接室への受験者の誘導方法を点検したり

するなどして対策を行った. 
また,合格者発表事務において手作業で行っていた部分をコンピュータで処理するなど,

入試ミスが起きにくい体制となるように努めた. 
 

2-2 入学前教育 

（１）保健福祉学部 

 保健福祉学部では学科ごとの専門性に応じて,推薦入試の入学手続者を対象に入学前教

育を実施した. 

ア 看護学科 

看護学科では,高校から大学における学習への移行を円滑に図るために,①大学生になる

際に必要とされる基礎学力（英語）の充実と思考力の深化を図る,②専門基礎科目,専門科目

への橋渡しをするという構成で,入学前教育を実施した. 
日程及び内容は以下のとおりである. 

【第１回】 

    平成 27 年 2 月 7日（土） 10:00～11:30  6310 教室   

担当教員：荻野哲也 教授  

体表から見た人体の構造について解説し,実際に各人の身体で,体表から触知で

きる骨格,筋肉,動脈を確認することで,解剖学に対する関心を高めた. 

また,大学では講義に加え自宅学習も重要であること,自らの身体の観察など体

験的な学習で理解を深めることができること,解剖生理の知識が臨床活動に密接

に関連していることを解説した. 

【第 2回】 

平成 27 年 2 月 26 日（木） 13:00～15:30  6310 教室 

担当教員：杉村寛子 教授 

導入として英語による自己紹介を課した.その後,事前に配付しておいた英文の

エッセイを基に,高校卒業時までに習得すべきとされる語彙や文法事項（比較表現

にポイントを置く）や,英文を正確に読み解くための構文の分析方法など,速読・

精読いずれにも必要とされる基礎的な能力が身に付いているかどうかの確認を行
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った.課題に関する解説を担当者が行うことで,受講者各自が弱点を知り,大学入

学後に履修する基礎英語や英会話の演習に備える動機付けとなるように配慮した. 
【第 3回】 

平成 27 年 3 月 5日（木） 10:00～12:00  6313 教室   

担当教員 沖本克子 教授,岡﨑愉加 准教授,池田理恵 准教授, 

     原田さゆり 助教,網野裕子 助教 

妊婦体験,赤ちゃんの抱っこ,沐浴を経験し,その経験から「看護とは何か」につ

いて考えることにより看護に対する関心を高め,入学後の看護学の学習への動機

づけとなるよう配慮した. 

 

イ 栄養学科 

栄養学科では栄養学を学習するために,高等学校で化学並びに生物学を習得しておくこ

とが重要となるため,推薦入試においては,理科の基礎知識を尋ねる口頭試問を実施してい

る．しかしながら,センター試験ならびに個別試験での理科の学力検査に対応するために,

高校でこれらの科目を勉強している学生と比較すると,理科の知識が不足しているのが現

状である．このような背景から,本学科では推薦入学者への事前教育として,化学と生物に

ついて,大学で必要となる知識を補充する講義を実施している．生物学については,課題を

与えて期限までに担当教員に送らせ,添削を行ったものを学生に返送している．また,化学

の演習については,本年度も引き続き実施した． 

本年は推薦入学者 13 名に対して以下の実施要項に基づいて入学前指導を行った. 

【第 1回及び第 2回】 

平成 27 年 3 月 13 日（金）10 時～11 時 30 分（第 1回）6117 講義室 

13 時～14 時 30 分（第 2回）6117 講義室 

    講義内容：化学（担当教員：伊東秀之 教授） 

          物質の成り立ちの講義（第 1回）及びその演習（第 2回）を行った.

「新・化学入門」（関藤祐司・三國均共著）駿台文庫を参考書として使

用し,演習では練習問題（15,47,65,77,88－89,115,130 ページ）を一緒

に考え解答した. 

【第 3回及び第 4回】 

平成 27 年 3 月 16 日（月）10 時～11 時 30 分（第 3回）6117 講義室 

                13 時～14 時 30 分（第 4回）6117 講義室 

    講義内容：化学（担当教員：伊東秀之 教授） 

          有機化合物の性質について講義した. 

         生物学（担当教員：高橋吉孝 教授） 

          細胞の構造と機能,並びにそれを支える物質について講義した. 

 

本年度も演習や課題学習を取り入れることにより,講義のみの入学前教育と比べると学

習効果を高めることができた.また,化学のみならず生物学の講義も取り入れることで,入

学後の栄養学の修得に必要となる理科の基礎知識をより広範囲にカバーすることができた.

今後は,より速やかな栄養学教育への導入を目指して,教育内容と授業時間数についてさら

に吟味する必要がある. 

 

ウ 保健福祉学科  

保健福祉学科では,入学後の保健福祉学・子ども学に関する専門知識習得のモチベーショ

ンを高め,また国際化に対応する英語教育を推進することを目的に入学前教育を実施した.

具体的には,社会福祉や子どもの発達に関する英文和訳等の課題を課し,その内容に関して

講義を行った.更に,福祉専門職や保育・幼児教育専門職に必要な情報収集,問題分析,コミ

ュニケーション,伝達力を高めるためにグループディスカッションを実施した. 
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 日程及び内容は,以下のとおりである. 

【第１回】平成 27 年 2月 14 日（土）13-15 時 8901 教室 

参加者 入学予定者 19 名,学年担当教員 6名 

①  英文課題の自己添削：人の誕生から終末にかかわる発達やケアに関する英文

の和訳を事前に課し,模範解答を示して自己添削させた. 

②  ミニ講義：「乳・幼児期の発達」（担当：中村光教授）,「終末期のケア」

（担当：藤井保人准教授）について課題に関連した内容で講義を行った. 

③  次回学習に関する課題説明 

【第２回】平成 27 年 3月 13 日（金）13-15 時 8901 教室 

参加者 入学予定者 19 名,学科全教員 27 名 

①  課題の自己添削：第 1回に出題した保健福祉学に関する英文課題について,

模範解答をもとに自己添削させた. 

②  グループディスカッション 

「人の生涯における専門職の関わりについて」のテーマのもと,「関わりの

形態」と「どのように関わるのか」について,情報収集・自己学習してきたこ

とを基にグループ別に討議し,まとめた内容をグループ毎に発表した.発表内

容については学科全教員からコメントを受け,今後の学習の参考とさせた. 

 

（２）情報工学部 

情報工学部では,入学者の主な選抜は,推薦入試（11 月下旬）,前期日程（2 月下旬）,中

期日程（3月上旬）の 3回に分けて実施される.このうち,推薦入試による合格者は,12 月上

旬の合格発表から 4 月の入学までの期間,高等学校での学習内容を維持することにより,入

学後の授業に無理なく移行することが可能となる.これをサポートするために,以下の 3 項

目を主眼とし,3 学科合同で入学前教育を実施している. 

・ 高校卒業までの 3ヶ月間の時間の使い方へ示唆を与える. 

・ 大学入学までの心と体の健康維持と教養の深め方を示唆する. 

・ 身の回りの現象を支配している物理や数学から理工系の勉強に興味を持たせる. 

日程と内容は以下のとおりである. 

【第 1回】 

日時：平成 26 年 12 月 26 日（金）13:30～ 約 2 時間 

場所：情報工学部棟 2202 室 

内容：まず, 学部長による挨拶が行われ, 合格者に英語と数学の課題を配付し, 

第 2 回目に提出することとした. その後, 学科別(情報通信工学科は 2203 室, 

情報システム工学科は 2202 室, 人間情報工学科は 2906 室)に分かれ, 各学

科長における講話及び数学の小テストを実施した. 参加生徒数は,情報通信

工学科 14 名,情報システム工学科 13 名,人間情報工学科 13 名であった. 

【第 2回】 

日時：平成 27 年 2 月 26 日 (木)  13:30～約 2時間 

場所：情報通信工学科(2203 室) 

情報システム工学科(2202 室) 

人間情報工学科(2906 室) 

内容：第 1回目に配布した課題を回収した. その後, 数学の課題に関する小テス 

トを実施し, 各学科の数名の教員で採点を行いながら個別指導を行った.

さらに 4月までの追加課題を課したり,学科長の講話を実施した学科もあっ

た.参加生徒数は,情報通信工学科 13 名,情報システム工学科 13 名,人間情

報工学科 13 名であった. 
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（３）デザイン学部 

ア デザイン工学科 

開 催 日：平成 27 年 3 月 5日（木）9:00～17:30 3311 室 

参加者数：10 名 

参加教員：金丸敏彦 教授,尾崎洋 講師 

実施概要：ワークショップ形式による入学前オリエンテーションを実施 

実施目的： 

1)ワークショップ形式での制作体験を通じて,大学教育へのスムーズな導入を図る. 

2)大学教員や在学生とのフェイス・トゥー・フェイスの交流を通じて,大学への親近

感を向上させる. 

3)段ボールによるスツールデザインワークのより基礎的プロセスを体験させる. 

実施詳細： 

事前課題「段ボールを使ったスツールデザイン」の調査およびアイデアスケッチ. 

 9:00〜10:30  アイスブレークによるゲーム的自己紹介.（尾崎講師） 

10:30〜12:00   課題デザインのプレゼンテーション.  

13:00～17:30  段ボール紙によるスツールデザイン製作・講評.（金丸教授） 

 

イ 造形デザイン学科 

造形デザイン学科では,推薦入試による入学予定者に対して,入学までの期間において

デザインに対するモチベーション維持と学習を継続することで入学時への移行がスムー

ズに行われるよう実施した. 

◆事前課題 

テーマ：「私の好きなデザイナー」 

英文によるレポートとデザイナーの参考作品1～2点を添付.A4サイズにまと

めて提出. 

※当日,英語による3分間プレゼンテーションを行った. 

  テーマ：「卒業制作展で感じたこと」 

      デザイン学部卒業制作展が岡山県天神山文化プラザにて3月3日から3月8日ま    

で開催されていたので観賞し,制作展についてのレポートを提出. 

 ◆開催日：平成27年3月9日（月）9:30〜16:30 

参加教員：学科長 桑野哲夫,教授 難波久美子,教授 山下明美, 

准教授 佐野真一郎 

参加学生：11名 

授業概要：ワークショップ形式による入学前教育を実施した. 

・プレゼンテーション力,コミュニケーション力を意識させる. 

・英語によるデザインへの関心度を高める. 

・大学への親近感を向上させる. 

◆スケジュール 

・午前の部：9：30～11：30 

オリエンテーション 9:30に3305教室に集合 

事前課題①「私の好きなデザイナー」について 

英語によるプレゼンテーション・講評 

英語担当教員による「英語のすすめ」について講義 

事前課題②「卒業制作展で感じたこと」についての意見交換 

・午後の部：12:30～16:30 

12:30～「ワークショップ」図書館において実施. 

15:30～「プレゼンテーション・講評」 
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2-3 留学・転学受入等 

（１）外国人留学生の受入状況 

本学では,国際社会に開かれた大学として外国人留学生の受け入れを進めており,主とし

てアジア諸国を中心に留学生の受け入れを行うとともに,国際交流協定を締結している韓

国又松（ウソン）大学校からは学部への転学生や短期の交換留学生の受け入れを行ってい

る. 

平成 26 年度は,韓国又松（ウソン）大学校から 2 人の留学生（保健福祉学部に転学生１

人,交換留学生１人）を新たに受け入れ,学部と大学院で合わせて現在 10 人の留学生が在籍

している. 

〔留学生の在籍状況〕                        単位：人 

年度 人数 学部･院別 所 属 学 部 等 別 国籍別人数 

21 18 

(2) 

学部 

7 (2) 

 

保健福祉学部    3 (1) 

情報工学部     1 

デザイン学部    3 (1) 

韓国  5 

中国  2 (2) 

 

大学院 

11 

保健福祉学研究科  4 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  6 

中国  6 

韓国  4 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 1 

22 14 

(2) 

学部 

6 (2) 

 

保健福祉学部    2 (1) 

情報工学部     1 

デザイン学部    3 (1) 

韓国  5 (1) 

中国  1 (1) 

 

大学院 

 8 

保健福祉学研究科  4 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  3 

韓国  4 

中国  3 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 1 

23 7 

(0) 

大学院 

 7 

保健福祉学研究科  5 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  1 

韓国  5 

中国  2 

 

24 10 

(0) 

学部 

 4 

保健福祉学部    2 

情報工学部     2 

韓国  4 

大学院 

 6 

保健福祉学研究科  4 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  1 

韓国  4 

中国  1 

ﾈﾊﾟｰﾙ  1 

25 12 

(2) 

学部 

 6(2) 

 

保健福祉学部    3(1) 

情報工学部     2 

デザイン学部    1(1) 

韓国  4 

中国  1(1) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ  1(1) 

大学院 

 6 

保健福祉学研究科  5 

デザイン学研究科  1 

韓国  3 

中国  2 

ﾈﾊﾟｰﾙ  1 

26 10 

(2) 

学部 

 5(2) 

 

保健福祉学部     3(1) 

情報工学部     1 

デザイン学部    1(1) 

韓国  3 

ﾍﾞﾄﾅﾑ  2(2) 

 

大学院 

 5 

保健福祉学研究科  2 

情報系工学研究科  1 

デザイン学研究科  2 

韓国  2 

中国  2 

ﾈﾊﾟｰﾙ  1 

※（ ）内は留学生のうち研究生の数 
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（２）外国人留学生の受入体制の整備 

留学生の受入れは,留学生にとっては,専門知識や技術の修得,本学学生にとっては留学

生からの異文化の新鮮なインパクトや国際交流の機会が得られるなど,双方の学生に大変

有意義なことであり,グローバル人材の育成を進めていく上でも重要である. 

大学院では,留学生の受入れを積極的に進めるために,平成 28 年度入学者から適用するこ

とを想定して,試験日程,選抜方法,修了要件などの受入体制を検討した.また,平成 27 年度

入学者の学生募集要項の英語版を,全ての研究科で作成し,日本語版と一緒に本学ホームペ

ージに掲載した. 

 

2-4 高大連携 

本学と岡山県高等学校長協会との懇談会及び本学と県内の高等学校等進路指導担当教

員との意見交換会を,次のとおり実施した. 

（１）本学と岡山県高等学校長協会との懇談会 

   日 時：平成 26 年 7 月 24 日（木）14:00～16:00 

     場 所：本部棟 2 階大会議室 

     出席者：高等学校側 16 人,本学 11 人 

     内 容：本学の概要（ビデオ上映）,本学の改革,平成 27 年度入学者選抜,議題協議,

意見交換等 

 

（２）本学と県内の高等学校等進路指導担当教員との意見交換会 

     日 時：平成 26 年 6 月 26 日（木）13:30～16:30           

     場 所：学部共通棟（東）講義室                                     

     出席者：高等学校側 57 人,本学 17 人 

     内 容：本学の概要（ビデオ上映）,本学の改革,平成 27 年度入学者選抜,高等学校

等からの事前質問・要望に対する本学の解答と質疑応答,学科ごとの個別

相談 

 

 高大連携協定に基づく高等学校への講師派遣及び生徒の受入に関するデータは付録 1-E

を,高等学校への講師派遣及び生徒の受入（高大連携協定以外）に関するデータは付録 1-F

を参照されたい. 

 また,大学教育開発センターのアドミッション部会では,平成 27 年度から学部単位で大

学授業開放を行うことを企画・提案した.本事業は,本学を志望する高校生に対し,高校での

学習を,受験対策としてではなく,大学で学ぶのに必要な基礎学力の修得のためのものとし

て取り組んでもらうことを目的に,高校生向けにアレンジした大学の授業を提供するもの

であり,今後,各学部において実施に向けた準備を行うこととしている. 

 

2-5 まとめと課題 

本年度は,前年度に抜本的な改正が行われたディプロマ・ポリシー,カリキュラム・ポリ

シー,アドミッション・ポリシーのうち,学長の掲げる教育改革の一環として行われている

教養教育の充実に向けた全学教育カリキュラムの見直しによる平成 27 年度共通教育カリキ

ュラムを策定したことにともない,カリキュラム・ポリシーの改正を行った.これを受けて

大学・学部・学科のディプロマ・ポリシー,アドミッション・ポリシーの見直しを行ったが,

前年度改正分に学長より示された教育改革方針がある程度反映されていることから,修正

点は軽微なものとなった.平成 27 年度は新たな教養教育の実施やグローバル教育や地域連
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携教育の強化を図る再スタートの年であるため,各ポリシーの実質化とともにポリシー自

体のわかりやすさ等に配慮した見直しを図る必要がある. 

入試については,平成 24 年度～平成 25 年度から新しい高等学校学習指導要領（平成 21

年 3 月告示）が適用されたことから,平成 27 年度入学者における,大学入試センター試験の

利用教科・科目の一部変更に伴い,これに基づいた入試を実施した.また平成 27 年度入学者

選抜の推薦入試では,適性や‘やる気’のある学生を確保するなどの観点から,保健福祉学

部栄養学科,保健福祉学科及び情報工学部で試験方法や出願要件等の変更を行い,これに基

づいて入試を実施した. 

推薦入学者に対する入学前教育は,各学部で独自の工夫を凝らしながら実施した.今後推

薦入学者の特性や期待する学科内での役割も踏まえた入学前教育の在り方の検討が必要と

思われる. 

本学では,主に国際交流締結校からの転学生を受け入れているが,それを継続するととも

に,主に国際交流協定校から本学大学院への留学生を受け入れるための準備を進めたが,そ

の成果は小規模のものに留まった.平成 27 年度は本年度後期に開設された国際交流センタ

ーの活動と連携して,転学生や留学生の受け入れ促進につながる重層的な工夫が必要であ

る. 

高大連携は今後の入学者獲得において重要な役割を果たすと考えられるため,教職員が

積極的に高校への講師派遣や受け入れを行ってきた.平成 27 年度は本年度後期に開設され

た大学教育開発センターのアドミッション部会企画立案による高大接続授業を全学的取組

として実施する予定であり,本学での講義やセミナー参加を通じて,大学教育や本学への関

心を高める効果が期待される. 

 

 

３ 全学教育における学生の学習支援 

3-1 概要 

平成 5 年度の開学以来,教養教育と専門教育を切れ目なく連携させ,現在の最先端の知識

や技術を学ぶだけではなく,世界規模で変動する社会環境に対応できる基礎力と応用力を

身に付ける体制の充実に努めてきた.しかしながら,社会における大学の役割,大学に対す

る期待が急速に変化する状況の中で,教養教育の評価検証と再構築が必要となってきた.こ

のため,学長のリーダーシップの下,本学の建学理念である「人間尊重と福祉の増進｣を念頭

においた教養教育科目群を編成するとともに,教育研究理念である「人間・社会・自然の関

係性を重視した実学の創造による地域貢献人材の育成」を実施するために,各学部における

専門教育と一体となって取り組んでいる.このために,文部科学省あるいは経済産業省が提

唱する「学士力」あるいは「社会人基礎力」の礎となるための新しい教養教育を実現する

ために,平成 25 年度より,これまでの全学教育の見直しを行ってきた.そして,次のような特

徴的な科目群を設け,新設された共通教育部を中心に平成 27 年度入学生より実施する. 

(1) 建学理念「人間尊重と福祉の増進」を体現させるためのカテゴリーを含み,大学の教

育方針の一つである「豊かな教養と高い人間性」を身につけるための科目を配置した

教養科目群 

(2) 単なる外国語教育のみではなく,修得した外国語コミュニケーション能力を実践す

るための海外研修など,グローバル化教育に関連する科目を配置した語学国際群 

(3) 社会における自己の役割を理解し,地域社会との協働意識を培うとともに,少子高齢

化などの地域社会の課題に対応しうる知識や技能を養う社会連携群 

また,平成 26 年 10 月に新たに設置した大学教育開発センターは,本学の教育開発の全般

にわたって中心的な役割を果たしていく. 

平成 26 年度における重要な成果は 
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 平成 27 年度入学生から実施される新たな共通教育カリキュラムの策定 

 平成 25 年度入学生より必修科目化された「中級英語Ⅰ・Ⅱ」における TOEIC の全員受

験の実施 

に集約される.  

 

3-2 全学教育研究機構 

3-2-1 共通教育 

〔新たな共通教育カリキュラムの策定〕 
学長の掲げる 3つの基本方針 

(1) 全学教育への教養教育の導入 
(2) 国際交流の促進を通じたグローバル教育の推進 
(3) 地域貢献に関する戦略的な取組 
に基づき,平成 25 年度に,全学教育研究機構内に教養教育改革企画立案チームを設置した.

教養教育改革企画立案チームでは,平成 17 年度入学生より実施されていた従前の全学教育

科目カリキュラムを見直すことにより,上記の基本方針に準ずる平成 27 年度入学生対応カ

リキュラム素案を作成し,全学教育研究機構教授会に報告の上,平成 26 年 3 月に学長に答申

した.平成 26 年度では,この答申に基づくカリキュラムを具現化するために,大学教育開発

センター準備室を中心とする全学的な平成 27 年度教養教育改革ワーキンググループ（構成

員 15 名）を設置し,平成 27 年度入学生からの実施に向けた作業を行った.その結果,従来の

全学教育を共通教育と名称変更し,カテゴリーの見直し,授業科目の統廃合等を行い,予定

通り,平成 27 年度入学生より新たな共通教育科目としてのカリキュラム改正を行うことと

なった. 
共通教育では,本学の建学理念「人間尊重と福祉の増進」および教育目的「人間・社会・

自然の関係性」の理解を体現するために, 
(1) 基礎的な知識を体系的に理解する姿勢の形成, 
(2) 生涯にわたる知的活動あるいは社会生活において必要とされる論理的思考力・問題発

見力・批判力・汎用的な技能の習得と形成, 
(3) 地域連携等を通じた社会人基礎力や課題解決力の習得, 
(4) 自己の人間的成長あるいは将来に継続する学習意欲の喚起を,専門分野にとらわれるこ

とのない涵養 
を柱として,知的自律性を培うための教養と技能を涵養する教育を,所属学部に係わること

なく全学生に実施することとした.また,これらを通して, 
 現代社会の複雑化する多様性を理解し,時代の変化に対応することができる豊かな教養

を身に付けた「人間力」の育成 
 地域社会あるいは国際社会との連携等を通して,実社会における課題を自ら発見し解決

する能力を持った「社会力」の涵養 
 異文化理解あるいはチームワーク活動に不可欠な実践的な「コミュニケーション力」

および科学技術の進展に支えられた「情報処理・活用力」の修得 

を軸とした上で,文部科学省が提唱する「学士力」あるいは経済産業省が提唱する「社会人

基礎力」を見据えた教育を目指すこととした.具体的には,次の指針に沿った共通教育科目を

平成 27 年度入学生より実施する. 
(1) 学長の掲げる基本方針（教養教育,国際交流,社会貢献）に合わせ,授業科目を教養教育,

語学国際,社会連携に分類し,さらに,教養教育として,建学の理念である「人間尊重と福

祉の増進」に合致するカテゴリーを設けることとした.その結果,従来は 7 カテゴリーに

配置されていた授業科目を, 
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 高校教育から大学教育への円滑な移行を促す「修学基礎」 
 教養教育としての「人文・社会科学」および「自然科学」 
 建学の理念に基づく「健康科学」 
 国際交流に対する意識付けを涵養する「語学国際」 
 地域社会との結びつきを育成し,社会の一員である自覚を喚起する「社会連携」 

に示す6カテゴリーに集約した.特に,単独学科向けに開講されていることが多いカテゴ

リー「学部教育への準備」に配置されていた授業科目については,可能な限り学部教育

科目への移動を行った. 
(2) 各カテゴリーにおいて基礎知識の修得を図るための授業科目としてコア科目（導入科

目）を設定するとともに,その多くを全学科で必修科目とした.これらの授業科目を通し

て,カテゴリー内に配置された他の発展的な授業科目（サブ科目）履修への動機付けを

行い,所属学部に捕らわれることのない汎用的な知識や技能の涵養を目指す. 
以上より,平成 27 年度入学生から実施される共通教育科目の概要をまとめると,次のように

なる.授業科目の統廃合および学部教育科目への移動の結果,共通教育科目内の授業科目数

は 84,開講クラス数は 201 となり,平成 26 年度入学生における全学教育科目の授業科目数

97,開講クラス数 224 と比して,10%～15%の削減をすることができた. 
 
（ア）平成 27 年度入学生（共通教育科目） 

カテゴリー 
授 業 

科目数 

クラス

数 
全学的な必修科目 

修学基礎 6 13 大学で学ぶ,フレッシュマンセミナーまたはフ

レッシュマン就業力セミナー 

人文・社会科学 19 23 人文・社会科学入門 

自然科学 19 39 自然科学入門 

健康科学 12 16  

語学国際 23 105 基礎英語Ⅰ・Ⅱ,英会話Ⅰ・Ⅱ,中級英語Ⅰ・Ⅱ

社会連携 5 5 地域ボランティア論,少子高齢社会論 

合  計 84 201  

 
（イ）平成 26 年度入学生（全学教育科目） 

カテゴリー 授 業 
科目数 

クラス

数 全学的な必修科目 

大学でどう学ぶか 3 8 フレッシュマン特別講義,フレッシュマンセミ

ナーまたはフレッシュマン就業力セミナー 
コミュニケーショ

ン 
22 109 基礎英語Ⅰ・Ⅱ,英会話Ⅰ・Ⅱ,中級英語Ⅰ・Ⅱ 

人間と文化の理解 19 22

現代社会に生きる 14 15

科学技術と環境 10 10

健康の維持・増進 7 26

学部教育への準備 22 34

合  計 97 224

 
また,共通教育科目の系統図を次に示す.共通教育科目の実施に当たっては,共通教育部

を兼務する教員のみではなく,平成 26 年度以前入学生を対象とする全学教育科目と同様に,

学部専任教員の協力を仰ぐ.さらに,学部教育科目を含む学士課程における質保証を担保す

るための礎として,カテゴリー「語学国際」（特にサブカテゴリー「国際」）に配置される授
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業科目は,国際交流センターとの連携の下で企画し,カテゴリー「社会連携」に配置される

授業科目は,地域共同研究機構との連携の下で企画する体制を整える. 

さらに,語学教育においては,平成 26 年 10 月に新設された国際交流センターと協働の下,

ネイティブ講師による「英語村（English Village）」,アデレイド大学とインターネットを

介した「スカイプ英語授業」を平成 26 年度後期より開講した.また,「基礎韓国語Ⅰ・Ⅱ」

では,韓国語能力試験（TOPIK）2 級程度とされる 1,500～2,000 の語彙修得を目指した内容

の授業を実施し,韓国語能力試験（TOPIK）2 級およびハングル能力試験 4級において合格者

を出すことができた. 
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図.平成 27 年度入学生から実施される共通教育科目の系統図 

 
 
〔TOEIC の全員受験の実施〕 

平成 24 年度以前入学生までは選択科目であった「中級英語Ⅰ・Ⅱ」が,平成 25 年度入学

生から必修科目化されたことに伴い,2 年次履修の「中級英語Ⅱ」履修者 386 名を対象とし

て,平成 26 年 10 月 25 日（28 日追試実施）に TOEIC IP を実施した.受験率 95％,受験者平
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均点は 349.9 点,最高得点は 625 点であり,500 点以上取得者は全学部合わせて 25 名であっ

た（990 点満点）.「中級英語Ⅱ」の履修クラスごとの平均点等は次の表のとおりである.

また,受験者 366 名の得点分布を円グラフに示す. 
 

表.「中級英語Ⅱ」履修クラス別の結果 
学部 学科 受験者数 平均点 最高点 500 点以上

保健福祉 看護 35  348 540 2 

 栄養 38  367 590 4 

 保健福祉＊ 60 A 355 510 1 

   B 375 585 2 

情報工 情報通信＊ 57 A 391 605 4 

   B 350 535 3 

 情報システム＊ 47 A 363 585 3 

   B 342 625 1 

 スポーツシステム 41  330 610 3 

デザイン デザイン工学 38  331 500 1 

 造形デザイン＊ 50 A 323 470 0 

   B 325 575 1 

全学科 366  349.4  25 
＊保健福祉学科,情報通信工学科,情報システム工学科,造形デザイン学科は 2 クラスに分けて実施 

 

 
図.受験者 366 名の得点分布 

 
TOEIC は,リスニング・セクションとリーディング・セクションの各 100 問（合計 200 問）

から構成される.一般的に,大学生に顕著な傾向として,リーディング・セクションの得点が

リスニング・セクションに比べ低い.本学においても同様の傾向が見られたため,次年度以

降,現在取り組み始めた多読学習をより重点化し,リーディング力の涵養に努めたい.また,

平成 26 年度計画では,「受験者数 400 名,500 点以上取得者数 30 名」を目標として掲げてい

たが,目標にはわずかながら到達することができなかった.しかしながら,500 点以上取得者

数の受験者数に対する割合は約 6.8%であり,目標値の 7.5%にあと一歩に迫っている状況で

ある.平成 27 年度は,平成 26 年度の目標に加え,受験者の目標平均点を 370 点として実施す

る. 
 
3-2-2 語学センター 

国際社会で活躍できる次世代の人材を育成するために,昨今,英語を主とする語学力の向
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上と,幅広い教養の涵養が求められているが,語学センターにおいても,このような必要性に

応え,語学力向上を支援する事業を展開しつつ,国際的な視野を育てるための講演などの文

化事業も開催している.以下では,まず,語学教育関連の成果を,次に文化事業に関しての報告

を行う. 
 
（１）利用状況 
語学センターでは,学生の（英語を主とする）語学学習支援事業の一環として,授業での

使用がない平常時ならびに夏季・春季の長期休暇中に,CALL 教室（以下,8122 教室）を開放

し,学生に自主学習の機会を提供している.具体的には,本学で導入しているオンライン自

主学習システム ALC NetAcademy2 を利用した TOEIC 対策などを支援するとともに,課外学習

プロジェクトである多読学習推進のために貸し出し用の書籍を充実させ,継続的な取組を

促すなどしている.また,ティーチング・アシスタントを月曜日から木曜日まで週に 4 日間

配置し,個人あるいはグループに対して,学習方法について助言を与えたり,スピーキング

の機会を与えたりしている.これらの学習支援事業に関する利用者総数は,下表に示すとお

りである.なお,表中の「自主学習」の項目には,ティーチング・アシスタントによるスピー

キング指導受講者,ALC NetAcademy2 の利用者,語学センター所蔵の書籍を利用して TOEIC 受

験のために自主学習する者が含まれ,多読書籍の貸出や学習相談など各種問い合わせにつ

いては「その他」に含まれる. 

 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 前期計  

自主学習 63 106 105 126 29 24  453  
そ の 他 211 186 192 225 101 139 1,054  

計 274 292 297 351 130 163 1,507  
 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 後期計 合計 
自主学習 105 69 71 54 22 23 344 797

そ の 他 428 219 212 383 240 38 1,520 2,574

計 533 288 283 437 262 61 1,864 3,371

 
このうち自主学習者の学部別人数は以下のとおりである. 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 前期計  
保福 18 36 18 29 9 4 114  
情報 34 59 60 63 12 15 243  
デザ 11 11 27 34 8 5 96  
計 63 106 105 126 29 24 453  

 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 後期計 合計 
保福 21 11 14 17 6 4 73 187

情報 57 36 38 22 10 12 175 418

デザ 27 22 19 15 6 7 96 192

計 105 69 71 54 22 23 344 797

※保福＝保健福祉学部  情報＝情報工学部  デザ＝デザイン学部（以下,類似する表における表示はすべて同じ） 

 

8122 教室以外の,情報教育センターと共用する 8120 教室,8211 教室をも含めた,オンライ

ン自主学習システム ALC NetAcademy2 の利用者数は以下のとおりである.今年度からは,学

外から本システムへのアクセスが可能となり,自宅からアクセスし学習できるようになっ
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たにも関わらず,学内からの利用数が昨年度の二倍にも昇った.二倍に増えた大きな要因は,

中級英語の必修化に伴い,今年度より新たに TOEIC テスト演習 2000 が導入され,受講者の 2

年次生を中心に,TOEIC 対策として本課題を取り組む者が増えたためと思われる.基礎英語

ⅠおよびⅡの受講者を中心とするスタンダードコースの学内からの利用が,昨年度とあま

り変わらないのは,授業の空き時間や昼休みなどを利用して課題に取り組む学生が依然と

して多いということであろう.とはいえ,学外からのアクセスに意味がないわけではなく,

休日や長期休暇時に自宅のPCなどから学習できることで,TOEIC対策などにもプラスの効果

を生んでいると思われる.次年度から,さらに学外アクセスの利便性を活かし,必修科目の

基礎英語と中級英語において,ALC NetAcademy2 を夏季休暇ならび春季休暇の課題とするた

め,下表には上がってこない潜在的な利用数を多く見込むことができるであろう. 
 

 4 月 5 月 

コース名 スタンダード TOEIC 演習 計 スタンダード TOEIC 演習 計 

保福 288 484  772 425 898 1,323

情報 328 255  583 472 1,131 1,603

デザ 214 67  281 168 407  575

計  830  806 1,636 1,065 2,436 3,501

 

 6 月 7 月 

コース名 スタンダード TOEIC 演習 計 スタンダード TOEIC 演習 計 

保福 336 627  963 569 531 1,100

情報 338 721 1,059 591 710 1,301

デザ 204 209  413 338 128  466

計  878 1,557 2,435 1,498 1,369 2,867

 

 8 月 9 月 

コース名 スタンダード TOEIC 演習 計 スタンダード TOEIC 演習 計 

保福 20 27   47 14 1   15

情報 113 3  116 52 1   53

デザ 49 85  134 14 1   15

計  182  115  297   80    3   83

 

 10 月 11 月 

コース名 スタンダード TOEIC 演習 計 スタンダード TOEIC 演習 計 

保福 290 13  303 303 1  304

情報 167 26  193 307 12  319

デザ 97 2   99 157 1  158

計  554   41  595  767   14  781

 

 12 月 1 月 

コース名 スタンダード TOEIC 演習 計 スタンダード TOEIC 演習 計 

保福 94 1   95 290 2  292

情報 74 6   80 280 4  284

デザ 41 0   41 196 2  198

計  209    7  216  766    8  774
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 2 月 3 月 

コース名 スタンダード TOEIC 演習 計 スタンダード TOEIC 演習 計 

保福 110 7  117 5 0    5

情報 220 7  227 6 3    9

デザ 73 1    74 1 0    1

計    403    15    418    12    3    15

 

 前期合計 後期合計 
コース名 スタンダード TOEIC 演習 計 スタンダード TOEIC 演習 計 

保福 1,652 2,568 4,220 1,092 24 1,116

情報 1,894 2,821 4,715 1,054 58 1,112

デザ 987 897 1,884 565 6 571

計 4,533 6,286 10,819    2,711    88 2,799

 

 平成 26 年度合計 

コース名 スタンダード TOEIC 演習 計   
保福 2,744 2,592 5,336  
情報 2,948 2,879 5,827  
デザ 1,552 903 2,455   
計    7,244    6,374 13,618  
スタンダード＝ALC NetAcademy2 スタンダードコース 

TOEIC 演習＝ALC NetAcademy2 TOEIC®テスト演習 2000 コース 

 
就職活動や進学上の必要性から TOEIC の受験を希望する学生がいるため,TOEIC IP を学内で

2回実施した.その実施状況は以下のとおりである.平均点はほぼ前年並みであった. 

 

通算 

回数 
実施年月日 

受験者数 

（人） 
最高（点） 最低（点） 平均（点）

30 平成 26 年 5 月 22 日 11 865 320 488.2 

31 平成 27 年 2 月 13 日 18 565 240 371.1 

 計 29   415.5 

 
（２）スピーカーズコーナー 

毎年大学祭第１日目（今年度は 11 月 1 日に開催）,本学の学生が外国語（日本人学生は

英語,留学生は日本語）を用い,自身の経験に基づくスピーチを披露している.本年度は 10

名の学生が参加し,大学主催のバンガー大学語学文化研修での経験,自主計画した海外への

旅,将来の夢について語るなど,多様性に富んだ発表を聞くことができた. 

 
（３）国際教養講座 
午前のスピーカーズコーナーに引き続き,午後からは主に語学センター所属教員が講師

をつとめる「国際教養講座」を開催している.本年度は 4月に着任した情報工学部教授松田

雅子氏が「伝えたいことを言葉にしてみよう！―英語スピーキング力をつけるために」と

題して,自身の体験を交えながら,英語が第二言語として使われているわけではない日本に

おいて,どのようにすれば英語を話せるようになるのかについて語った.氏は英語が話せる

ようになるには,発声練習などの基礎訓練,Skype を利用した英会話のレッスンを受けるオ

ンライン留学,そして英語圏の国を訪れる本物の留学という 3つの段階を経るのが一般的な
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方法ではないかと提案しつつも,言語能力に先立つ要因（例えば,社会性や話の論理性など）

が話すという行為には深く関与しているため,その部分を補強することを念頭に置きなが

ら,今後英会話の教員として学生指導に専心したいと締めくくった. 

 

（４）カルチャー・ランゲージ・テーブル 

昨年度から国際交流事業として各学期に 1回の予定で,「カルチャー・ランゲージ・テー

ブル」を開催することとなったが,今年度は諸般の事情で,前期に 1回の開催のみとなった.6

月 26 日に開催された本学情報工学部助教天嵜聡介氏による講演「国際学会の楽しみ方」は,

昨年度に引き続き 2度目の国際学会をテーマとした講演であった.氏は国際学会での発表経

験が豊富であり,まずは国際学会で発表するまでの流れが説明され,実際に国際学会での英

語による発表にまつわる苦労話などが披露された.学会後の諸外国から訪れる研究者との

交流は,次の研究の糧になるという硬い話から,訪れた先々に固有の料理の写真を示しなが

ら,食文化を知り,街歩きの中で市井の人びととの何気ない会話を楽しむこともまた国際学

会の醍醐味の一つであると語った. 

※なお,（２）,（３）および（４）の行事は一般にも公開されたものである. 

 

3-2-3 情報教育センター 

学生の情報活用能力の向上を図り,情報教育演習や自主学習利用の目的のため,語学セン

ターと協力の下,インターネットに接続された PC を備えた情報処理演習室を年間 162 日開

放した.各月の延べ利用者数及び開放日数は下表のとおりである.平成 26 年度の延べ人数は

16,421 名であり,前年度比約 8%の利用者減であったが,昨年度末から運用を開始した岡山モ

バイルスポット（岡山県の公衆無線 LAN）の本学アクセスポイントの利用者数は同じ期間で

延べ 4,977 名であったことから,全体としての情報ネットワーク利用者数はかなり増加して

いると考えられる.情報処理演習室の利用者数を学部別でみると,保健福祉学部（保健福祉

学研究科を含む）が全体の約 70%,情報工学部（情報系工学研究科を含む）が約 6%,デザイ

ン学部（デザイン学研究科を含む）が約 24%であった.保健福祉学部が突出している原因は,

情報工学部及びデザイン学部はそれぞれ学部教育用の計算機演習室を整備しているが,保

健福祉学部にはそれらに相当する演習室がないためと考えられる. 

 
（ア）延べ利用者数 

月 4 月 5 月 6 月 7･8 月 9･10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 合計 

H25 1,315 2,650 2,432 3,660 2,525 1,432 1,629 1,814 372 17,829

H26 1,693 2,049 2,183 3,147 2,223 1,409 1,532 1,700 485 16,421

 
（イ）開放日数 

月 4 月 5 月 6 月 7･8 月 9･10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 合計 

H25 14 20 20 27 27 19 15 16 5 163 

H26 14 19 21 27 26 18 15 15 7 162 

 
また,学内情報ネットワーク環境の改善に関して次のことを行った. 
(1) 情報セキュリティ強化に向けた,情報システム運用に関する実施規程の見直しと各種

ガイドラインの整備 

(2) Office ソフトの包括ライセンス契約による本格運用実施 

(3) サーバ室及び情報処理演習室の老朽化した空調機器の更新 

(4) 平成 27 年度全学ネットワークシステム更改に向けた調査・検討 
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3-2-4 健康・スポーツ推進センター 

学生の健康の維持と増進を目的として,また,さらに運動を日常生活に取り入れることの

大切さ・必要性を深く理解させるために,実技科目「スポーツⅠ」「スポーツⅡ」,講義科目

「スポーツの科学」「運動と健康」を開

講した. 

実技科目では,前期 8 種目（テニス・

サッカー・ソフトボール・バレーボー

ル・ゴルフ・陸上競技・アルティメット・

ペタンク）に加え,7 月期にはプールを活

用したアクアスポーツを実施した.後期

には全履修生を対象に文部科学省の新

体力テストを実施し,その後,7 種目（バ

レーボール・グラウンドゴルフ・サッカ

ー・卓球・バドミントン・アルティメッ

ト・タグラグビー）を実施した.今年度

より,前後期とも履修者は日常生活の中

でスポーツ・運動を取り入れる契機とな

るよう複数種目を体験し,スポーツが健

康に果たす役割について理解を深めた. 

今年度の履修学生は,「スポーツⅠ」238 名（昨年度 317 名）,「スポーツⅡ」223 名（同

266 名）,「スポーツの科学」149 名（同 161 名）,「運動と健康」43 名（同 56 名）であっ

た.昨年度より 2 学科において卒業要件の変更があり,スポーツⅠ・Ⅱが必修科目でなくな

った等の事情が考えられるが,今後,さらに健康・スポーツ関連科目の重要性を周知してい

く取組が必要となる. 

 

3-3 留学生・転学生 

本学では,日本の生活に不慣れな留学生（韓国又松（ウソン）大学校からの転学生,短期

留学生を含む）が,いち早く日本の生活・文化に慣れ,学習・研究活動に励むことができる

ようにするため,本学学生の中から学業や生活の相談相手を選定し,留学生のサポートを行

うチューター制度を設けるなど学業・生活面の両面において支援を行っている.平成 26 年

度は,留学生に対して,各学科における学習支援のほか,授業料減免制度や奨学金募集等の

情報提供及び活用の支援などを行った. 

なお,平成 26年度の留学生数は,学部生 5人,大学院生 5人の計 10人で,2人の留学生に対

しチューターを配置した.最近 5年間における留学生数およびチューターを利用した留学生

数は次のとおりである. 

 
年  度 H22 H23 H24 H25 H26 合計 

留学生数（学部生） 6 0 4 6 5 21 

留学生数（大学院生） 8 7 6 6 5 32 

合  計 14 7 10 12 10 53 

（うちチューター利用） （0） （0） （4） （2） （2） （8） 
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3-4 大学コンソーシアム岡山 

県内の 16 大学が参加する大学コンソーシアム岡山では,平成 21 年度に文部科学省「大学

教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」事業の選定を受けた「岡山オルガノン

の構築」（代表校：岡山理科大学）の 3 年間にわたる事業に対し,平成 23 年度に補助金交

付が終了したことを受けて,その事業を平成24年度から継承し,3年が経過した平成26年度

に以降の対応を協議することとしていた.このため,平成 26 年度は従来通りの事業を実施す

るとともに,将来構想委員会を新たに設置し,平成 27 年度以降の対応を検討し,代表者会議

に答申した. 

はじめに,平成 26 年度に実施された事業（単位互換,インターンシップ,吉備創生カレッ

ジ,日ようび子ども大学,エコナイト,東日本大震災復興支援活動,SD 研修会）に対する本学

の参加状況を説明し,その後,平成 27 年度以降に対する対応を述べる. 

 

〔本学の参加状況〕 
（１）単位互換 
（他大学→本学） 

年  度 H22 H23 H24 H25 H26 合計 

対 面 履修学生数 0 0 1 0 1 2 

履修科目数 0 0 1 0 1 2 

本学提供科目数 6 6 6 10 10 38 

双方向

ライブ 
履修学生数 0 3 2 2 3 10 

履修科目数 0 1 1 1 1 4 

本学提供科目数 1 1 1 1 1 5 

VOD 履修学生数 0 7 3 4 0 14 

履修科目数 0 1 1 1 0 3 

本学提供科目数 1 1 1 1 1 5 

合 計 履修学生数 0 10 6 6 4 26 

履修科目数 0 2 3 2 2 9 

本学提供科目数 8 8 8 12 12 48 

 
（本学→他大学） 
年  度 H22 H23 H24 H25 H26 合計 

対 面 履修学生数 5 1 3 3 2 14 

履修科目数 5 2 8 3 2 20 

双方向

ライブ 
履修学生数 0 0 1 0 1 2 

履修科目数 0 0 1 0 1 2 

VOD 履修学生数 11 4 3 1 1 20 

履修科目数 11 3 1 1 1 17 

合 計 履修学生数 16 5 6 4 4 35 

履修科目数 16 5 10 4 4 39 

 
（２）インターンシップ参加（NPO 法人 WIL） 

年  度 H22 H23 H24 H25 H26 合計 

参加学生数 25 25 18 51 38 157 
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（３）吉備創生カレッジ 
No. 年度 開講期 科 目 名 講  師 
1 H22 前期 俳句を楽しむ 柴田奈美（デザイン学部教授） 
2 くらしと微生物 中島伸佳（保健福祉学部准教授）

3 後期 懐かしの洋食器世界 久保田厚子（デザイン学部教授）

4 赤毛のアンの姉妹たち 桂宥子（情報工学部教授） 
星野裕子（保健福祉学部教授） 
杉村寛子（保健福祉学部准教授）

5 H23 前期 景観デザインを考える 熊澤貴之（デザイン学部講師） 
6 後期 英米文学カフェ 杉村寛子（保健福祉学部准教授）

7 H24 前期 地産地消と食文化 岸本妙子（保健福祉学部教授） 
8 後期 再生エネルギー発電 德永義孝（情報工学部准教授） 
9 H25 前期 近代期の禁酒運動 二宮一枝（保健福祉学部教授） 
10 日本のデザイン文化 吉原直彦（デザイン学部教授） 
11 高齢者の健康維持と運動 犬飼義秀（情報工学部教授） 
12 後期 人とロボットの眼の不思議 滝本裕則（情報工学部助教） 
13 いま,子どもの育ちを考える 池田隆英（保健福祉学部准教授）

14 続・日本のデザイン文化 吉原直彦（デザイン学部教授） 
15 H26 前期 広がるワイヤレスの世界 大久保賢祐（情報工学部教授） 
16 日本人の糖尿病 福島光夫（保健福祉学部教授） 
17 後期 韓国の身近な文化を知ろう 朴貞淑（デザイン学部講師） 
18 「嵐が丘」入門 杉村寛子（保健福祉学部教授） 
19 情報とデザイン 尾崎洋（デザイン学部講師） 
20 考えるコンピュータの考え方 但馬康宏（情報工学部准教授） 

 
（４）日ようび子ども大学 

大学コンソーシアム岡山,岡山県生涯学習センター,池田動物園が連携し,「日ようび子ど

も大学 in 京山祭」を平成 23 年より開催している.県内の 11 大学,3 短期大学の大学生が集

まって子どもが体験できるブースを設置するなど,親子で楽しむ催しを開催している.平成

26 年度の実施状況および本学の展示内容は次の通りである. 

 

・開催日時： 平成 26 年 6 月 1日（日） 10:00～15:00 

・会 場： 岡山県生涯学習センター 

・参 加 者： 1,854 名（対象：一般,学生,大学教職員） 

［内訳：大人 707 名,子ども 870 名,学生 236 名,大学教職員 41 名］ 

・展示内容： 非日常空間で興味を持たせながら,視覚の大切さや視覚以外の感覚の持つ

能力に気付かせることを目的とする体験展示を行った.一室内に光を遮断

した空間を造り,視覚をほとんど使うことができない状況において,手足

の触覚や聴覚を活用した日常生活動作の疑似体験を行った.参加者（子ど

も）は受付で示された数種類の「コップ」,「人気キャラクターの人形」,

「多角形や数字がレリーフ標示されたカード」の写真から好きなものを 1

つ選び,暗い部屋から該当するものを持ち帰るという課題に,一人もしく

は家族と一緒に取り組んだ.参加者は入り口から,ブラックライトで浮か

び上がる壁の蛍光飾りを横に見ながら,点字ブロックをたどって目的の場

所へ移動し,薄明かりの中,手探りで目当てのコップ,人形,カードを見つ

け,受付へ持ち帰り,実物と写真を照合した後,参加賞として用意された触
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図カードを受け取った.参加者は,これら一連の課題を通して画像（視覚）

から得られた情報と,視覚を代行する手足の触覚から得られる,質的に異

なる情報を相互に確認するという,普段ではあまり行われない作業に取り

組み,視覚が十分に使えない状況における対処法を体験した. 

・担 当 者： 中村孝文准教授（保健福祉学部）ほか教員 4名および学生 10 名 

 

年度 開催日 会  場 参加大学数 参加者数 

H23 6 月 26 日 岡山商科大学 8 大学 508 名 

H24 6 月 24 日 岡山県生涯学習センター 11 大学 1,188 名 

H25 6 月 2 日 岡山県生涯学習センター 13 大学・短大 1,500 名 

H26 6 月 1 日 岡山県生涯学習センター 14 大学・短大 1,854 名 

 
（５）エコナイト 

県内の 16 大学,4 短期大学,1 高専が連携し,地域貢献活動の一環として,環境問題への啓

発を目的として平成 23 年度より実施している.具体的には,岡山県,岡山市等行政機関や企

業と連携して,学生間の交流活動推進と地域との連携強化を図りつつ,学内消灯や自動車通

勤の自粛,エコキャンドルの点灯,一斉ライトダウンの呼びかけ,その他,参加大学毎に独自

のエコに関する環境教育の実践的活動を実施している.平成 26 年度は,統一活動として「星

たちの祈り,人々の絆,つなげよう環境,その想い」を合言葉に,エコロジーを考える活動を,

連携校中の10大学,1短期大学がJR岡山駅東口広場一帯で実施し,本学からも学生が参加し

た.また,本学独自の平成 26 年度の実施状況は次の通りである. 

 

・テ ー マ： 七夕フェスティバル 2014 

・開 催 日 時： 平成 26 年 7 月 7日（月） 12:00～20:20 

・会 場： 学生会館周辺 

・参 加 者： 約 120 名 

・開 催 内 容： 午前中は学生有志が浴衣や甚平で授業に出席した.昼休みには,浴衣,甚

平の人に無料でかき氷をふるまい,くじ付きうちわを配布した.午後は,

ライブ,模擬店,うちわの抽選会を行った. 

・成果と課題： 雨天にも関わらず,多くの学生が参加することができた.夜のライブで

は雨も上がり盛況であった.教職員も参加してもらえるようなイベント

になれば良い. 

 
年度 開催日 会  場 参加大学数 参加者数 
H23 7 月 7日 各大学及び NHK ひかりの広場 16 大学 約 1,500 名

H24 7 月 7日 各大学及び岡山駅東口広場 16 大学 約 3,000 名

H25 7 月 7日 各大学及び岡山駅東口広場 16 大学 約 4,600 名

H26 7 月 6日 各大学及び岡山駅東口広場 16 大学/4 短大/1 高専 約 3,300 名

 

（６）東日本大震災復興支援活動 
岡山経済同友会が毎年企画し,平成 26 年で 4回目となる. 

 
・実 施 日： 平成 26 年 8 月 23 日（土）～27 日（水） 

・場 所： 宮城県石巻市雄勝町,岩手県下閉伊郡大槌町 

・参 加 者： 学生 38 名,教職員 3名（本学参加者：学生 3名,教職員 1名） 

 

なお,本学からは学生 7名の応募があったが,全体の人数調整のため 3名の参加となった. 
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（７）SD 研修会 

平成 28 年 4 月に障害者差別解消法が施行されるにあたり,法令で定められた「合理的配

慮」を教育現場において,どのように考えるべきか,また,教育現場における「合理的配慮」

の運用上の理解を深めることを目的とする研修会に本学教員が参加した.基調講演では,教

育機関に求められる合理的配慮について理解を深め,3 大学の情報提供により,障がいのあ

る学生等への各大学の取組状況等について情報共有を行った.また,今年度は,岡山大学の

学生 10 名によるパソコンテイク（同時字幕通訳）が実施された.平成 26 年度の実施状況は

次の通りである. 

 

・開催日時： 平成 26 年 8 月 28 日（木） 13:00～16:30 

・会 場： 岡山大学津島キャンパス 

・参 加 者： 103 名（内訳：加盟校 15 校 76 名,高等学校 7校 8名,その他 19 名） 

・研修内容： 基調講演「教育機関に求められる合理的配慮について」 

講師 藤本裕人氏 

（独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 上席総括研究員） 

情報提供「障がい学生支援の実践事例」 

1. 就実大学「大学生の障がいに対する意識と教育課題」 

2. 倉敷芸術科学大学「高校から大学への移行期の支援～大学生活のスム

ーズな適応を目指して」 

3. 山陽学園大学「学生相談室での取り組みについて」 

 
〔平成 27 年度以降〕 

平成 26 年度に設置された将来構想委員会の答申を受けて,事業経費を縮小した上で,平成

26 年度に実施された各事業を平成 27 年度にも継続して実施することとなった.主な変更点

は次のとおりである. 

(1) 単位互換事業の広報用パンフレットの作成を取りやめ,ちらしに変更する. 

(2) 「岡山オルガノンの構築」継承事業として実施してきた「日ようび子ども大学」およ 

び「エコナイト」を大学コンソーシアム岡山の事業として実施する. 

なお,当初より「岡山オルガノンの構築」に不参加であった美作大学に加え,平成 27 年

度では,新たに川崎医科大学,川崎医療福祉大学,岡山学院大学,くらしき作陽大学の 4 大

学が双方向ライブ型単位互換事業,VOD（Video On Demand）型単位互換事業には参加しな

いこととなった.また,平成 28 年度以降への対応に関しては,平成 27 年度前半を目途に,

検討を継続することとなった. 
 

3-5 まとめと課題 

平成 25 年度に全学教育研究機構に設置された教養教育改革企画立案チームが,学長に答

申したカリキュラム素案に基づき,平成 26 年度前期に,全学的な組織として平成 27 年度教

年度 開催日 内  容 会  場 

H22 8 月 24 日 大学職員のための実践メンタルヘルス

講座 

山陽新聞社（本社ビル） 

H23 8 月 29 日 クレイマー対策 岡山大学（津島キャンパス）

H24 8 月 31 日 大学における運動部活動 山陽新聞社（本社ビル） 

H25 8 月 26 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス）

H26 8 月 28 日 障がい学生支援研修会 岡山大学（津島キャンパス）
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養教育改革ワーキンググループを設置した.ワーキンググループでは,平成 26 年度以前入学

生を対象に実施されている全学教育科目からの円滑な移行を十分に考慮した中で,平成 27

年度入学生からの実施に向けた共通教育カリキュラムの策定を行ってきた.そして,教務専

門委員会の承認を得た上で,本学の新しい共通教育科目を平成 27 年度入学生から実施する

こととなった.新しい共通教育科目の特徴は 

(1) 文部科学省あるいは経済産業省が提唱する「学士力」あるいは「社会人基礎力」を見

据えた上で,建学の理念および大学の教育方針に基づくカテゴリーの再編 

(2) 各カテゴリーにおいて,本学卒業生として全学生が身に付けておくべき教養を育成し,

あるいは技能を習得させるコア科目（導入科目）の設定 

に集約される. 

しかしながら,各学科が卒業要件としている共通教育科目単位数は,表に示す通り 25～38

単位である.共通教育科目の各カテゴリーにおけるコア科目の必修化により,このうち選択

科目に割り当てられたのは 3～18 単位のみに留まっている.このように限定された中で,本

学の学生としての「学士力」あるいは「社会人基礎力」を習得させるために,共通教育科目

としての履修モデルを提示することは,まだできておらず,各カテゴリーにおける授業科目

の集中と選択をいかにして行うかを含めて,平成 27 年度以降,早急に検討すべき課題である.

一方で,カテゴリー「語学国際」および「社会連携」に配置される授業科目を充実し,「基

礎知識とその活用法の修得を通じた思考力及び課題探求力の育成」を通して,知的自律性を

もちかつ批判力を発揮できる学士の養成に向け,共通教育の見直しを進めていかなければ

ならない. 

 
表. 平成 27 年度入学生の卒業要件単位数（共通教育科目） 

学  部 学  科 （専攻） 
卒業要件（共通教育科目） 

必修科目 選択科目 合計 

保健福祉学部 看護学科 20 5 25 

 栄養学科 14 14 28 

 保健福祉学科 （社会福祉学専攻） 16 12 28 

  （子ども学専攻） 25 3 28 

情報工学部 情報通信工学科 20 18 38 

 情報システム工学科 22 16 38 

 人間情報工学科 22 16 38 

デザイン学部 デザイン工学科 18 16 34 

 造形デザイン学科 18 16 34 

 
また,平成 25 年度入学生より必修化された 2年次対象の「中級英語Ⅰ・Ⅱ」において,TOEIC 

IP テストの全員受験を実施した.その結果より,本学学生においても,一般に報告されてい

るように,リーディング能力はリスニング能力と比べて相対的に低下していることが明ら

かとなった.このため,平成 27 年度以降に,より一層,リーディング能力の涵養に重点化する

一方,ネイティブ講師による「英語村（English Village）」,アデレイド大学とインターネ

ットを介した「スカイプ英語授業」を活用しながら,外国語によるコミュニケーション能力

の向上に総合的に努めていく. 

加えて,大学コンソーシアム岡山が実施する事業を,より有効に活用することも今後に検

討しなければならない課題として挙げられる. 
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４ 専門教育における学生の学習支援 

4-1 概要  

本学は,看護学科,栄養学科,保健福祉学科を擁する保健福祉学部,情報通信工学科,情報

システム工学科,スポーツシステム工学科（平成 27 年度 4 月から「人間情報工学科」に名

称変更予定）を擁する情報工学部,デザイン工学科と造形デザイン学科を擁するデザイン学

部というユニークな学部構成になっている.それぞれの学部において平成 5 年の開学以来,

各専門領域において有能かつ指導的な立場で活躍する人材を県内外に送り出してきた.日

進月歩の昨今の科学技術の進歩や社会のニーズ変化に対応するべく,各学部,学科では科目

の新設,統廃合,カリキュラム編成の工夫等々によって果敢に対応している現状である.し

かし,社会の大学に対する期待は増々高まりつつあり,高い教養に裏付けられた様々な課題

解決に結びつくような高度の専門性を有するとともに,多文化共生社会や少子高齢社会に

対応できる人材育成が求められている.この様な社会の要求に対応するためには上記の従

来の教育手法の改善,改良のみでは十分と言えない状況である.本年度は学長方針による教

養教育・グローバル化教育・地域貢献教育の３部門の改革を体現するべく,前年度から検討

を進めてきた平成 27年度共通教育カリキュラムを策定した.それは,各学部における専門教

育を時代に対応して促進させるため,必要な見直しを進める起点となる取組の一つである.

また.専門教育については,前年度に策定されたディプロマ・ポリシー,カリキュラム・ポリ

シーに基づいて各学部における教育の目標に向けた実質化の取組を開始したが,これと並

行して現代の地域社会の状況をふまえた教育環境の変化に対応した不断の改善活動が求め

られる.このため各学部,学科がさらなる高い専門性と各分野における課題解決能力育成及

び岡山県立大学ならではのユニークな教育と人材育成に向けて,各ポリシーに則った専門

教育活動の実施と点検をスタートさせることとなった. 

 

 

4-2 保健福祉学部 

 

4-2-1 看護学科 

 
 看護学科では改正カリキュラムの評価を行うため,看護学科全教員による学生の看護実

践能力向上に向けたシステムづくりとして,経年的に卒業時看護技術到達度調査を行い,教

員にフィードバックして教育改善に努めている.またインターネットを活用した学習状況

に関するアンケート調査に基づき,e-ラーニング導入の検討を行った.フレッシュマンセミ

ナーについてはキャリアパスを提示し,学生の関心に基づくグループワークを行い,最終レ

ポートはルーブリックによって評価した.さらに,実習指導能力を高めるため,ＦＤマザー

マップを活用した実態分析を行った. 

グローカル・ラーニングシステムとしては, 備中県民局「わが町で保健医療福祉の『人

づくり,地域づくり応援隊』事業（NPO かさおか島づくり海社受託）」の協働により,3,4 年次

生と大学院学生が北木島で宿泊研修を行い,離島の保健医療・看護の現状と課題について住

民とともに地域の健康課題を明らかにし,課題解決に向けた提案を行った.その成果の一部

を 4年次生が全国公立大学学生大会で発表した. 

 また,グローバル人材育成に向けて,1 年次生は「地域看護学概論」でハサヌディン大学看

護学科長から英語による講義を受けた.さらに,3 年次生有志は総社市/AMDA とのトライアン

グル協定による災害訓練に参加し,「避難所における健康管理」について健康教育を行った. 

 国家試験対策として,毎年学生の自主的な運営による国家試験模試の支援を行うととも

に,学生からの要望の多い病態学に関する講義を行った.模試結果は教員も共有し個別指導

等に活用した. 
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4-2-2 栄養学科 

 
栄養学科では,平成 20 年に本学と中国南昌大学ならびに韓国又松（ウソン）大学校との

間で締結したトライアングル協定に基づき,3大学から学生が5名ずつ参加し,各大学を巡回

して食品科学に関する研鑽を積む日中韓コンソーシアムを平成 24 年度から実施している.

平成 26 年度は 8 月 19 日から 26 日の期間,本学で実施され,南昌大学から学部学生 5 名,又

松（ウソン）大学校から 5 名,本学の学部学生 5 名が参加し,ポリフェノールの生体利用に

関する講義,日本の食文化としての食酢の機能性に関する講義,日本食に関する調理実習,

食品学に関する実験を全て英語で受講した.又松（ウソン）大学校の教員による韓国食文化

に関する講義および南昌大学教員による中国の食文化に関する講義も英語で聴講した.ま

たスプリング８の見学も行った. 

国家試験対策として,本年度は校内模試（３回／年）と業者模試の斡旋（６業者,各２回
／年）を並行して行い,受験生の自主学習の成果を分かりやすくするために模試ごとに結果
の解析を詳細に行った.その推移を本人に示し,また成績のクラス順位を貼りだすなど,学
生の学習意欲を高揚させた.本年度の新しい試みとして最後の校内模試の成績により,個人
指導の必要な学生には特別補習授業の支援も行った. 
 

4-2-3 保健福祉学科 

 
 保健福祉学科では,平成 25 年度より社会福祉学専攻（定員 40 名）と子ども学専攻（定員

20 名）の 2専攻体制となり,2 年目として改正されたカリキュラムを予定通り実施した.     

 社会福祉学専攻では,「ソーシャルワーク実習・演習」「生活支援技術」等,今年度も新カ

リキュラムに従って新科目を順次開講した.また,「権利擁護・成年後見制度」にみられる

ように,担当者も非常勤講師担当ではなく本学科教員が担当するなど内容を充実させ,実践

力を備えた新しい福祉ニーズに対応できる専門職の育成を積極的に図った.また,学生の学

問的視野を広げるため,「岡山県版地域包括ケアシステムの推進と展望」「これからの介護

職のあり方を考える」等のテーマで全国レベルの講師を本学に招き,国内外の最新の福祉事

情を学生に提供する試みも積極的に実施した. 

グローバル教育を推進するため,平成 26 年度の国際交流推進助成費にて,又松（ウソン）

大学校社会福祉児童学部の柳漢守学部長を本学に招聘し,本学科教員を対象に両大学の福

祉系カリキュラムの内容と留学生のニーズに関する研究会を開催した.研究会では,柳学部

長と 2 名の本学科教員が上記のテーマについて発表し,その後,全員でディスカッションを

行った.また,本学科からも 1名の教員が又松（ウソン）大学校に行き,又松（ウソン）大学

校の教員を対象に上記のテーマについてディスカッションを行った.その後,本学科に留学

したい又松（ウソン）大学校の学生を対象に本学科の紹介を行うとともに,本学科に関する

質問を受けた.最終的に,両大学の福祉系カリキュラム内容と留学生のニーズに関する報告

書を作成した.さらに,平成 26 年 11 月には「東アジア介護保障セミナー－中国・韓国・台

湾・日本の介護保障システムの比較考察－」というテーマの講演を社会福祉学専攻の 2 年

次生と 3年次生が聴講した. 

国家試験対策としては,社会福祉士国家試験及び介護福祉士国家試験対策を行った.4 月

の学年オリエンテーション時には,社会福祉士国家試験委員及び介護福祉士国家試験委員

が全学年を対象に国家試験の概要と対策について説明し,模擬試験や社会福祉士の国家試

験に合格した卒業生による国家試験対策講演会の開催,試験対策チーム（学生で構成）によ

る模擬問題集の作成（模擬問題作成は 4年次生全員での取組）などの対策を実施した.介護

福祉士国家試験対策としては,模擬試験や介護福祉士国試対策 e-ラーニングシステムを活

用した学習環境を整え,実施した. 

子ども学専攻では,平成 25 年 4 月に開設された幼稚園教諭教職課程の 2年目として,新カ
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リキュラムを予定通り実施した.その中で,教職課程に必須の「履修カルテ」の運用を本格

的に開始し,稼働させながらシステムの修正を行うとともに運用ルールを整備した.国から

記載を義務づけられている項目である履修状況や教員および学生自身の自己評価のほかに,

配慮事項（アレルギー等）や将来の進路希望についても入力を求めるシステムとし,学生の

動向把握や実習計画の立案,またはアドバイザー教員が学生と面接する際の参考に活用で

きるようになり,一層きめの細かい学生指導が可能になった.また,国の「保育士資格を有す

る者への幼稚園教諭免許状授与の特例制度」に基づき,「教師論（幼免特例）」と「教育と

社会（幼免特例）」の 2 科目の授業を集中講義で開講した.科目等履修生として県内の保育

士 31 名（うち岡山県立大学短期大学部の卒業生を含む本学の卒業生 14 名）を受け入れ,延

べ 47 名が受講した. 

 

4-3 情報工学部 

 

4-3-1 情報通信工学科 
 
 情報通信工学科の専門教育における学習支援は,推薦入試合格者に対して第１章 2-2 で述

べた入学前教育から開始される.その後,一般入試合格者を含め,入学式後の新入生オリエ

ンテーションを通じ,計画的な受講と学習を促す.１年次前期のフレッシュマンセミナーで

は,１泊２日の学外オリエンテーションを含め,７～８人のグループで活動を行う.活動内

容は,コミュニケーション能力を向上させる目的でのテーマ別調査・研究と,プレゼンテー

ションである.このときのグループ編成は,そのままアドバイザーグループとなり,卒業研

究での研究室配属決定まで,学生はフレッシュマンセミナー活動での教員に対して学生生

活上の相談を受けることができる.また,オフィスアワーあるいは授業の空き時間を利用し

て,全ての学科教員に自由に相談できるようにしている.各学生の成績は,学科教務専門委

員が管理し,成績不振者に対して注意・指導を行っている.卒業研究を行う研究室配属は卒

業研究有資格者に対し,希望をもとに成績を考慮して行う. 
 
4-3-2 情報システム工学科 

  

情報システム工学科での専門教育における学習支援は,推薦入試合格者に関しては第 1章

2-2 で述べた入学前教育から開始される.その後,一般入試合格者を含め,入学式後の新入生

オリエンテーションを通じ,計画的な受講と学習を促す.1 年次前期にフレッシュマンセミ

ナーを設け,新入生全員に高校での数学について徹底的なリメディアル教育を施す.またア

ドバイザーグループを編成し,それぞれ担当の教員を配置し,学生は 3年次になるまで,これ

ら教員に対して学生生活上の相談をすることができる.各学生の成績は,学科教務専門委員

が管理し,成績不振者に対して,呼び出しを行い注意・指導する.卒業研究を行う研究室配属

は卒業研究有資格者に対し,研究室訪問での面談などを通じて,本人の適性や興味などを勘

案して行う. 

 

4-3-3 スポーツシステム工学科 
  
スポーツシステム工学科における学習支援は,先ず推薦入試合格者に関しては第１章 2-2

で述べた入学前教育がある.入学生全員を対象に新入生オリエンテーションを通じて計画

的な受講と学習を促す.１年次前期のフレッシュマンセミナーでは,1泊2日の学外オリエン

テーションで学科の人材育成像を説明するとともに,通常授業では高校物理の力学をテー

マに据えて数学と物理の知識を融合的に使いこなす方法の体験,人間情報工学系テーマの
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発掘体験等により専門教育に対する動機付けを行っている.アドバイザーグループには学

年毎に担当教員を配置し,学生は３年次になるまで,これら教員から学生生活上の相談を受

けることができる.また,学年単位で学期はじめに履修オリエンテーションに機会を設けて

履修指導を行っている.学生の成績は,学科長と教務専門委員が連携して管理を行い,成績

不振者に対する指導を行っている.特に所属教員の担当科目の学習状況については,組織的

に管理・支援を行っている.卒業研究における研究室配属は,卒業研究有資格者を対象に研

究室紹介や研究室訪問の機会を設けて研究テーマの紹介を行い,本人の適性や興味・関心な

どを勘案して配属を行っている. 
 

4-4 デザイン学部 

 

4-4-1 デザイン工学科 

   
デザイン工学科では,人間・社会・自然の関係性に十分配慮し,持続発展が可能な社会実

現のため,デザインの専門力とマネジメント能力により,地域社会や産業界に貢献できるデ

ザイナーや建築家の育成を目指し,専門教育における学生の学習支援として学生に企画提

案力をつけさせる目的で,様々な教育プログラムを提供した.これは,4-4-3 の文部科学省選

定の取組「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業(平成 24～26 年度)」の

本学テーマ「仕事をデザイン創造する産学官連携人財育成教育」については,主に平成 25

年度プログラムを継続して実施したものである.また,教育力向上支援事業としては,「デザ

インパテントコンテストを活用した実践型創造力創出教育プログラムの開発」,「建築・デ

ザイン海外研修による国際交流推進と建築・教養教育の充実」,「新領域教育に対応した技

術アドバイザー制度導入とプロトタイピングデザイン技術教育の実践」,「ものづくり工房

運営についての調査研究２」,「岡山外語学院の留学生と本学学生を対象にした慶應義塾大

学大学院経営管理研究科指導陣による英語セミナーの開催」の 5 つのプログラムを実施し

た.さらに,インターンシップ,学外実習により, デザイン関連企業や地域関連のデザイン

プロジェクトに取り組み,実社会におけるデザインワークなど体験的な理解を深めた. 
 

4-4-2 造形デザイン学科 

 
造形デザイン学科では, デザインによって地域特性を考慮した問題及びグローバルな視

点で課題解決に取り組み,人間・社会・自然の関係性に十分配慮し地域社会や国際社会に貢

献できるデザイナー及び造形のスペシャリストの育成を目指し,専門教育における学生の

学習支援として学生に企画提案力をつけさせる目的で,様々な教育プログラムを提供した.   

これは,4-4-3 の文部科学省選定の取組である「仕事をデザイン創造する産学官連携人財

育成教育」のプログラムの一環として実施したものである.当該プログラムの中では「岡山

の観光デザインプロジェクト 2014」などフィールド系教育を含む４件を実施した.さらに

「テキスタイル産業界との連携による教育プログラム」など学外演習により,デザイン関連

企業や地域関連のデザインプロジェクトに取り組み,実社会におけるデザインワークなど

体験的に理解を深めた. 

 
4-4-3 文部科学省補助事業 
 

１.はじめに  

産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業について 
１）「仕事をデザイン創造する産学官連携人財育成教育」プログラム全体概要 

「仕事をデザイン創造する産学官連携人財育成教育」プログラムは,「産業界のニーズに対
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応した教育改善・充実体制整備事業」（文部科学省）選定取組である. 

本取組は,中四国18大学の連携取組「産業界等との連携による中国・四国人材育成事業」

におけるテーマ３「フィールド系教育の改善・充実」（14校参加）内のサブグループ３テー

マ「産業界のニーズに対応した自律的な技術者養成プログラム」に位置づけられ,サブグル

ープ３テーマは,本学,岡山理科大学,山口東京理科大学の３校の共同取組である. 

 取組期間は平成24年度から26年度までの3年間で,最終年度となる本年度においては上限

額である10,888千円を申請し,満額が交付された. 

２）取組の目的 

 今日,大学の実学的デザイン教育は,基礎教育における幅広い知識の修得,造形スキルの

鍛錬及び社会提案に向けた企画提案力の涵養から構成されると考えられる.「企画提案力」

は言い換えれば「（商品開発等）仕事を創造する力」であり,学生における課題発見・解決

力やマネジメント力等の涵養が求められるが,本学では十分に育っていない. 

 一方地域産業界の側では,未だ造形意匠を扱うのがデザイナーであるという認識が強く

残っており,「自律心をもって」仕事を創造する総合力としてのデザイン力についての社会

的認知が進んでいない.そのため仕事の創発に意欲がある企業は多いが,地域においては

「デザインマネジメント」の考えと巡り会う機会が少ないと見られる.以上のギャップを埋

めるため,サテライト・ラボeggにおける連携的な企画提案取組等を活用し,産学官連携教育

の拡充を図ることとした. 

３）取組内容 

①SPU活動取組の実施［産学官連携事業］ 
※SPU（Small Project Unit）活動：学生が学外連携先よりテーマを請け,そこから課題発見や解決策を探

り企画提案活動を実施し評価を得ることで,「仕事をデザイン創造する力」を高めるプログラム 

②産学官連携授業の実施［産学官連携事業］ 

③初年次キャリア教育の拡充 

④サテライト・ラボeggの活用（産学官連携によるものつくり教育プログラムの開発等） 

 以上を柱とした活動に取り組み,キャリア教育のカリキュラム開発に反映させる.更に,

「産学官連携・デザイナーの巣づくりネットワーク」を整備,これを活用した地域シーズ及

びニーズの開拓を図るため,⑤連携校並びに地域産業界等との連携を拡充する. 

 
デザイナーの巣づくりネットワーク 

 

２.平成26年度取組実績 

① SPU活動取組の実施［産学官連携事業］ 

 「SPU活動取組」（5件）を実施した.モデル事業に設定した1件の取組を含め,原則平成25

年度よりの継続取組として実施した.件数は減少しているが,授業課題として平成27年度以

降においても継続性のある取組を重点的に実施する方針とした. 

 1)おかやまの観光デザインプロジェクト2014［モデル事業］ 
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   連携先：岡山観光コンベンション協会,後楽園 

   授業名：グラフィックデザイン演習,造形デザイン学科デザイン学外実習 

       グラフィックデザイン実習Ⅳ 

 2)岡山名物「ままかり」の消費促進広報物の企画 

   連携先：岡ビル市場 伊藤鮮魚店  

   授業名：グラフィックデザイン実習Ⅳ 

 3)伝統的工芸品産業活性化事業（因州和紙を利用した照明機器のデザイン） 

   連携先：鳥取市文化財団,あおや和紙工房 

   授業名：プロダクトデザインゼミナール 

 4)そうじゃ水辺の楽校 未来マップの提案 

   連携先：そうじゃ水辺の楽校,総社市 

   授業名：グラフィックデザイン実習Ⅳ 

 5)STOP温暖化くらしき2014（岡山まちの夢学生発プロジェクト） 

   連携先：倉敷環境学習センター,内山工業株式会社 

   授業名：造形デザイン総合演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  おかやまの観光デザインプロジェクト2014        伝統的工芸品産業活性化事業 

 

② 産学官連携授業の実施［産学官連携事業］ 

 学外より講師を招聘し,「産学官連携授業の開講」（6件）を実施した.モデル事業に設定

した3件の取組を含め,原則平成25年度よりの継続取組として実施した.SPU活動と同様に件

数は減少しているが,授業課題として,平成27年度以降においても継続性のある取組を重点

的に実施する方針とした. 

 1)産学連携授業（ミロクテクノウッド＋ビッグウィル）［モデル事業］ 

   連携先：株式会社ミロクテクノウッド,株式会社ビッグウィル    

   授業名：プロダクトデザイン実習Ⅲ 

 2)木造建築の設計と施工［モデル事業］ 

   連携先：株式会社あらい建設 洗井健一氏     

   授業名：材料実験,建築構造計画 

 3)テキスタイル産業界との連携による教育プログラム［モデル事業］ 

   連携先：四国タオル工業組合,田中産業株式会社 

   授業名：テキスタイルデザイン実習Ⅲ 

 4)高梁市成羽美術館との連携による化石グッズ開発 

   連携先：高梁市成羽美術館    

   授業名：テキスタイルデザイン実習Ⅱ 

 5)ハーバード大学デザイン教育に学ぶ地域活性化事業の提案方法 

   連携先：児島商工会議所,ジーンズストリート共同組合,岡山放送 

   授業名：プレゼンテーション論,卒業研究（参加形態限定） 
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 6)産学連携授業 特別講義「木材に関する知識と工作技能について」 

   連携先：川月清志氏（家具デザイナー・非常勤講師） 

   授業名：工作技能基礎演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           木造建築の設計と施工        テキスタイル産業界との連携による教育プログラム 

 

③ 初年次キャリア教育の拡充 

 平成25年度に引き続き,「フレッシュマン就業力セミナーの開講」（特別講師による専門

分野のキャリア教育関連授業13件［うち11名が外部講師］を含む）を行った.並びに「キャ

リアゼミナールの開講」（1年次選択科目）を行った. 

④ サテライト・ラボeggの活用（産学官連携によるものつくり教育プログラムの開発等） 

 11月以降には,学生によるSPU成果の発表・提案活動等（7件の作品展）を実施し,学外か

らの評価を得る場としての機能構築を図ることができた.10月の学生発表会・意見交換会で

は会場として活用した. 

⑤連携校並びに地域産業界等との連携推進 

 「サブグループ会議開催」（10月：岡山県立大学サテライト・ラボegg,12月：山陽新聞社

本社ビル）,「学生発表会・意見交換会実施」（10月：岡山県立大学サテライト・ラボegg）

により,連携校との情報交換・教育交流を図った. 

 連携シンポジウムを開催し（12月：山陽新聞社本社ビル,岡山理科大学主催）,本学取組

についてポスター発表及び学生による口頭発表を行った.これを通じてサブグループ連携

校との交流を深めるとともに,産業界等からの意見・評価を得ることができた.（本学参加

者：28名） 

 

３.3年間の取組成果と課題 

１）キャリア系授業科目の改善・充実 

 平成24年度より,初年次生を対象に,全学教育「フレッシュマン就業力セミナー」と学部

基礎科目「キャリアゼミナール」をキャリア教育の導入科目（必須・選択）として位置付

け,「就業意識の醸成」を図ると同時に,「社会の仕組み」を学ぶ授業科目とした. 

「フレッシュマン就業力セミナー」は,各学科領域（専門コース）学生の卒業後の進路に合

わせて,毎回各業界から経営者やデザイナーを招聘し,より実践的な経営の話やデザイナー

の現場について,レクチャーを行った.特に,平成26年度からは,新たに「中国・四国圏域に

おける産官学協働によるインターンシップ等の推進」が加わり,地域企業の経営者やデザイ

ナーだけでなく,NPO団体や地域で活動するデザイナーなどにも新たに講師として加わって

頂き,初年次の夏季休暇期間を利用して,講師が主催するイベントやワークショップにボラ

ンティアとして参加した. 

 フレッシュマン就業力セミナー,キャリアゼミナール両科目は,導入後3年目が経過した

が,学生への定着度についてはさらに指導が必要である.また,成果についても,完成年度が

終了していないため,今後も継続的な検証が必要であると考える. 
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２）評価・指導方法の改善充実 

 本学デザイン学部DPを基に本事業取組の目標を再検討し,次の7項目を評価項目として設

定した.1）発想・想像力,2）課題発見・解決力,3）企画提案力,4）情報分析力,5）構成力・

デザイン力,6）コミュニケーション力,7）学習継続力 

 この7項目については,サブグループ3において設定した共通指標（社会人基礎力＋自律的

技術者力17項目）との対応を図り,産学官連携事業の取組目標並びに学生成長確認アンケー

トの評価項目に反映させた. 

 評価・指導方法については,サブグループによる連携校間での共同作業によりスタートラ

インに立ったばかりである.今年度以降の検証作業を通じて,さらに改善充実を図る必要が

ある. 

３）フィールド系教育の改善・充実 

 フィールド系教育としては,各領域での実習や演習,ゼミナール授業を中心に,「産学官連

携授業」「SPU活動」の2つのプログラムを重点的に導入し,また地域社会や産業界との接点

として,岡山駅前に「サテライト・ラボegg」を開設し,推進してきた. 

 平成25年度では,9件の「産学官連携授業」プログラムと9件の「SPU活動」プログラムを

実施した.成果としては,岡山県内のみならず鳥取県から四国（愛媛・高知・徳島）まで中・

四国地域の広範な範囲で活動を行った.特に,外部評価の高かった教育プログラムについて

は,「モデル事業」として選定し,次年度以降の予算の重点配分をすると同時に,外部広報（ホ

ームページ,サテライト・ラボegg展示）を強化した.平成26年度は,終了年度以降も授業科

目として継続可能な教育プログラムを重点的に選定したため,全プログラムとしては,11件

に絞った. 

 「サテライト・ラボegg」に関しては,経費と距離の観点から,常駐スタッフを置けないた

め,期待した利用回数と成果には至っていない.今後は,その機能を一旦大学に戻し,学内で

の対応に計画を変更するが,大学の立地条件が良いとはいえないため,地域社会や産業界と

の接点という観点からは制限を受ける可能性がある. 

 

 ■産学官連携事業 取組学生数（延数）：H24年260名→H26年423名 

            内訳 SPU活動：H24年 73名→H26年 59名 

             産学官連携授業：H24年187名→H26年364名 

 ■学生の成長に対する自己評価（4段階評価） 

    【中間評価H25年度】2.65  【最終評価H26年度】2.92 

 ■デザイン学部学生が中国・四国地域へ就職する割合 

    H23年度卒 49％ H24年度卒 37％ H25年度卒 35％ H26年度卒 37％（11月現在） 

 

 リーマンショック後,産業界の経営環境の回復に伴って,就職状況は年々改善しつつある.

そのため,都市圏を中心とした企業からの求人状況が中国・四国地域からの求人状況を上回

り,相対的に中国・四国地域で就職する割合を下げていると考えられる.中国・四国地域で

の就職割合を高めるためには,地域での起業なども含めて,デザイナー以外の職種への興味

を高めるなど,在学中のインターンシップ等のプログラムを拡大する必要性がある. 

 

４.今後の展望 

 本事業を通じて連携し,活動した三大学（岡山理科大・山口東京理科大・岡山県立大学）

間で開発した「自律的な技術者教育プログラム実施に関する大学間連携ガイドライン」を

今後も十分に活かした取組にしていく必要がある.今後,少子化を背景に大学運営のための

教育リソースの共有化が進むと考えられるため,他の大学間との連携事業の拡大も前提に,

三大学間での連携事業を通じて,共通化したガイドラインの検証を行うと同時に教育リソ

ースの利活用を図る必要がある.  

しかしながら,三大学間の移動や経費に問題があるため,三大学の密な連携のための環境
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整備が課題である.また,教育目標や専門性の違いによるカリキュラム体系間の違いの中か

ら,共有化できる要素を抽出し,教員の相互派遣や共同授業など具体的な取組へのチャレン

ジが課題である. 

 

4-5 まとめと課題 

4-5-1 保健福祉学部 

 

グローバル人材の育成に向けての取組として,これまでに国際学術交流協定を締結した

韓国,中国の各大学を中心に行われた学生と教員の交流事業に加え,本年度新たに協定を締

結したインドネシアのハサヌディン大学からの教員の招聘による特別講義,ならびにオー

ストラリアのアデレイド大学への学生の派遣によるスタディーツアーが実施された.今後

協定締結大学が増えるにつれ,交流のさらなる実質化が求められる.地域連携事業について

は,これまでの笠岡市,総社市,ならび備前市との取組を今後も充実させていくとともに,新

たな局面に向かってさらに展開していくことが望まれる. 

 

4-5-2 情報工学部 

  

情報工学部においては,３学科の教育方針は若干の相違を見るものの,基礎学力の補強を

軸に学生支援をきめ細かく実施している点では一致しているといえる.スポーツシステム工

学科は,平成２７年度より人間情報工学科に名称変更する.新しい入学者は,この学科にどの

ような教育を期待しているのか早急に調査し,相互理解を深めながら教育活動を行う必要が

ある. 
 

4-5-3 デザイン学部  

  

デザイン学部では,昨年に引き続き特に「仕事をデザイン創造する産学官連携人財育成教

育」プログラム,産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業（文部科学省）,

により学生に企画提案力をつけさせる目的で各種教育プログラムを積極的に実施した.SPU 

（Small Project Unit）活動には多くの学生が参加し,地域において実社会でデザインマネ

ジメント力を身につけた.今後,文部科学省の事業が終了した中で継続的,発展的に展開す

ることが課題である. 

 

 

５ 附属図書館 

 

5-1 概要 

 

本学図書館は大学設置基準第 38条に示す大学附属図書館として,学部の種類,規模等に応

じ,図書,学術雑誌,視聴覚資料等の教育研究上必要な専門的資料を系統的に備えるべく努

力してきた.またグローバル化の中で学生に必要とされる広い視野と教養を涵養すべく, 

一般教養図書についても各学部の教員の視点で選書し充実を図っている.そして近年の学

術情報や検索システムの電子化を視野に入れながら,学生,教員,地域に向けたサービスの

維持・向上を目指し, 多様な手法で積極的に取組を進めている. 

 運営については,各学科選出の図書館専門委員で構成する図書館専門委員会を通じ,附 
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一般教養図書についても各学部の教員の視点で選書し充実を図っている.そして近年の学

術情報や検索システムの電子化を視野に入れながら,学生,教員,地域に向けたサービスの

維持・向上を目指し, 多様な手法で積極的に取組を進めている. 

 運営については,各学科選出の図書館専門委員で構成する図書館専門委員会を通じ,附 
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属図書館と各学科の連携による図書館活動活性化を図るのみならず,副館長2名を配置し,  

各学部からの専門的ニーズが大学全体として効果的に図書館運営指針に反映されるよう体

制を整えている. また副館長はスペースの制約による蔵書収容限界への対応として,除籍

候補図書を選定し,新規購入図書とのバランスを図る役割や,本学授業科目「情報リテラシ

ー」担当を通し,学生の学術情報の電子化への対応を行っている. 

 

5-2 活動 

（１）学生を対象とした図書館利用教育 

 図書館ガイダンスの実績は9件で,内訳は次のとおりである. 

分 類 件数 参加学生数 

新入生ガイダンス  6 280 名 

学生及び地域の小学生,高校生へのガイダンス 3 122 名 

 ※内容：図書館の案内及びOPAC（蔵書検索）の利用方法等                                  

（２）データベース利用講習 

分 類 件数 参加学生数 

データベースの使い方＊ 5 162 名 

サイエンス・ダイレクト講習会＊＊ 1 19 名 

＊学生・履修生対象  ＊＊学生・教員対象 

 対象データベースは医中誌Web とCiNii,PubMed であった. 

医中誌Web：医学中央雑誌刊行会が提供する保健・医療・福祉系のデータベース 

CiNii ： 国立情報学研究所が運営する学術論文や図書・雑誌などデータベース 

PubMed ：米国医学図書館が提供する医学系のデータベース 

サイエンス・ダイレクト：エルゼビアジャパン社の電子ジャーナルでヘルスサイエンス

などの洋雑誌約900 種が閲覧できるデータベース 

（３）公衆無線LAN サービス 

 岡山県公衆無線LAN サービス「おかやまモバイルSPOT」を使ったインターネット環境を

整備し,館内での学習を支援した.利用実績は次のとおりである.                                        

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

入口 18 52 49 57 11 16 44 30 12 27 11 2 329

１Ｆ 43 74 94 107 17 40 63 68 43 61 48 3 661

２Ｆ 43 56 97 128 35 29 70 50 68 88 82 18 764

計 104 182 240 292 63 85 177 148 123 176 141 23 1,754

 

（４）機関リポジトリによる学術情報発信 

本学の研究成果を学内外の方に広く活用してもらうため,国立情報学研究所の提供する 

「JAIRO Cloud」を利用し,岡山県立大学学術情報リポジトリを立ち上げ,博士論文や大学紀

要の公開を開始した. 

（５）認定看護師教育課程（糖尿病看護分野）への対応 

認定看護師教育課程の学生を対象としたガイダンス及び医中誌Webの検索指導を行った. 

 

               

5-3 まとめと課題 

 

 図書館の利用形態等の変化に対応して,次の取組を継続的に行う. 

・地域貢献活動を通して,学外者への認知度と利用を促進させる. 
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・研究閲覧室整備によりグループ学習等を支援するなど,効果的な利用形態の拡充を図

る. 

・学術コンテンツの電子化など,IT化を推進する. 

・新入生図書館ガイダンスの徹底,教員・職員そして学生との連携による選書,授業での

活用等により,学生の利用促進を図る. 

・配架計画や除籍等により, 蔵書収容限界への対応を図る. 
 
 

６ 学生の生活支援 

6-1 概要 

 学生の意見等を大学運営に反映させるためキャンパス・マネージャーの委嘱や精神的な

悩みを抱えた学生にカウンセラーが相談に応じる学生相談室の設置のほか,学生の組織で

ある学友会や部・サークルの活動を支援した.なお,以上の取組と並行して,平成 26 年度後

期に発足した大学教育開発センターに学生支援部会を置き,既存の制度の課題整理や改善,

及び平成 27 年度に向けての新たな取組の企画立案を実施した（第２章参照）. 

 

6-2 キャンパス・マネージャーの活動 

本学には,広く学生の自主的建設的な意見を大学運営に反映させるため,キャンパス・マ

ネージャー（学生生活企画提言委員）の制度が設けられており,平成 26 年度は 25 名の学生

が学長から委嘱されている.学生生活全般に亘る企画,提言を行っており,平成 26 年度は,学

内点検における施設設備等の改善提案や通学時の交通マナーの向上に対する取組などにお

いて,学生の視点からの提案が行われ,学生生活の充実に向けた対応が図られた. 

［キャンパス・マネージャーの活動状況] 

 
名  称 日時・場所 出席者 主 な 内 容 

辞令交付式 

 

 

H26.7.14 

12:00～12:15 

本部棟2階 

大会議室 

キャンパス・マネー

ジャー19名 
事務局2名 

○キャンパス・マネージャーの辞令交付

○事務局からの活動内容説明 
 

第1回打合せ 

会議 

H26.7.14 

12:15～12:40 

本部棟2階 

中会議室 

キャンパス・マネー

ジャー19名 
事務局2名 

○平成25年度キャンパス・マネージャーの

活動実績報告 

○平成26年度キャンパス・マネージャー

の活動計画 

第2回打合せ 

会議 

H26.8.8 

13:00～14:00 

本部棟2階 
大会議室 

キャンパス・マネー

ジャー9名 
事務局2名 

○学内施設設備についての意見・要望

○今年度の取組内容の決定 

 

第3回打合せ 

会議 

H26.11.20 

12:00～12:40 

本部棟2階 

中会議室 

キャンパス・マネー

ジャー18名 
事務局2名 

○後援会からの依頼により,卒業記念品

案について検討（候補品を決定） 

○通学時の交通マナーの向上に関す

る取組 

  ※学内掲示等で啓発 
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6-3 学生相談室の活動 

（１）相談体制 

学生相談室は平成 6 年 5 月に開設された.開設当初は本部棟１階事務室横にあったが,平

成 8年からは図書館 2階個人閲覧室の一室,平成 24 年度からは学部共通棟（西）へ移動し, 

さらに,平成 26 年度は学生相談室の認知度向上を図る観点から環境を整備し,より入りやす

くより安心して相談できる環境づくりを目指している. 

相談室のスタッフは平成 6～9年度は学内カウンセラー2名（臨床心理士）により週 2日,

平成10年度からは臨床心理を専門とする学内カウンセラー1名と学外嘱託カウンセラー（臨

床心理士）1名が新たに配置され,4 名体制で週 4日開室していた. 

平成 11～12 年度は学内カウンセラー2 名と学外嘱託カウンセラー1 名の週 3 日,平成 13

～16 年度は学内カウンセラー（臨床心理士,心理学専門）3名と学外嘱託カウンセラー（臨

床心理士）1名の 4名で週４日開室していた. 

平成 17 年度からは学内カウンセラー（臨床心理士,心理学専門）3名と学外嘱託カウンセ

ラー（臨床心理士）3 名の計 6 名体制となり,月～金曜日まで毎日開室できる体制となった

（ただし,休業期間中を除く）.平成 26 年度の開室時間は週 24～26 時間である. 

 

 
〔平成 26 年度 開室時間と運営スタッフ〕 

曜日 時間 氏名 備考 

相談室長 吉原 直彦 学生部長 

学校医（精神科） 中田 謙二 高梁病院精神科医 

月 16:30～18:30 京林 由季子 保健福祉学部准教授 

火 
10:00～14:00 津川 美智子 学外ｶｳﾝｾﾗｰ 

15:30～17:30＊ 迫 明仁 情報工学部教授 

水 
 9:30～13:30 斉藤 弘美 学外ｶｳﾝｾﾗｰ 

13:30～18:30 疋田 基道 学外ｶｳﾝｾﾗｰ 

木  9:00～12:00 疋田 基道 学外ｶｳﾝｾﾗｰ 

金 
12:00～16:00 津川 美智子 学外ｶｳﾝｾﾗｰ 

17:30～19:00 谷口 敏代 保健福祉学部教授 

     ＊第１週,第２週のみ 
平成 20年度から,精神科医である中田謙二医師が学校医として加わり,学生への面談や相

談室カウンセラーへのコンサルテーションを行っており,学生相談室長（学生部長）を含め,

計 8名のスタッフで構成され,この他に保健室及び学生支援班と連携を図りながら運営して

いる. 

（２）相談室の取組 

 月～金曜日の開室時間内のカウンセリング以外に様々な取組を行っている. 

入学式当日には,学生相談室（愛称：ほっとルーム）のパンフレットを配布し,カウンセラ

ーの自己紹介や学生相談室の PRを行い,気軽に来室できる雰囲気作りを行っている.同時に,

誰でも予約なしで学生相談室を来訪,見学できる「ちらっとほっとルームキャンペーン」を

実施した.また,相談室会議やカンファレンスを年 3回開催した. 

さらに,平成 26 年度は「学生相談室の認知向上に関するミーティング」を開き,学生相談

室をより利用しやすくするための話し合いを持った.デザイン学部の協力を得て入りやす
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く安心して相談できる環境づくりを目指している. 

 

〔学生相談室の取組〕 

 
 また,各学部教員からの要請やカウンセラーが重要ケースと判断した場合,相談室長や複

数のカウンセラー,関係する学部長や教員で対応について協議することとし,学生への緊急

対応及び危機介入時には岡山県精神保健福祉センターに相談・協力を得ることにしている. 

平成 23 年度からは,平成 22 年度に構築した「こころの健康管理システム」（別図参照）

を活用し,「こころの健康調査（UPI：University Personality Inventory）」の結果や学生

指導における事例等の情報管理を行い,学生個々のニーズに応じた効果的な相談を行って

いる.  

 
（３）学生相談内容及び相談件数 
 学生相談室は来談者との秘密保持の遵守が必要である.相談の内容は,①対人関係（友

人・親・教職員・アルバイト等の上司や同僚等）,②修学や進路に関すること,③情緒的な

問題,④教員へのコンサルテーション等である.件数は少ないが保護者からの相談もある.

相談内容は多岐にわたり,中には病理水準域の学生も来室する. 

来室のきっかけは,①学生の自発来談,②保健室からの紹介,③学生友人からの紹介,④教

職員からの紹介に分類される.電話やメールでの相談対応は原則として行わないが,学生の

状況によっては電話によるカウンセリングを行うこともある. 

相談の基本的なスタンスは,学生に個別に会い,ゆったりと時間をとり,学生が語る内容

を聴いて,心理臨床の専門家として必要な支援を行い,また,学生が自己を語り,自己を理解

し,自己をまとめていく過程を大切にして,個々の学生の発達や成長という視点から心理教

育的な関わりを行っている.危機介入が必要な場面を除いては学生本人が自ら解決できる

ように支援をしていきたいと考えている. 

来談者の平成 25 年度及び平成 26 年度の月別人数は,下表のとおりである. 

 

〔月別延来談者数〕 

 
4

月 

5

月

6

月 

7

月 

8

月 

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

計 
うち学生 

来談者数 

 
うち 

実数 

延

数 

実

数 

２５年度 28 43 37 44 12 35 60 37 39 34 33 21 423 52 383 42 

２６年度 78 86 91 28 15 36 91 15 37 22 17 22 538 48 482 38 

前期 概要

（ほっとルームパンフレット配布及び掲示）

6 月 

入学式オリエンテーション

こころの健康調査（UPI）

 （ほっとルームカード配布）

ちらっとほっとルームキャンペーン

相談室会議・カンファレンス

後期 概要

11 月 相談室会議・カンファレンス

2 月 相談室会議・カンファレンス

4 月 
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6-4 学生生活アンケートの実施 

（１）実施概要 

学生生活アンケートは,学生生活の状況を把握するとともに,大学に対する学生の希望を

適切に反映し,充実した学生生活の実現を目指す支援体制を整えるための基礎資料を得る

ことを目的として,平成 16 年から隔年度で実施しており,今年度で 6回目である. 

アンケートはマークシート設問 30 問と自由記述 4 問で構成され,学部学生 1,665 人全員

を対象に実施した.回答率は 87.2％(1,452 人)で,自由記述回答者は 1,394 人,自由記述意見

数は 1,932 件であった. 

 

（２）アンケート結果概要 

マークシートの回答結果であるが,まず,学生の基本的な生活状況については,自宅通学,

通学時間が 15 分未満の者の割合がやや増加し,徒歩・自転車・バイクの者が増えている. 

こころの健康 I 調査結果による対象学生の呼出

学生情報のデータベース

学生相談室

こころの健康調査(ＵＰＩ)の処理

教 員 

相談(支援)内容

カウンセラー

こころの健康調査結

果（データ）

学 生 

こころの健康管理システム

相談

対処方法等

情報提供 

学 生 回答こころの健康調

査 (UPI)
結果

相談内容の入力ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ情報収集・分析

ｶｳﾝｾﾗｰ間の 
情報共有 

こころの健康管理システム

端末機 (９台)

相談

相談 

保健室

支援

相談 

事例連絡

事 例事例の入力

支援

情報
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また,毎日大学に通学する者の割合が増えるとともに生活費において,仕送りのみの学生

はやや減少し,アルバイトをする学生の割合が増加した.大学の各制度（授業料の減免,日本

学生支援機構の奨学金,オフィスアワー制度及びアドバイザー制度）の認知度については,

変化は見られなかった.図書館等の大学施設を利用しての満足度は上がった. 

また,食堂の利用頻度は下がり,喫茶の利用頻度はやや上がった.進路や就職に対する悩

みについては今回の調査ではやや増加したが,就職に関する情報を教員や就職資料室,学内

キャリアカウンセラーから得たとする者の割合が増加し,就職支援体制に対する満足度も

やや増加した.全体として大学生活そのものの満足度は,やや上がる結果となった. 

また,自由記述式回答の内容は,｢施設の開放時間や校内の照明等の施設設備｣に関する意

見,｢就職支援｣に関する意見,｢食堂・売店のメニューや価格,営業時間｣に関する意見が多

かった. 

 

（３）アンケート結果のフィードバック及び学生意見への対応 

アンケートのマークシート設問の結果については,本学在学生用ホームページへグラフ

化し,前回アンケート結果と比較して掲載している.また,学生の自由記述意見については,

関係部局において検討を行い,回答内容や対応状況について,本学在学生用ホームページへ

掲載することとしている. 

 

6-5 学友会活動 

授業以外の活動である課外活動は,学生にとって,多くの人々と交流を重ね,自己の才能

を新たに発見・発展させ,豊かな大学生活を送る上で欠かせない. 

本学には,本学学生全員を会員とした組織「学友会」があり,大学祭や新入生歓迎会,七夕

フェスティバルなどの学生行事の企画・運営や部・サークル活動の調整や取りまとめを行

っている. 

 

〔学友会の年間の活動状況〕 

実 施 年 月 日 行 事 ・ イ ベ ン ト 名 

平成 26 年  4 月 13 日(日) 新入生歓迎会 

平成 26 年  4 月 8 日(火), 9 日(水) 新入生履修登録相談コーナーの設置 

平成 26 年  5 月 25 日(日) 第 8 回球技大会(ドッジボール)  

平成 26 年  7 月  7 日(月) 七夕フェスティバル 2014  

平成 26 年  7 月 26 日(土),27 日(日) 
オープンキャンパスでの「県大生との 

相談コーナー」の設置 

平成 26 年  7 月 30 日(水) 南昌大学との交流会 

平成 26 年 10 月 24 日(金) ハロウィンイベント 

平成 26 年 11 月 1 日(土),2 日(日) 第 22 回岡山県立大学大学祭 

平成 26 年 12 月 17 日(水) クリスマスイベント 

 
平成 26 年度の学友会に所属している部・サークルの数は,体育系 24 団体,文化系 27 団体

の計 51 団体であり,所属学生は延べ約 1,794 人で多くの学生が部・サークル活動に参加し

ている. 

学友会活動に対する支援については,本学からは活動に関するアドバイスを行うほか,施

設・設備の貸出や使用に関する補助を,また,後援会からはイベント開催や部・サークル活
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動などの経費の補助を行うなど大学と後援会が連携して取り組んでいる. 

 

6-6 まとめと課題 

引き続き,学生生活の支援のため,学生の意見を大学運営に反映させるとともに,学生相

談室のカウンセラーと教職員の連携により,支援が必要な学生の早期把握と適切な対応を

行うこと,また,学友会や部・サークルの活動に対し,後援会と協力し支援を行うこと等が必

要である.さらには,大学教育開発センターの学生支援部会における課題取組として,課外

における学生のボランティア等主体的活動支援の枠組作り及び活動や,障がい学生のため

の全学的な支援取組（研修活動や学生ボランティア活動等）が挙っており,これに取り組む

必要がある.これらの活動は,学生のキャリア形成につながるものを含むとともに,「アクテ

ィブラーニング」（FD 活動の一環）の促進にもつながると考えられる.学内関係組織の緊密

な連携による学生支援活動の実施により,より充実した学生生活となるようこれらを実施

に移す必要があると考えられる. 

 

7 学生のキャリア形成支援 

7-1 概要 

フレッシュマン特別講義は大学における学びのスタートになる重要な講義としての位置

付けであり学長以下,主要な大学機関の長,及び学外の識者等に講義を依頼している.本年

度も昨年度とほぼ同様に実施した.                  

全学講義は全学生を対象に社会の第一線で活躍している著名人を招聘しているが,今年

は防災という今日的なトピックに関連して実学における課題発見と解決の視点を提供する

ため,わが国の伝統的木造建築における耐震化の工夫を現代工学で解き明かしてこられた,

坂本功 東京大学名誉教授に「五重塔はなぜ地震に強いか」と題して特別講義を依頼した.  

また,学生のキャリア形成のためのインターンシップ及び各種就職ガイダンスの開催な

ど学生の就職活動全般について支援を行った. 

なお,以上の取組と並行して,平成 26 年度後期に発足した大学教育開発センターにキャリ

ア形成支援部会を置き,既存の制度の課題整理や改善,及び平成 27年度に向けての新たな取

組の企画立案を実施した（第２章 2-6 を参照のこと）. 

 

7-2 フレッシュマン特別講義 

 平成 26 年度全学教育科目「フレッシュマン特別講義」は以下のとおり実施した.出席数

は表のとおりである. 

 

 

［平成 26 年度 フレッシュマン特別講義］ 

回 講 師 テーマ 出席者数

第１回 辻 英明 学長 本学の教育・研究のあり方 380 

第２回 
難波 附属図書館長 

田中 附属図書館主事 
図書館の活用方法 380 
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第３回 

菊井 情報教育センター長 

山内 准教授 

（情報教育センター） 

情報社会の掟とマナー 379 

第４回 坂本 功氏(東京大学名誉教授)

五重塔はなぜ地震に強いか 

—伝統的木造建築を現代工学で解

き明かす— 

376 

第５回 片岡 聡一氏（総社市長） 人間力 382 

第６回 
臼井 洋輔氏 

（元吉備国際大学教授） 

古代吉備文化 

—その栄光と破綻とリベンジの軌跡— 
376 

第７回 
杉村 語学センター長 

松田 教授（語学センター） 
豊かに学び,豊かに表現！ 375 

第８回 吉原 学生部長 
卒業後の展望から—「今をいかに

生きるか」を考える 
378 

 

7-3 全学講義 

全学講義は,広く本学学生の教養を高めるため,社会の第一線で活躍している著名人を招
聘し,全学生を対象として,特別講義を行うものである（学生出席者とは別に地域の聴講者
にも開かれた催事としている）. 

平成26年度は,平成26年5月14日（水）に,「五重塔はなぜ地震に強いか—伝統的木造建築

を現代工学で解き明かす—」という題目で,建築物と防災という観点から,実学研究におい

て探究心をもち課題発見と解決に臨むことの重要性をふまえつつ,伝統と現代を繋ぐ視点

からの興味深い講演が行われた. 
 

7-4 インターンシップ 

本学では,学生のキャリア形成を支援するため,自らの専攻,将来のキャリアに関連した
就業体験を行うため,NPO 法人 WIL や総社市,病院や民間企業等との連携を図り,インターン
シップ参加希望学生への支援を行った.なお,情報工学部とデザイン学部においては授業科
目として取り組んだほか,保健福祉学部においては,特定の資格取得を目的に各種実習とし
て取り組んでいる. 
平成 26 年度の NPO 法人 WIL 及び総社市におけるインターンシップの実施状況は次のとお

りである. 
 

（１）NPO 法人 WIL との連携 
本学では,厚生労働省が行っていたインターンシップ事業（平成 14～21 年度）を引き継

いだ NPO 法人 WIL のインターンシップ支援サイトを利用してインターンシップを実施した.
平成 26 年度の WIL のインターンシップ事業への参加学生は 38 人で,実習先は県内 29 企業
(団体)であった. 
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〔厚生労働省及び NPO 法人 WIL の行うインターンシップ実績〕     単位：社,人 

年   度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 計 

受  入 

企業社数 
10 12 7 11 9 12 11 13 19 10 34 29 177 

参 加 

学生数 
19 17 13 15 12 17 15 25 25 18 51 38 265 

 

〔平成 26 年度実習先〕 

実 習 先 企 業 ・ 団 体

岡山市（都市整備局）,岡山市立中央図書館,おかやま信用金庫,玉島信用金庫,(株)トマト

銀行,中国電力(株),(株)ビザビコミュニケーションズ,興南設計(株),ダイヤ工業

(株),(株)トンボ,ナカシマメディカル(株),丸五ゴム工業(株) ,石川工業(株),コアテック

(株),IKOMA ロボテック(株),両備テクノカンパニー,両備バスカンパニー,(株)システムメ

イト,平林金属(株),旭電業(株),(株)システムタイズ,(株)西鉄,オカネツ工業(株),(株)天

満屋ストア,農マル園芸グループ(有),(株)リョービツアーズ,(株)岡山スポーツ会館,(株)

リックコーポレーション,(株)ファジアーノ岡山スポーツクラブ 

 

（２）総社市との連携 

総社市のインターンシップは,本学と総社市の連携協力に関する協定の一環として平成

21 年度から実施しているもので,平成 26 年度は,秘書室,市民課,企画課,福祉課,環境課,人

権まちづくり課,総社市図書館,総社市消防本部など多部署にわたり,12 名が参加した.また,

インターンシップで体験した結果をもとに,学生が市に政策提言することを義務づけ,市は

その提言の中から独創性や実現可能性などを評価して,1 名の学生を選び表彰した. 

〔総社市インターンシップ参加者〕 

年 度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度 Ｈ24 年度 Ｈ25 年度 Ｈ26 年度

人 数 11 19 23 21 15 12 

 

7-5 就職支援活動と実績 

 全学部を対象として,就職活動の時期に合わせ就職ガイダンスや自己分析検査,各種模擬

テストを実施するとともに,大規模な合同企業説明会へ就職活動バスを運行するなどの支

援を行った.また,専門の相談員による就職相談を週 3 日（休業期間等を除く.）実施し,学

生への個別指導等を行った.（詳細は付録 C-1 を参照のこと.） 

各学科においても,就職担当教員が中心となり,学科の特性に応じた就職指導やセミナ

ー,企業説明会等を開催し,就職活動の支援を行った. 

 

7-6 まとめと課題 

本年度のフレッシュマン特別講義も内容的に充実したものであった.本講義における効
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果測定は難しい課題であるが,前年度と同様に学生の集中力を維持させるため,二分割によ

る関連複数講義を一部導入し,かつ課題レポートを提出させる等の対応を行った.なお,「フ

レッシュマン特別講義」は平成 27 年度に改訂された共通教育カリキュラムにおいて,修学

基礎のカテゴリーに位置づけられ,「大学で学ぶ」に名称変更され,内容構成についてもさ

らなるブラッシュアップが図られる予定である. 

全学講義については充実した内容で順調に行われ,講義後のレポートにおいても参加意

欲の充実を反映したものが多くみられたが,学科によりその割合は異なるように見受けら

れた.今後に向けて全学生における意識づけの工夫がさらに必要と考えられる. 

また,学生の就職活動を支援するため,引き続き学生がインターンシップや就職ガイダン

ス等へ積極的に参加するよう促すとともに,学生のニーズに沿った内容となるよう継続し

て充実を図ることが必要であるが,昨今雇用情勢や就職活動日程が変化する状況下で,的確

な情報提供が必要である.さらに学長の掲げる社会貢献教育の推進という基本方針に基づ

き,地域連携教育の充実を通じて学生の社会化をより一層促進するため,平成 27 年度より共

通教育において「社会連携科目カテゴリー」を開設することとしているが,同カテゴリーの

必修科目である「少子高齢社会論」や「地域ボランティア論」（いずれも１年次科目）等を

通じて,現代に生きる社会人としての基礎知識を涵養することにより,初年次からマクロな

視点に基づくキャリア形成への意識づけを並行して行う必要がある. 

以上の授業における活動とともにキャリア形成活動の実質化を図る上で,従来機能分化

した,学生生活支援部門とキャリア形成部門の連携を図る必要があると考えられる.平成 27

年度の大学教育開発センターにおける関係部会活動の課題でもある.さらにはキャリア形

成支援活動が学生の社会化に向けた活動であり,正課内外における地域連携教育ともつな

がることから,地域連携推進センターと大学教育開発センター及び学部・共通教育の連携協

力が求められる. 

 

８ 国際交流と教育活動 

8-1 概要 

国際交流等による大学のグローバル化は,地域貢献と並び本学においても重点的に促進

を図っているところである.本学はこれまで,海外の７つの大学と国際学術交流協定を結び,

教職員や学生の研究と教育に関する交流を行ってきた.本年度も既に交流協定を結んでい

る各大学との連携,交流の強化促進を図るとともに,学術交流や学生研修,交換留学等をさ

らに発展させるために,新しい大学との交流協定等について可能性を検討した.その成果と

して,今年度は 4 月にインドネシアのハサヌディン大学との間で,また,9 月にはオーストラ

リアのアデレイド大学との間で学術交流協定を締結した.また平成 26 年後期に発足した国

際交流センターでは,以上の学術交流協定に基づいた学内におけるグローバル化教育活動

の推進を開始しており,アデレイド大学の Skype 授業の試験的導入を実施した.また学内外

の英語教員の協力を得て英語村企画を実施した. 

 

8-2 国際学術交流協定校 

本学は中期目標において「海外の大学との間で,国際共同研究を行っている教職員や学生

の幅広い分野での相互交流を推進する.」「国際交流協定を締結する大学を必要に応じて拡

大する.」「学生の海外研修を推奨するとともに,留学生の受入と派遣を進める.」としてい

る.これまで英国国立バンガー大学（平成 8年）,英国セント・アンドリュース大学（平成 8

年）,韓国又松（ウソン）大学校（平成 17 年）,中国四川大学（平成 19 年）,中国南昌大学
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（平成 19 年）,中国延辺大学（平成 20 年）,中国東北師範大学（平成 23 年）と国際学術交

流協定を締結している.本年度は,4 月にインドネシアのハサヌディン大学との間で,また,9

月にはオーストラリアのアデレイド大学との間で学術交流協定を締結するとともに,12 月

にネパールのトリブバン大学と学術交流を行うための協議を行った. 

 

8-3 語学・文化研修等 

これまで英国国立バンガー大学,韓国又松（ウソン）大学校及び中国四川大学の学術交流

協定校へ短期語学・文化研修として学生を派遣してきた.また,平成 19 年度より海外から日

本語・文化研修の目的で学生を受け入れている. 

本年度は,英国国立バンガー大学が実施する研修（8 月 28 日～9 月 19 日）に 8 名,また,

オーストラリア連邦南オーストラリア州アデレイド大学が実施する研修（2 月 28 日～3 月

23 日）へ 9名派遣した. 

一方,本学で開催した日本語・文化研修（7 月 30 日～8 月 7 日）に中国南昌大学から 11

名の学生を受け入れた. 

また,本年度より,保健福祉学部の学生を対象に英語による専門分野に関する研修を行う

「保健福祉スタディツアー」を南オーストラリア州アデレイドで実施し,10 名の学生が参加

した. 

 
【研修全体について】 

・参加者への助成制度を従来の定率（経費の 1割）より,定額（経費が 300,000 円を超え

る場合は 50,000 円を上限,300,000 円以下の場合は 30,000 円を上限）とし,参加費の低

廉化を図っているが,中国,韓国への語学研修及び香港スタディツアーについては申込

者が少なく,成立しなかった. 

・研修内容を魅力的なものにするとともに,参加しやすい開催時期,内容及び価格設定と

し,積極的に周知を図り,研修を成立させる必要がある. 

・英国バンガー大学の研修,南オーストラリア州アデレイド大学での語学研修とも,同行

した教員が内容評価を行ったが,それぞれ工夫が凝らされており,有効な授業が行われ

ていることが受講生の反応からも窺えた.また,ホームステイも良質であり,授業のみ

でなくホストファミリーとの交流が学修を促進すると考えられ,今後もホストファミ

リーの質の保証を確認していくことが重要である. 

・中国からの語学文化研修生の受け入れも,日本語授業も好評で最後の発表会でも相当数

の学生が流暢に日本語を使う例が認められた.また,ホストファミリーも大変努力して

ケアをしていただき,非常に良い友好関係が築かれていたのは幸いであった. 
 

（詳細は付録 Dを参照） 
 

8-4 まとめと課題 

従来からの学術交流協定校との関係性は,学長訪問等により強化されるとともに学術交

流,留学生受入れ等,今後に繋がる素地ができつつある.また,新規の学術交流協定について

もネパールの大学と締結される予定である. 

語学・文化研修においては,バンガー大学とアデレイド大学が好評であり,継続して実施

することができた.学生への旅費援助も促進要因として働くと考えられ,今後しばらく継続

することが有効と思われる.今後の語学文化研修のあり方の一つとして,研修先の大学で専

門領域の講義を受講したり,実習・演習,施設等見学を行うなど,専門性を加味する方向で,
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プログラムの魅力化の方策を検討する余地があると考えられる. 

また,2 年続けて成立しなかった中国及び韓国への研修並びに今回成立しなかった香港ス

タディツアーについては,開催時期,内容や価格設定を検討し,成立に向けた取組を進める

必要があるが,併せて学内のグローバル化教育に対する意識の更なる高揚を図るための取

組が求められる. 

なお,平成 27 年度からは平成 26 年度に開設した国際交流センターが,教育研究開発機構

に編入される.これにより,本学のグローバル化教育における PDCA 活動の本格化が要請され

る.例えば留学生の受入に関しては日本語支援を含む生活支援窓口の機能充実とその実施

を受けての学生評価に基づく改善活動により,受け入れ促進へのよい波及効果が期待され

る.また語学文化研修や「スタディツアー」（平成 27 年度に授業科目化を検討）については,

これまでの専門分野における学術交流と併せて,その成果を次なる改善活動に繋げ,将来に

「国際インターンシップ」へと発展図式を描く基礎とする必要がある.そのためにも,国際

交流センター活動が語学教育と密接に連携し,学内の英知を結集したものとなるよう精力

的な取組がより一層求められる. 

 

 

９ 選抜方式の評価について 

9-1 概要  

  
本学では,平成 23 年度より,入学時の選抜方式のあり方の検討に資する基礎資料を得るこ

とを狙いとして,入学形式と入学後の成績推移との関連を調査・評価する活動を開始した. 

 

9-2 保健福祉学部 

9-2-1 看護学科 

（１）方法 

看護学科では,平成 22～24 年度入学生の代表的授業科目(22 年度:24 科目,23 年度:24 科

目,24 年度:23 科目)の素点を入試形式ごとに比較した.  

 

（２）結果 

 入試形態ごとの入学後の成績の平均値に有意な差は認められなかった 

入試形式 
卒業生 ４年次生 ３年次生 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

推薦入試 80.7±11.1 78.8±11.2 79.5±10.8 

一般入試（前期） 80.2±11.3 77.9±10.8 80.1±10.1 

一般入試（後期） 82.3±11.1 77.3±11.0 80.3±10.7 

統計学的有意差 なし なし なし 

 

9-2-2 栄養学科 

（１）方法  

栄養学科では,前期・後期入試とも二次試験に小論文と面接のみを行っていた平成21年度

入学生と,前期二次試験に理科を導入し,後期入試をセンターのみに変更した平成22年度以

降の入学生について,学部教育必修講義全科目（再受講となった科目については１回目の成
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績）の平均点を入試日程ごとに比較した. 

 

（２）結果 

 入試形態ごとの入学後の成績の平均値に有意な差は認められなかった.  

入試形式 卒業生 ４年次生 ３年次生 ２年次生 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

推薦入試 74.9±4.4 77.9±2.5 77.9±5.2 77.6±6.7 

一般入試（前期） 79.8±5.6 79.2±4.0 76.8±4.7 75.7±6.6 

一般入試（後期） 80.1±6.2 74.1±4.5 78.0±0.3 76.9±9.5 

統計学的有意差 なし なし なし なし 

 

9-2-3 保健福祉学科 

（１）方法 

保健福祉学科では,平成 26 年度においては,平成 20 年度入学生（平成 23 年度卒業生）,

平成 21 年度入学生（平成 24 年度卒業生）,平成 22 年度入学生（平成 25 年度卒業生）,及

び平成 23 年度入学生（現 4年次生）の代表的授業科目 4科目の素点を入試形式ごとに比較

した.また,社会福祉士国家試験の合格率を入試形式ごとに比較した.  

 

（２）結果 

 【授業成績】 

入試形式 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

推薦入試 331.6±10.9 322.6±14.2 324.8±19.7 319.8±22.7 

一般入試（前期） 329.4±17.3 317.1±20.6 331.2±12.8 327.5±17.4 

一般入試（後期） 335.0±24.3 320.0±17.1 330.6±16.8 324.6±17.6 

統計学的有意差 なし なし なし なし 

※平成 20 年度と平成 21 年度以降とでは指標とした授業科目が異なるのでその比較

はできないが,授業成績については,いずれの学年においても入試形式による統計

学的有意差は見られなかった. 

 

 

  【社会福祉士国家試験合格率】 

入試形式 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

推薦入試 55.6％ 83.3％ 52.9％ 70.6％ 

一般入試（前期） 88.9％ 74.1％ 54.2％ 96.3％ 

一般入試（後期） 91.7％ 90.9％ 46.7％ 78.6％ 

統計学的有意差 あり（p<0.05） なし なし あり（p<0.05）

 

※社会福祉士国家試験合格率については,平成 19 年度入学生において推薦入試での

値は他に比べて有意に低かった.しかし,平成 20 年度以降の入学生においてはその

ような差は見られなかった.平成 22 年度入学生（平成 25 年度卒業生）においては

前期試験入学者は他の入試形式より合格率が高かった.しかし,他の入試形式でも

70％以上が合格していた.  

 

（３）特記事項 

一般入試に関して,保健福祉学科ではセンター試験利用科目を長らく 6教科 6科目として

きたが,他の福祉系大学に比べて科目数が多く,受験の阻害要因になっているとの指摘を受

けるようになってきた.そこで平成 25 年度入学試験から,公立大学福祉系学科の標準的な科
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目数に準じた 3 教科 3 科目に変更した.さらに,平成 26 年度の推薦入試から出願要件を,調

査書の学習成績概評の A段階（評定平均値 4.3 以上）に属するものから,調査書の全体の評

定平均値が 4.0 以上である者に変更した.その結果,平成 27 年度の推薦入試の志願者数は,

社会福祉学専攻が 2.2 倍から 2.8 倍に,子ども学専攻は 3.2 倍から 3.8 倍に倍率が増加し,

変更が社会からの要請にも対応した適切なものであったことが示唆される. 

 

9-3 情報工学部 

（１）方法 

平成 23 年度に３学科共通の方法で分析を行った.平成 18～21 年度入学生全員を対象とし

た（ただし編入生,再入学生を除く）.入学後の成績については,全科目を対象に,１年次終

了時,２年次終了時,３年次終了時の取得単位数を対象とした.入学後の成績の順位付けは,

成績評価 A,B,C にそれぞれ３,２,１の重みを付け取得単位で総和した.選抜方式ごとに上記

スコアの相関をチェックした.また入学後の成績順位の推移を選抜方式ごとに分析した.情

報システム工学科においては入学試験の順位を,センター試験と個別試験（数学）に分けた

分析も行った.  

 

（２）結果 

３学科とも同じ傾向で,学科による違いは認められなかった平成 23年度入学生に対して,

平成 24 年度入学生の分析結果を掲載する.このデータにおいても各入試区分における成績

スコアに関して有意な差はみられない.ちなみに平成 23 年度と平成 24 年度の中期日程入試

入学者の分散比をとると水準５％で有意差が確認できた.  

 

平成 23 年度情報通信工学科入学生の状況 

各入試区分における基本統計量 

 推薦入試 前期日程入試 中期日程入試 

標本数 13 12 32 

平均 195.77 221.00 222.44 

不偏分散 4140.89 2621.16 2601.02 

標準偏差 61.83 49.02 50.20 

 

平成 24 年度情報通信工学科入学生の状況 

各入試区分における基本統計量 

 推薦入試 前期日程入試 中期日程入試 

標本数 14 13 28 

平均 216.79 252.08 197.57 

不偏分散 3179.10 4145.25 6612.40 

標準偏差 56.38 64.38 81.32 

 

9-4 デザイン学部 

9-4-1 デザイン工学科 

（１）方法 

デザイン工学科では,平成 22 年度入学生（平成 25 年度卒業生）,平成 23 年度入学生（現

4 年次生）及び平成 24 年度入学生（現 3 年次生）について,代表的な科目であり,かつカリ
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キュラム変更のほとんどない 12 科目の平均点を入試形式ごとに比較した.12 科目の内訳

は,(全学)フレッシュマン就業力セミナー,フレッシュマン特別講義,基礎英語Ⅰ･Ⅱ,英会

話Ⅰ･Ⅱ,（学部）造形計画演習,デザイン史Ⅰ･Ⅱ,デザインドローイングⅠ･Ⅱ,デザイン工

学演習である. 

 

（２）結果 

入試形式ごとに抽出した 12 科目の平均点の差異は,平成 24 年度入学生において一般入試

の方が平均点で９ポイント以上高い.また,標準偏差をみても一般入試の方が,バラつきが

少なく有意差が見られる. 

入試形式 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

推薦入試 79.6±5.7 80.1±4.9 73.7±3.0 

一般入試（前期） 77.4±6.8 78.8±3.1 82.9±0.6 

統計学的有意差 なし なし 有 

 

一方,抽出した科目の平均点を見ると,基礎英語Ⅰ･Ⅱと実技を伴う科目（造形計画演習,

デザインドローイングⅠ･Ⅱ,デザイン工学演習）との比較において各年度を通じて,推薦入

試の入学者は一般入試の入学者よりも英語が低く,実技を伴う科目はやや高い傾向にある.

今回の調査の範囲では,入試形式グループ間での質的な差異は,平成 24 年度入学生において

講義科目での優位性がみられる. 

 

9-4-2 造形デザイン学科 

（１）方法 

造形デザイン学科では,平成 22 年度入学生（平成 25 年度卒業生）,平成 23 年度入学生（現

4 年次生）及び平成 24 年度入学生（現 3 年次生）について,学科の代表的な科目であり,か

つカリキュラム変更のほとんどない 12 科目の平均点を入試形式ごとに比較した.12 科目の

内訳は,(全学)フレッシュマン就業力セミナー,フレッシュマン特別講義,基礎英語Ⅰ･Ⅱ,

英会話Ⅰ･Ⅱ,（学部）デッサン,デザイン史Ⅰ･Ⅱ,造形構成論,平面構成演習,立体構成演習

である. 

 

（２）結果 

入試形式ごとに抽出した 12 科目の平均点の差異は,平成 24 年度入学生において推薦入試

の方が平均点で 8ポイント以上高い.また,標準偏差をみても一般入試の方が,バラつきが少

なく若干の有意差が見られる. 

入試形式 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

推薦入試 73.8±6.8 79.4±2.2 81.1±0.4 

一般入試（前期） 76.0±3.2 79.6±3.0 72.8±2.4 

統計学的有意差 なし なし 有 

一方,抽出した科目の平均点をみると,英語に関しては年度ごとばらつきがあり,入試形

式ごとの経年的傾向は調査の範囲では見られない.これは実技を伴う科目群でも同様であ

る.しかし, 平成 24 年度入学生において多くの科目での優位性がみられるが,今回の調査の

範囲では,入試形式グループ間での質的な差異は,プロフィールとして抽出することができ

なかった. 
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9-5 まとめと課題 

9-5-1 保健福祉学部 

これまで本学では大学 IR が充分になされてきたとは言えず,選抜方法の妥当性を検証す

るためには,入学者の追跡調査について入試日程別のみならず,今後は入試科目別にも行っ

ていく必要がある.また,高大接続事業を大学全体の事業として実施し,大学で学ぶ意義や

楽しさを高校生に伝えることにより,高校での学習の目的を明確に定めさせるとともに,本

学の教育に適性のある入学者の確保につなげていく必要がある. 

 

9-5-2 情報工学部 

以上の結果より,選抜方式の特段の変更の必要性はないと考える.しかしながら平成 24年

度の中期日程入学者の成績不振と分散の大きさは今後の調査課題となりうる.この傾向が

続くようなら,中期日程の定員を前期日程に一部移すといった措置も検討課題になりうる. 

今後は,来年度より導入される GPA に基づく検証や,スポーツシステム工学科の名称変更

による入学者層への影響等に注意を払う必要がある. 

 

9-5-3 デザイン学部 

平成 24 年度入学生においては,デザイン工学科と造形デザイン学科では選抜方式により

逆の分析結果となった.これは,一般入試における合格者のセンター試験での得点が造形デ

ザイン学科では低下していることと関係があると思われる. 

平成 27 年度入試より,センター試験での利用科目や実技試験の配点が変更されたことも

あり,今後も追跡調査を継続するとともに,検証活動の精度を高める.推薦入試における面

接及び一般入試におけるセンター試験利用科目や実技試験のあり方などについて,さらな

る検討と必要な改善を重ねていきたい.また,学科では中期計画での入学者受入方針等との

整合を図っていく必要から,入試形態についても引き続き検討を進めたい.  

 

 

１０ 大学院における研究活動と国際交流 

10-1 概要  

 本学は保健福祉学研究科と情報系工学研究科が博士前期課程と後期課程を有し,デザイ

ン学部では修士課程を有している.各研究科では教育と研究に熱心に取り組んでいるとこ

ろであるが,大学院では教育と研究が密接不離の関係にある.そのため,本学では国際的研

究活動（国際学会発表,国際交流研究,国際交流締結校との共同研究）を積極的に推進して

いる. 

 今後の本学の教育面におけるグローバル化は大学院を中心に行われることが想定される

ので,かねてより各研究科での積極的な取組と大学の支援体制の充実が望まれていた.そのた

め,平成26年度後期に開設された国際交流センターの窓口機能を生かして,各種の交流支援活

動を実施,順調なスタートを切った. 

 以下に各研究科の取組を挙げるように大学院の国際化推進をスタートし,かつ時代のニ

ーズに応えるための種々の取組を行っているが,それらをより明確に打ち出すために前年

度に改訂・公表されたディプロマ・ポリシー,カリキュラム・ポリシーに基づき,その実質

化に向けた教育活動と点検を推進した. 
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10-2 保健福祉学研究科  

10-2-1 看護学専攻 

 看護学専攻では,二宮一枝教授の指導の下,地域看護学の研究に従事した修了生 2 名が筆

頭で日本地域看護学会にポスター発表した.そのうち 1名は「自閉症スペクトラム児の母親

のストレス関連成長促進要因」がインターナショナル NursingCareReserch13(4)に掲載され

た.在籍中の１名は筆頭で日本公衆衛生学会にポスター発表した．また,在籍中の 2名は 6th 

Intaernational Conference on Community Health Nursing Research（Seoul,2015）

に演題登録した.国際保健看護論では非常勤講師（ネパール：トリブヴァン大学）の集中講

義を学部生にもひろげた．グローカルな看護専門職育成を目的に教育力向上支援事業の助

成を受けて,ネパールで国際保健看護論演習を行った．あわせて備中県民局「わが町で保健

医療福祉の『人づくり地域づくり応援隊』事業（NPO かさおか島づくり海社受託）」と協働

して,3,4 年次生とともに,公衆衛生看護診断論演習を北木島で行い,離島の保健医療・看護

の現状と課題について住民とともに地域の健康課題を明らかにし,課題解決に向けた提案

を行った． 

 

10-2-2  栄養学専攻 

 栄養学専攻では,平成 26 年 9 月 12 日に四川大学において開催された東アジア栄養学会議

において,高橋吉孝教授の指導の下で大学院生が「Inhibition of leukocyte-type 12- 

lipoxygenase activity by Chinese tea」の演題で,また木本眞順美教授の指導の下で大学

院生が「40S ribosomalprotein subunit 2 is a major arginine methylated protein in rat 

tissues」の演題で,山下広美教授の指導の下で大学院生が「Effects of exercise training 

with intake of acetate on lipid metabolism and endurance performance」および「Effects 

of chronic intake of acetic acid on muscle fiber type and endurance performance」

の演題で,山本登志子准教授の指導の下で大学院生が「Dioscoreajaponica extract 

suppresses the expression ofcyclooxygenase-2 and microsomal prostaglandin E 

synthase-1 in lung carcinoma A549 cells and macrophage-like RAW264 cells」の演題

でポスター発表を行った.また,平成 26 年 9 月 2-6 日に開催された XXVIIth International 

Conference on Polyphenols & 8th TanninConference において伊東秀之教授の指導の下で,

大学院生が「New ellagitannin oligomers and related polyphenols from pomegranate 

arils and their inhibition of AGEs formation」の演題でポスター発表を行った.さらに,

平成 27 年 2 月 10-12 日に開催された 6th International Conference on Phospholipase A2 

Lipid Mediators (PLM2015) from bench to translational medicine において山本登志子

准教授の指導の下で,大学院生が「Dioscorea japonica suppresses COX-2 and mPGES-1 

expression and has preventive effects on squamous cell carcinoma 」の演題でポスタ

ー及び口頭発表を行った.また山本登志子准教授の指導の下で,大学院生が「Dioscorea 

japonica extract down- regulates prostaglandin E2 synthetic pathway and induces 

apoptosis in lung cancer cells」に関する研究に従事し,その研究成果の一部が J. Clin. 

Biol. Nutri. 55(3), 162-167（2014）に掲載された. 

 

10-2-3 保健福祉学専攻 

 保健福祉学専攻では,中村光教授の指導の下で,1 名の大学院生の「虚弱高齢者における二

重課題 Timed Up and Go Test の成績」が,ヘルスプロモーション理学療法研究に掲載され

ることになった．竹本与志人准教授の指導の下で,1 名の大学院生の「地域住民における認

知症の人に対する態度と認知症の知識量との関連」が老年精神医学雑誌（25（5）：

556-565,2014）に掲載され,「地域包括支援センター専門職を対象とした認知症高齢者の受
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診援助における専門医療機関との連携実践状況の類型化」が老年精神医学雑誌に,「民生委

員における認知症の知識量と認知症に対する態度の関連」が岡山県立大学保健福祉学部紀

要に掲載予定である．同大学院生は他にも共同研究者として 6 報の学会誌に掲載された．

また,各種学会において 6 題の研究発表（内 3 題が大学院生筆頭者）を行った．また,谷口

敏代教授の指導の下で大学院生が介護職のワーク・エンゲイジメント要因に関する研究に

従事し,1 名がその成果を日本産業衛生学会でポスター発表した． 

竹本与志人准教授の指導の下で研究を進める 1名の大学院生の,「地域包括支援センター

を対象とした認知症が疑われる高齢者への受診援助に関する研究」に対し,独立行政法人日

本学術振興会平成 27 年度特別研究員-DC1 への採用が内定した．また,平成 27 年 1 月には,

韓国保健社会研究院のソヌ・トッグ氏による講演会を開催し,5 名の大学院生との交流学習

を行った． 

 

10-2-4 保健福祉科学専攻 

博士後期課程保健福祉科学専攻では,看護学大講座において,荻野教授の指導の下で末梢

静脈穿刺に関する研究に従事し,その研究成果の一部が“Tapping but not massage enhances 

vasodilation and improves venous palpation of cutaneous vein”として Acta Med. Okayama

に採択された．また院生が筆頭で,35th International Association for Human Caring 

Conference （Kyoto,Japan,May24-28, 2014）に“Effects of the tourniquet with calculated 

scale on obtaining appropriate pressure in nursing students”の演題で発表した．山

口三重子教授の指導の下で看護管理の研究に従事し,その研究の成果の一部が「看護職者の

職業経験の質評価尺度に関する因子不変性の検討」のタイトルで岡山県立大学保健福祉学

部紀要 21（1）に掲載され,「中堅看護職者の職業キャリア成熟に関する研究―彼らが知覚

する看護師長によるソーシャルサポートとの関連―」が日本医学看護学教育学会誌に掲載

決定となった．難波峰子教授の指導の下で,ネパールにおける看護に関する研究に従事し,

“ Examination of relationship organization characteristics and organizational 

commitment of nurses in western and eastern region of Nepal”が Journal of the Nepal 

Nursing Council に,また“Investigation of Organizational Factors for Achieving Nurse 

Retention:Literature Review”が岡山県立大学保健福祉学部紀要 21(1)に掲載決定となっ

た．二宮一枝教授の指導の下で訪問看護管理者の職務継続に関する研究に従事し,「訪問看

護ステーション管理者の認識する管理実践上の困難」が日本地域看護学会誌 17（2）に掲載

され,「訪問看護ステーション管理者の管理困難感尺度の検討」が香川県立保健医療大学雑

誌（6）,「訪問看護ステーション管理者のワーク・エンゲイジメントとその関連要因」が

岡山県立大学保健福祉学部紀要 21（1）に掲載決定した.また,父の親性と母の育児負担感緩

和に関する研究に従事し,その研究成果の一部が「育児をとおして父らしくなる折り合いと

自覚」のタイトルで岡山県立大学保健福祉学部紀要 21（1）に掲載決定した．他にも学会誌

に投稿中である． 

 保健福祉学大講座においては,中村光教授の指導の下で,大学院生 1 名の「重度理解障害

を伴う失語１例における聴覚的理解課題で示すエラーの経時的分析」が言語聴覚研究

（11(1),12-20,2014）に,「失語症者における項目間の意味的関連性を統制した非言語性意

味判断課題の成績」が高次脳機能研究（34(4),394-400,2014）に掲載され,他の 1名の大学

院生の「語用論的コミュニケーション評価尺度の開発：日本語版 Pragmatic Rating Scale

の信頼性」がコミュニケーション障害学に掲載予定である．竹本与志人准教授の指導の下

で,大学院生 1名の「パーキンソン病患者の主介護者における介護負担感と家族機能に対す

る認知的評価との関連」がメンタルヘルスの社会学（20：45-55,2014）に, 「パーキンソ

ン病患者の主介護者における介護負担感と家族機能に対する認知的評価との関連」が厚生

の指標（61（7）：19-28,2014）に掲載された．また,他の 1名の「民生委員ならびに福祉委

員を対象とした認知症初期症状に対する受診促進意向と認知症に対する受容態度との関
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連」が岡山県立大学保健福祉学部紀要に掲載予定である．また,各種学会で大学院が筆頭で

8 題を発表し,うち 1 名は国外の Korean Gerontological Society8Seoul, Korea)での発表

を行った． 

 

10-3 情報系工学研究科 

 情報系工学研究科博士前期課程では,年次進行によりシステム工学専攻として５領域（情

報工学領域,電子通信工学領域,ヒューマン・ロボティクス領域,機械プロセス・エネルギー

工学領域,人間情報工学領域）のいずれかに属しながら研究活動を展開している.現在若干

名の電子情報通信工学専攻生および機械システム工学専攻生が存在するが,数年後には解

消される見込みである.新体制に移行した研究科であるが,教育・研究体制に特段の問題点

は認められない.平成２６年度の大学院博士前期課程学生による研究発表実績を表１に示

す. 

         表１ 博士前期課程の研究発表件数 

発表内容 件数 

査読付き学術論文 7 

国際会議録 21 

全国大会発表 88 

支部大会発表 44 

学術表彰・受賞 17 

 

昨年と比較すると,全国大会発表が 10 件程度減っている他は全項目で微増している. 

受賞の主な内容は,2014 年 IEEE 広島支部学生シンポジウム（HISS）に関する受賞が多く,

優れた研究発表に送られる優秀研究賞４件,企画・運営の功績が認められた功労賞が２件,

貢献賞が２件である.これらはいずれも中国地区での活躍であるが,国際規模の受賞とし

て,European Materials Research Society 2014 Spring Meeting の Best Paper Award,ま

た The 7th Forum on the Science and Technology of Silicon Materials 2014 で Young 

Researcher Poster Award がある.これは国際会議に出席し,研究発表を通じて海外の研究者

と交流を行い,優れた研究発表を行った結果であるといえよう. 

博士後期課程では休学者が多いため本年度は必ずしもその活動は活発ではない. 

 

        表２ 博士後期課程の研究発表件数 

発表内容 件数 

査読付き学術論文 2 

国際会議録 3 

全国大会発表 3 

支部大会発表 0 

学術表彰・受賞 1 

 

受賞の１件は平成２６年度仁科賞である.本年も博士の学位を取得し,研究者として２名

の大学院生がそのスタートを切った. 

今後は,外国人留学生の増加を指向し,国際交流を通じてよりグローバルな視点をもつ教

育・研究が重要となる. 
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10-4 デザイン学研究科 

デザイン学研究科では現在,学会発表等の活動は必ずしも活発とは言えないが,作品発表

等の活動は活発に行っており,その実績として岡山県新進美術家育成 I氏賞選考作品選出が

ある.また,商品として社会に流通したものもあるが,今後学術的な研究を推進することが

望まれる. 

 

10-5 国際学術交流協定校研究交流 

 本学はこれまで英国国立バンガー大学（平成 8年）,英国セント・アンドリュース大学（平

成 8年）,韓国又松（ウソン）大学校（平成 17 年）,中国四川大学（平成 19 年）,中国南昌

大学（平成 19 年）,中国延辺大学（平成 20 年）,中国東北師範大学（平成 23 年度）と国際

学術交流協定を締結している.本年度は新たにインドネシアのハサヌディン大学ならびに

オーストラリアのアデレイド大学との学術交流協定を締結した.国際学術交流協定校から

の教員を迎えて実施した大学院講義は,以下の通りである. 

韓国食文化学特論(保健福祉学研究科博士前期課程栄養学専攻授業科目) 

東アジア栄養学特別講義（保健福祉学研究科博士後期課程保健福祉科学専攻栄養学大講座

授業科目） 

① 日  程：2014 年（平成 26 年）8月 19 日(火)～8月 21 日(木) 

          尹泓基 教授（又松（ウソン）大学校）が 8月 19 日(火)に 4コマ,8 月 20 

日(水)に 6コマ,8 月 21 日(木)に 5コマを担当 

② 受講者：保健福祉学研究科栄養学専攻博士前期 1年次生 5名および保健福祉科学専

攻栄養学大講座博士後期 2年次生 1名 

③ 講義者：尹泓基 教授（韓国,又松（ウソン）大学校） 

④ 講義内容： 

韓国の伝統的な発酵食品,とくにキムチについて,分類や利点に関して講義し,ま

た大豆の発酵食品について東アジアにおける主要な種類について,それらの栄養成

分,関係する微生物,伝統的醗酵製品と現代における発酵食品との比較を行った.英

語で講義した. 

 

ハサヌディン大学教員による特別講義 

 ① 日 程：2015 年（平成 27 年）1月 7日(水) 

         Nurpudji Astuti Daud 教授（ハサヌディン大学）および講師の Februadi  

Bastian が 1 月 7 日(水)に 1コマ特別講義を行った. 

② 受講者：保健福祉学研究科栄養学専攻博士前期課程学生 11 名および保健福祉科学専

攻栄養学大講座博士後期学生 1名 

③ 講義者：Nurpudji Astuti Daud 教授,Februadi Bastian（講師） 

④ 講義内容：・Nutrition challenges toward 2015-clinical nutrition now and future- 

     ・Resistant starch as a prebiotic 

 

また,本学教員は,大学院生とともに国際交流協定校の研究者と共同研究を企画し,成果

をあげている.平成 26 年度の課題名は次のとおりである. 

（１）課題名：中国茶の成分による動脈硬化原因酵素の阻害機構の解明 

研究者：保健福祉学部栄養学科 高橋吉孝,伊東秀之,川上祐生 

       四川大学生物・分子生物学科 方定志 
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       本学大学院生 1 名 

成 果：以下の学会でポスター発表を行った. 

森香子,大槻朱美,大河内脩史,岡本憲典,森ひとみ,李鵬, 川上祐生,山本登

志子,辻英明,伊東秀之,Fang Ding Zhi,高橋吉孝 

青山緑水中の白血球型 12-リポキシゲナーゼ阻害成分による阻害機構 

第 87 回日本生化学会大会,京都,2014 年 10 月 15 日～18 日 

 

（２）課題名：言語流暢性課題の遂行に関する日韓比較研究 

  研究者：保健福祉学部保健福祉学科 中村 光 

     又松（ウソン）大学社会福祉児童学部 柳 漢守 

 また,国際交流協定校ではないが,難波峰子教授の指導のもと,ネパールからの留学生が

トリブバン大学看護学科教員との共著により,Journal of the Nepal Nursing Council (In 

Press)に掲載された. 

 
“ Examination of relationship organization characteristics and organizational 

commitment of nurses in western and eastern region of Nepal” 

  Journal of the Nepal Nursing Council (In Press)   Archana Shrestha 

Joshi Mineko Namba Tara  Pokharel 

 

10-6 まとめと課題 

10-6-1 保健福祉学研究科 

 

保健福祉学研究科では,英語版の大学院案内を作成し,留学生受け入れ体制の整備として

英語で講義する新規科目の設定や留学生向けの入学試験方法の整備を行った.本年度の受

験者はいなかったが,平成 27 年度より外国人特別研究員をハサヌディン大学から迎えるな

ど,今後の交流の活性化が期待される.本年度のアデレイド大学との交流事業は,英語の語

学文化研修とともに,学部学生が参加する保健福祉学分野でのスタディーツアーが実施さ

れたが,今後は保健福祉学科の大学院生も参加できるようなプログラムを作成して行く必

要がある. 

 

10-6-2 情報系工学研究科 

 
 情報系工学研究科においては,大学間提携先である中国四川大学の電気信息（情報）学院

が本学情報工学部と類似の教育・研究体制を敷いていることから,国際交流の気運が高まっ

ている.その結果３名の教員が四川大学に赴き,劉俊勇学部長と面会し,相互に国際交流ワー

クショップを開催する合意を得ることができた.現時点で大学院生の関与は未定であるが,
これを足掛かりに大学院生による国際交流の活性化を期待できる. 
 
10-6-3 デザイン学研究科 

 

デザイン学研究科では現在,研究活動及び国際交流は積極的に行っていないが,研究科と

して新たに連携協定のため,海外の大学を訪問し,教員相互の交流を図っている.平成 26 年

度には台湾の國立雲林科学技術学院と連携協定を締結した. 

また,平成 27 年度には中国人留学生が 2名在籍することもあり,連携大学を中心に共同研

究及び交流を推進していきたい.  
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第２章 教育改革活動と成果                            

 
１ 概要 

 第２章は第１章とは異なり本年度（平成 26 年度）から大きく構成と内容が変化した.

その理由は,本年度 10 月に大学教育開発センターが開設され,半年間ではあるがその活動

を記述することになったためである.従来,岡山県立大学においては大学の教育に関して長

期的視野で検討したり,あるいは各種の教育上の課題に対応する教育関連の常設機関や部

署が存在せず,主に委員会の中で検討されてきた.その中でも,評価委員会の中に置かれた

FD 委員会が,「学生授業評価」,「相互授業参観」,「FD 研修会」を担当し,従来の教育年報

では FD 委員会がそれらの報告を行って来たところである. 

本年度,新たに設置された大学教育開発センターは6つの部会と1室で構成されているが,

それらはアドミッション部会,共通教育部会,FD 部会,教育評価部会,キャリア形成支援部

会,学生支援部会,教育企画室である.これは昨今の社会ニーズや教育の質を保証するシス

テムの構築を踏まえて,従来の教員職能開発という狭義の FD 活動から,大学全体として教

育を考える広義の FD 活動や FD・SD 活動への変換を果たすためのものであり,その取り扱う

範囲,内容,カバーする年次についても幅広くなった.例えば,（1）アドミッション部会では

高大接続,入学希望者の掘り起しや大学紹介事業,入試改革,入学後学修状況追跡等,（2）共

通教育部会では学士課程教育から卒業後までを見据えた教養教育のあり方とカリキュラム

開発,共通教育の効果を上げる教育手法の開発等,(3)FD 部会では教員の教授等能力に係る

職能開発,教育手法開発,新任教員研修法開発,授業評価,教育相談等,(4)教育評価部会では,

学事暦の検討,カリキュラム開発,シラバス開発,授業評価（学生・教員）方法開発等,（5）

キャリア形成支援部会では,在学中のキャリア形成支援（インターンシップ,ボランティア）,

就職支援（学生と企業のデータ化）,同窓会との連携等,また（6）学生支援部会では,障が

い学生支援,学内学修環境整備（ラーニングコモンズ）,学内交流支援（学生-学生,学生-

教員）,学内環境整備（ユニバーサルデザイン）等について企画し,実施計画を作成する予

定である.また,教育企画室では部会間の連携,センター全体としての企画等機能を有する.

これらのセンター,部会等の事業は相互に関係しているものも少なくないため,部会事業は

縦割り構成の中だけで行うのではなく横の部会間連携を緊密に取ることが重要である. 

本年度の事業については,センターの活動が未だ緒に就いたばかりでもあるため,各事業

の詳細については十分な記載ができないことを予めお断りしておきたい. 

大学教育開発センターは,学部横断的組織であり,また事務局職員も主体的メンバーとし

て参加する教職協働の全学組織でもある.そのため,今までの学部・学科を代表するメンバ

ーによって構成される委員会とはやや趣を異にするものであり,センター及び部会として

本学の課題を見いだし自律的にミッションを定め,それに沿った事業を企画して提案する

企画提案型の組織である.そこで作成され,全学の委員会等で承認された業務については学

部・学科等の協力と支援の下に実施する形を取ることになる予定である. 
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教育企画室の他の機能としては,大学教育開発センターが一体として当たる事業の推進

役としての機能である.例えば従来の FD 研修会は,評価委員会によって行われており,主に

ミクロの FD としての教授技術の改善に目が向けられていた.しかし,FD には教育理念から

教員の職能開発の側面まで大変幅が広いこと,また昨今では FD・SD（教職協働）も教育の

一体的推進のためには是非必要と考えられるようになってきた.また,本年度からは,FD 部

会以外に教育関連 5部会も設置され,それぞれの方面から見た FD 等に関する関心も生じて

おり従来の枠組みでは収まりきらないことが想定されるため,教育企画室で今後に繋がる

FD 研修会のあり方を考えつつ本年度の研修会を実施し,来年度に繋げることとした.この

ように，教育企画室ではセンター全体の方向性や新事業案の企画と開発に当たる． 

他の教育企画室の大事な機能として,各部会で企画し計画された事業を教育研究活動委

員会,評価委員会等に提案し,そこで討議を行って承認を得て実施に移すというプロセスを

確立することであり,それはセンター事業を全学,学部,学科等で展開するために必要であ

る. 

その他にも教育年報の企画と編集も教育企画室で行われ，今後紀要やニュースレター，

各種ガイドブック等が制作される場合には，部会等とも協働で企画と編集に当たることに

なる． 

 

2-1-2 大学教育開発センター研修会 

  

平成 26 年度は,大学教育開発センターが設置された 10 月以降に 2回の FD,FD・SD 全学研

修会を実施した.２回の内,１回は FD 研修会,もう１回を FD・SD 研修会に割り当てることと

した.全学研修会は,FD 研修会については全教員参加を原則,また職員は教務班を主に各班

に参加要請することとした.一方,FD・SD 研修会については,全教職員の参加を義務とする

ことを原則として実施した. 

（１）第一回大学教育開発センター研修会（FD・SD 研修会） 

開催概要  

第一回の研修会は「今,教職協働が始まる」と題して実施し,学内からは辻学長と田内大

学教育開発センター長が,また特別講演者として愛媛大学の小林直人教授を招聘して講演

が行われた.なお.本研修会は,本学で初の FD・SD 研修会の試みとなった. 

開催日時 平成 26 年 12 月 4 日（木曜日）,13 時 30 分～15 時 30 分 

開催場所 8206 大講義室 

講師① 岡山県立大学 辻 英明学長 

 『本学における組織改編と教育研究の効率化』 

講師② 岡山県立大学・大学教育開発センター長 田内雅規特任教授 

 『本学の大学教育開発センターの機能と必要性について』 

講師③ 愛媛大学 教育・学生支援機構副機構長・教育企画室長 小林直人教授 

 『全学的な教育改革のための組織改編と教職恊働〜愛媛大学での経験から』
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I 部では本学辻学長が『本学における組織改編と教育研究の効率化』という題で大学教

育開発センターを初めとする本学の教育・研究組織の改編と教職協働体制の今後のあり方

について述べた.特に新しい機構やセンターの設置と従来の委員会と関連や利害得失につ

いて構想が説明された.また,本学大学教育開発センターの田内センター長は,『本学の大学

教育開発センターの機能と必要性について』という題で本学における大学教育開発センタ

ー設置の意義と必要性及び大学教育開発センターの紹介を行った.また,大学教育開発セン

ターでは各部会が教員と職員で構成される学部,学科,事務局横断組織であることがことが

示された. 

 II 部では,愛媛大学から招聘した小林直人教育・学生支援機構副機構長から,『全学的な

教育改革のための組織改編と教職恊働 〜愛媛大学での経験から〜』という題で講演いただ

いた.愛媛大学における教職協働の立ち上げから現在に至るまでの,効用と軌道に乗せるた

めの課題やその解決等についての内容であった.公立大学とは立場の違う国立大学での試

みを紹介されたが,その違いを踏まえての説明がなされ,本学における教職協働の実現に向

けた重要な示唆を多数戴いた. 

開催資料 

 講演資料は,学内教職員専用ホームページで閲覧可能とし,ビデオ記録も学内教職員に対

して貸し出しを行えるようにした. 

参加者 

 研修会の参加登録者は 154 名で,その内訳は,教員が 111 名,職員が 43 名であった. 

教員の内訳は,保健福祉学部が 48 名,情報工学部が 29 名,デザイン学部 34 名であった. 

アンケート結果 

 参加者には用意したアンケートへの回答を要請した.回収した回答は 105 通（教員：75
名,職員：30 名）であった.研修会全体についての研修内容や講師に対する満足度は以下の

通りであった.  
 

設 問 教員・職員の別 満足 
どちらかと言えば 

満足 

研修についての満足度 
教員 86％ 8％ 
職員 83％ 17％ 

講師についての満足度 
教員 94％ 3％ 
職員 83％ 17％ 

 
自由記述の中から,（A）研修会に対する感想等,（B）今回の研修会の有用性に関して,（C）

今回得た知識方法の活用について,の三つについて分類したものを以下に示す. 
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(A)研修会に対する感想等 

  教 員 職員 

一般 ・大変お世話になりました,ありがとうございました ・具体的な話が聞けて非常に役に立った 

    ・本学の教員と職員スタッフが同時に集い研修を行

うというのは,大学組織運営において職員相互の連

携にもつながる良い機会であると思う 

    ・講師の話がわかりやすかった 

    ・今まで教職協働について考える機会がなかったの

で,良い機会になった 

    ・自分について大学（本学,国内）についての知識,理

解が不足していることをあらためて感じた 

教職協働の現状 

  

・職員との協働を少しでも進めるべき,現状は,まっ

たく別組織という印象 

・教職協働は大切だと思うが,コミュニケーションの

難しさを感じる 

・教職協働を目指す課程において,双方の顔が現

状見えてないと思う 

・横の繋がりがあまりなく,知らないうちにさまざまな

ことが決定して動いていることが多い 

  ・本学の学内便は,有用であるが,反面,顔が見えな

い要因になっているのでは？ 

・今まで別々の活動が多かったように思うので,協働

にすることによって良い面が増えて行くのではない

かと思う 

  ・職員の方々の仕事内容が見えにくい,協働は重要

だと思う,相互理解が必要 

・教職協働を実現するため,トップから末端まで,情報

共有が重要だと改めて感じた 

  ・教職協働はよいと思うので今後も継続されること

を望む 

  

  ・今回の内容を知ること自体は,意味があったよう

に思う 

  

教職協働の今後

に向けて 

  

・教員と職員が対等に話し合える場の設定 ・教員と職員の連携が必要であるのだと感じた 

・職員のプロパー採用を実現する ・よりよい大学のためにお互いに情報や知識を共有

して行かなければと思った 

  ・事務の方との命令系統の違いは,やはり大きいと

思います,センター化で少しでも緩和されることを期

待する 

・教員と職員が,お互いに協働していこうという意識

を持つことが必要だと思う 

  ・取組は素晴らしいと思うし,本学でも取り入れられ

るところから取り入れたらいいと思いますが, 今の

マンパワーでは, 一部の教職員に負担が偏るよう

な気がします,アウトソーシングも含めて,マンパワ

ーの確保が必要だと思った 

・教員と職員が,同じ部屋で同じことを聴く（＝同じ情

報を共有する）のは,有意義なことと感じた 

  ・センターを機能させるためのファクターについて

は,いくつかの提案から垣間見られたが,現状は走

りながら,しっかり機能させることを考えていく必要

がある 

・今まで別々の活動が多かったように思うので,協働

にすることによって良い面が増えて行くのではない

かと思う 

  ・大学にとって重要なイベントであるオープンキャン

パス, 入試（センター,前,中,後期,推薦入試などの

準備,当日の業務など）ＯＰＵフォーラムなどについ

て教職協働を強く望む 

・県立大学も今後良い方向を目指して変化していっ

てるということを再認識することができてよかったと

思う 

    ・愛媛大学の事例は規模・法人の形態の違いもあ

り,すべてそのまま取り入れることは出来ないが, い

ろいろと本学の今後に役立てられそう 

    ・教職協働は,情報共有できる場としていいと思う 

    ・今まで別々の活動が多かったように思うので,協働

にすることによって良い面が増えて行くのではない

かと思う 

講演の内容 

  

・後半の講義だけでもよいのではないか ・愛媛大学での教職協働の実際の様子の話を聞く

ことにより,教職協働のあり方を具体的にイメージす

ることができた 
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・本学の組織改革に当たって,タイムリーな内容だ

ったと思う 

・愛媛大学での実際,具体例を交えての講演でイメ

ージがわきやすかったように思う 

  ・ご講演はとても有意義なものでしたが少し盛りた

くさんで,もう少し焦点化していただいた方が,わかり

やすかったと思う 

・組織改編の話自体をまず知ることができた.改編さ

れるのであれば,すぐ活用できたら理想的な内容だ

った 

  ・よくまとまったプレゼン（小林氏）だった,本学との

差異を踏まえた案もあればよかった 

・実務的には想像できるには,至らなかった 

  ・具体的なものが見えない,実用面では？ ・愛媛大学という先進事例トップで活躍されている

先生の話は,とても今後の力になる内容だった.あり

がとうございました. 

    ・理想像は,描かれて聞くことができ,勉強になった 

今後のテーマ 

  

 ・共通教育や専門教育の橋渡しとなるような実践

について 

・今回は,FD・SD の重要性についてのお話が多かっ

たように思う  

・実際の活動や内容,メリットやデメリットなどがあれ

ば,支障のない範囲で参考にさせてもらいたい 

・もう一度,小林先生のお話をお聞きしたい ・学生ボランティア,学生の学内での協働についての

お話を詳しく聞いてみたいと思う 

  ・SPOD の中で面白そうな研修会を分科会形式で

受けてみたい 

・大学全体から考えて施設をどう構えて行くかを教

えていただきたい 

  ・FD や教育評価部会の研修や講習会をして欲しい ・学校の施設の話があったと思いますが,どちらかで

事例があるならば,大学全体から考えて施設をどう

構えていくかを教えていただきたい 

  ・学生生活支援で,メンタルヘルスのトラブル対応 ・今後は,本学の抱える課題についてと共に学ぶ場,

共通認識を持つ場になるといいなと思った 

  ・キャリア形成支援の講習や研修会をして欲しい   

  ・キャリアアップ,モチベーション向上について   

  ・IR   

  ・教育の評価について   

  ・他大学の先進事例,県立大学に近い規模の大学

の事例について 

  

  ・具体的な実践（変革）に繋がる内容   

開催日程・頻度 

  

・ＦＤ,ＳＤ活動の開催日を 4 月頃に決定して欲しい,

他の行事と重なることが多い 

  

・年に 1,2 回の研修会では,個々の成長に繋がらな

い,特に内容的には単発であれば, なおさら深まら

ないのではと思う 

  

  ・日程の設定が急である,年間計画を立てるべき,全

教職員出席とするならば, 

  

  ・入試などと同様に前年度に日程調整するとか,学

生の影響の出ない土曜日や夕方に計画して欲し

い 

  

その他 

  

・ＦＤ・ＳＤの出席を個人評価に反映するのであれ

ば,きちんと出欠をとって欲しい.またその結果を教

職員に知らせて欲しいです.研修会が多くて忘れて

しまいます 

・SD 研修内容について,企画段階から関わることが

できると,もっと意欲的に取り組めるように思える 

  ・学長や田内先生の講演時間が短時間なのが残念

不明 ・成果の可視化が進んでないと思われる   
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(B)今回の研修会の有用性に関して 
  教 員 職 員 

一般 

  

・明快なお話で,元気が出た ・教職員が一同に集まって考える機会があったの

は良いことだと思う 

・教員,職員合同の研修会が行われたこと自体 ・学内外の情報を得るのは,個人でよりもより多く

学べるため 

  ・課題と目標の共有が行えたこと ・自分の意識向上になった 

新知識の獲得 

  

・国立大学のあり様がよくわかった ・他の大学の事例を知れたので 

・国立との違いを知ることが出来た ・事務職員から教員など特殊な専門性を持った人

材の先例を聞けたため 

  ・大（中）規模大学の組織について知ることが出来た   

  ・先進的な事例を学べた   

  
・教職協働の具体的な組織が理解でき,その効果が

よくわかった,意識改革にも繋がった 
  

  
・今まで知らなかった運営方法について知ることが

出来たため 
  

  ・世間（日本の大学）の様子がわかった   

  ・他大学の情報を知ることができた   

  ・各地での新しい大学の様子がわかった   

  
・他大学の取組を知ることで新たな気付きを得ること

が出来た 
  

協働（改革）の意

義 

  

・協働の意義   

・教職協働に関する愛媛大学のアプローチは,参考

になる 
  

  
・県立大学で大学改革がいかに重要であるかが理

解できた,自分が何をすべきかわかってきた 
  

  ・教職連携の重要性と可能性を理解できた   

  ・経験者のお話だったから   

実際の取組み（教

職協働・改革）の

知見 

  

・実際の取組について伺えたから ・教職協働が求められている背景から,愛媛大学で

実践されていることがよくわかったから 

・成功例があることを知った 

 

  
・うまくいってる点,そうでない点を含めて,具体的な事

例を知ることが出来た 
  

  ・今後の組織改革の参考になる事例が聞けた   

実施への疑念（教

職協働・改革） 

  

・やはり国立大での事例が多いので公立大で置きか

えられるかどうかが疑問 
  

・教職協働の例が本学にどのように応用できるかわ

からない 
  

今後の展望（教職

協働・改革） 

・組織改編中の本学の今後を考える際に役立てた

い 

・新しい大学運営のあり方をわかりやすく説明い

ただいた 

  ・今回の組織改革のバックボーンがわかった   

  ・本学が今後あるべき姿がイメージできた   

  

・教職員の協力体制はとても大切なことだが,具体的

な方法は思いつかなかった  今回の改革の意図が

よくわかった 

  

  ・基本な事項も今後の展望も考える機会となった   

その他 ・マクロ的な視点（経営的視点）に偏っていたため,個

人的にはあまり参考にならなかった 

・私の知識不足で経緯,必要性が十分認識できな

い箇所があった 

不明   ・組織規模の違いはどうしてもあると思えるため 
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(C)今回得た知識方法の活用について 

  教員 職員 

一般 ・内容はとても面白かった   

・小林先生のご講演はとても声のハリがあり,聴くも

のを惹きつけるものがあった,ありがとうございました
  

 

・愛媛大学の卒業生ですが大変革していて驚きまし

た 
  

 

・他大学(愛媛大学）教育体制・戦略が理解できた,マ

クロなＦＤの必要性を痛感した 
  

大学への反映 

  

・大学規模に差があるため,活用できるか不明 ・IR について今後活用して行きたい. 

・学生 1 人 1 人を知る努力が必要と考える 

・本学も各班でバラバラに保有しているデータを一

括管理する部署が必要であり利用していく必要が

あると考える 

  
・大学の大きさが異なるのですべてを活用可能とは

いえないが参考になった 

・大学の組織・活動をよくして行くためには,教員と

職員がバラバラでは不可能であると思うので今日

得た知識や考え方を活用していきたいと思った 

  ・授業だけでなく本学の方向性について考えたい ・教職協働のあり方を考える契機としたい 

  
・ヘッドには有能な人材を置かなければならないとい

う好例となった 

・略語などが,わからない部分は多々あったが学生

が勉強しやすい環境を教職員そろって作っていけ

れば素晴らしいと思う,そのお手伝いがしたいと思

った 

  
・職位的に活用できる立場じゃないので 大学全体

の組織運営において,活用するといいと思ったため 
  

  
・他大学(愛媛大学）教育体制・戦略が理解できた,マ

クロなＦＤの必要性を痛感した（2） 
  

  ・FD 部会にて参考にしたい   

  ・FD・SD の重要性   

  ・大学教育開発センターの部会運営に役立てたい   

  ・個人の活動でなく組織全体に係わるから   

  ・教育・学生への支援の取組方   

自分への反映 

  

・学生 1 人 1 人を知る努力が必要と考える（2）   

・自分のポートフォリオを作ってみようかなと思う   

  
・具体的に自分自身に何が出来るのかよく分からな

い 
  

  

・授業で思うこと「タレント+コンテンツ+スキル」です

が,学生に合わせる部分と学生を引っ張る部分があ

る,それを踏まえたうえで 3 パート各々鍛えたいと思

います 

  

  ・能力不足   

  ・然るべき役割の際に活用できれば   

  ・教育・学生への支援の取組方（2）   

  
・将来的には参考にするかも知れませんが,現時点

での活用は難しいと思います 
  

その他 ・外部からの講師先生を招いているにも関わらず時

間とおりに運営進行できないのは,いかがなものか,

きちんと準備してください,大学の恥です 

・公立大学の職員は状況が異なると思うので 
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（２）第二回大学教育開発センター研修会（FD 研修会） 

開催概要 

第二回の全学研修会は,「産業界ニーズ GP における本学デザイン学部の取組概要」と題

して,以下の要領で開催され,FD 研修会の位置付とした.講師の三人は全て本学のデザイン

学部の教員であった.これは,デザイン学部において,「産業界のニーズに対応した教育改

善・充実体制整備事業」（平成 24 年度文部科学省採択）を岡山理科大学,山口東京理科大

学と連携して実施しており,その実施プロセスがアクティブラーニングや学生のキャリア

形成等に深く関わっていると考えられることから,得られた有用な実施経験を他学部とも

共有して波及効果を狙うことで本学の教育活性化を図るという観点から行われたものであ

る. 
 

開催日時 平成 27 年 1 月 16 日（金曜日）,13 時 20 分～15 時 00 分 

開催場所 学部共通棟北 8103 講義室 

講師① 岡山県立大学デザイン学部 吉原直彦教授 

 ｢大学生の就業力育成支援事業（平成 22 年度文部科学省採択）‘デザイナー

の卵孵化推進教育プログラム’との関連について｣ 
講師② 岡山県立大学デザイン学部 野宮謙吾准教授 

 「デザイン学部の取組概要・活動事例,3 大学の連携取組概要・活動事例」

について 
講師③ 岡山県立大学デザイン学部 森下眞行教授 

 「デザイン学部の取組の成果と課題,3 大学の連携取組の成果と課題」につ

いて 
 

研修会では,吉原教授が,今回の産業界ニーズGPの基礎として,平成 22年度取得した｢大

学生の就業力育成支援事業（平成 22 年度文部科学省採択）」があり,その延長線上に今回の

事業があることを示した.また,全体を通しての理念や教育プログラムや実施における考え

方の基礎が紹介された.野宮准教授は,本学において現在行われている個々の活動事例を詳

細に紹介すると共に,連携している他二校の事例についても報告を行った.また,森下教授は

事業全体のまとめを行い,教育プログラムの構築と効果,学生による自己評価,卒業生の企業

による評価等について結果を説明し,今後,就業力をどのように評価していくか,その仕組み

作りが課題であることを示した.  
開催資料 

 講演資料は,学内教職員専用ホームページで閲覧可能とし,ビデオ記録も学内教職員に対

して貸し出しを行えるようにした. 

参加者 

 研修会の参加登録者は 128 名で,その内訳は,教員が 121 名,職員が 7 名であった. 

教員の内訳は,保健福祉学部が５３名,情報工学部が２９名,デザイン学部３９名であった. 
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アンケート結果 

 参加者には用意したアンケートへの回答を要請した.回収した回答は 74 通（教員：68 名,
職員：6名）であった.研修会全体についての研修内容に対する満足度や研修で示された例

の活用希望は以下の通りであった.  
設 問 教員・職員の別 満足 概ね満足 

研修についての満足度 
教員 59％ 31％ 
職員 50％ 50％ 

 教員・職員の別 活用したい 不明 

報告内容の活用の希望 
教員 67％ 33％ 
職員 33％ 67％ 

 
自由記述の中から,（A）今回の研修会の有用性に関して,（B）今後希望する研修会テーマ

ついて,の二つについて分類したものを以下に示す. 

(A)今回の研修会の有用性に関して 

分 類   教 員 と 職 員＊ 

有用な点  ・評価方法がよかった 

  ・評価のあり方を考えることが出来た 

  ・教育プログラムの構成を知り得たこと 

  ・社会的ニーズをいかに学びに反映するかについて具体的に知った 

  ・学生の就業力育成についての取組を知ることが出来た 

  ・主体的に取り組める学生を育てるために必要となるものは何か知ることが出来た 

  ・企業での追跡調査の結果が興味深かった 

  ・真剣な取組に接することは，それだけで啓発されます 

  
・学部間，教職員間で情報共有する意義はあるが，直接的なＦＤ・ＳＤとなるかはわからない（支援

が打ち切られた後の展望に欠けるところがあるが））** 

 ・成功例には多くのヒントが含まれているため 

 （職員） ・デザイン学部が取り組む教育ＧＰ事業内容について知ることが出来たから 

問題意識等  ・本来のＧＰの意義に反しているように思える 

  
・学部間，教職員間で情報共有する意義はあるが，直接的なＦＤ・ＳＤとなるかはわからない（支援

が打ち切られた後の展望に欠けるところがあるが））** 

  
・教育内容がデザインに特化したもので，他の学部への適用は難しい事例であった,また，連携大学

の取組をほとんど理解していないことも，連携する意義がわかりにくかったと思う 

  ・「報告」的な内容に終始した感があった，もう少し考察というかその先が欲しい 

  ・ＧＰに関しての知識紹介のみで，実践を通した理解をまとめたものになっていない 

他学部の状況理解  ・教育・研究の取組内容がよくわかった(2) 

  ・学内の他学部の取組が参考になった 

  ・他学部，他大学の具体的な取組が知れてよかった* 

他大学の状況理解  ・他大学や企業等と連携したキャリア形成支援のあり方や学生の成長のための就業力向上支援に

ついての内容の理解が深まった 

  ・他大学の取組を知ることが出来た 

  ・デザイン学部での取組がよくわかり参考になった，ありがとうございました 

  ・他学部，他大学の具体的な取組が知れてよかった* 

デザイン学部教員

から 

・関係者であるが，全体プロジェクトとして再観することが出来た 

・外部資金が必要だから 

  ・よく知る内容であるため，情報共有として有用 

  ・取組実施者 
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  ・デザイン学部内部のものには既知が多く，部外者にとっては理解の難しい傾向を少し感じた 

その他 ・デザイン学部での取組の報告会と前もって思って参加しなかったため，今回の研修会の位置づけ

をよくわかっていなかった 

  ・分野が異なる 

*職員から 1例のみであった．分類の列に職員由来のものであることを示した． 

 

(B)今後希望する研修会テーマついて 

  教 員*  

・入試改革 

・新入生の能力，意欲低下傾向への対策 

・教育の質保証に関する先進事例について 

・他大学（及び海外の大学）のＦＤに関する取組 

・地方公立大学におけるＦＤ取組の実例 

・学生の勉学意欲を向上させるために教授法など心理学等のエビデンスに基づいた講義を聞いてみたい（経験論は参考に

はなるが，その講師しかできない実践だと思うため） 

・授業評価の高い先生の授業の工夫についてのお話をうかがいたい 

・やはりよりよい授業にするための工夫について知りたい 

・卒業生の質の保証について 

・企業から見た教養教育の重要性 

・授業評価のあるべき姿についてのフリーディスカッション 

・教員倫理について 

・本学における教職員が協力して行った事業の具体例 

・学生（および教職員）のメンタルな障害への対応 

・大学院教育のあるべき姿（とくに工学系） 

*職員からはなかった． 

 

 

2-2 アドミッション部会 
 

（１）アドミッション部会の業務 

 少子化に伴い今後大学全体の入学志願者数の減少が見込まれる中,本学の教育に適性の

ある入学志願者を確保するための対策を講じることは急務である.この目的の達成に向け

て,受験生にとって魅力ある大学づくりを進め,進学説明会などを含めた入試広報に反映さ

せるための基礎資料としての入学者希望動向調査をはじめ,センター試験が廃止され新テ

ストの導入が議論されている中,今後の適切な入試方法を考案するための,入学生の追跡調

査などの基礎データの収集と分析,さらには大学で学ぶ意義を高校教育あるいはそれ以前

から知ってもらうための高大・中大・小大連携事業の企画など,大学院の定員確保も含めた

アドミッション全般にかかる企画・立案を行う. 
 

1） 入試環境分析ならびに入試結果分析 

 各学科で入学者に対して大学選択の際に重視する項目の調査を行う志望動機調査,
各学科のセンターボーダーの分析などを今後継続的に実施することを計画するとと

もに,これまで行ってきた入試日程別の入学後成績の追跡調査を今後も継続し,入試

科目との相関分析などの結果と合わせて今後の入試方法の検討の材料とする. 
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2) 大学広報活動 

       学部・学科別のパンフレットの作成を全学的に行うことを検討するとともに,オー

プンキャンパス（大学・大学院）,進学ガイダンス,進学説明会などにおいて,入試広

報を効果的に行うための方法を考案する.さらに,高大・中大・小大連携事業について

も順次企画し実施する. 

 

（２）大学院保健福祉学研究科オープンキャンパス 

 保健福祉学研究科では,研究科博士前期課程ならびに後期課程の魅力を広く県内外の大

学生に知ってもらい,保健福祉学分野の学生の大学院進学率の向上に貢献することを目的

として,平成 26 年度より大学院オープンキャンパスを実施し,本年度も継続することを計

画している.平成 26 年度の実施状況は以下のとおりであった. 

1) 日時：平成 26 年 5 月 10 日（土）10 時～ 

2) 参加者：44 名（学内 24 名,学外（社会人含む）20 名） 

3) 実施内容： 

① 10：00～10：30 研究科全体説明 

② 10：30～    各専攻・大講座別説明（各専攻・大講座紹介,教員による研究      

概要説明,大学院生による研究状況説明,質疑応答,研究室訪問 

など） 

 

（３）高大接続事業 

 平成 27 年度の企画として,本学を志望する高校生に対し,高校生向けにアレンジした大

学の授業を提供することによって,大学で学ぶことの意義と楽しさを理解してもらい,高校

での学習を受験対策としてではなく,大学で学ぶための基礎知識の修得を目的として取り

組むきっかけとしてもらうことを目的に,全学的に大学授業開放を実施することを計画し

ている.これまでの高大連携事業は,高校からの求めに応じて対応する形をとってきたが,

本計画は大学から高校側に働きかけて実施する大学主導型の事業として企画しており,大

学が求める基礎学力やモチベーションを高校生に伝えることを最終的な目的としている. 

 このような取組は,県内高校生を対象としてデザイン学部独自に過去 2 年間実施されて

おり,モチベーションの高い学生の入学につながっている.本企画では対象者を県外にも拡

大し,学内各学科で高校生向けの講義・演習を実施すること,さらに日程の都合で参加でき

ない高校生に対し,高校まで出向いて同じ講義を実施することを計画している. 

 大学での学びの内容を知り,その意義と楽しさを高校生のうちから理解してもらうこと

は,不本意入学が減少し,本学に適性のある受験生の確保につながることが期待されるとと

もに,高校での学習の目的を明確に定めることにより,大学での学習効果の向上にも反映さ

れることが期待される.また,基礎学力が不十分な入学生に対し大学教員が専門的な知識を

教授する方法の修得にもつながることも期待される. 

平成 26 年度のデザイン学部の実施内容は以下のとおりであった. 

1) 日時：平成 26 年 6 月 28 日（土）13：30～ 

2) 参加者：70 名（演習 41 名,講義 29 名） 

3) 実施内容： 
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① 13：30～13：50 

  開会/オリエンテーション 

② 14:00～16：00（演習・定員各 10 名） 

１.作ってわかる！３Dプリンタワークショップ 

２.光と風と家とまち 

３.樹脂版を使ったスタンプデザイン 

４.フェルトメイキング 

③ 14:00～14:50（講義・定員なし） 

１.製品デザインの具体例 

２.デザインを通じた英会話 

３.映像的ストーリーテリングについて 

４.イラストレーションの輪郭 

 

2-3 共通教育部会 

〔概要〕 
共通教育部会は,大学教育開発センター規程第 2条第 1項第 7号に示される「共通教育の

充実及び共通教育と専門教育との連携に関する」業務を実施するために設置された部会で

ある.具体的な主な業務には,平成 27 年度入学生より実施される共通教育科目に対するカ

リキュラム等の企画・立案を行うとともに,教養教育の体系化,教養教育に対する評価基準

の作成と実施,共通教育におけるアクティブ・ラーニング授業の企画と実施などが含まれて

いる. 

平成 26 年度の部会員は,全学教育研究機構教授会メンバーである教員 6名と事務局教学

課教務班職員 2名である.大学教育開発センターの設置が平成 26 年 10 月であることより,

平成 26 年度では,平成 27 年度以降への方針を議論することと,教養科目におけるアクティ

ブ・ラーニング調査を実施するに留まった. 

 
〔平成 26 年度の取組〕 

平成 26 年度では,10 月以降に下記の日程と議題で部会を開催した. 

第 1 回（平成 26 年 10 月 22 日（水）） 

（ア）大学教育開発センター部会構成 

（イ）共通教育部会の検討事項案 

（ウ）平成 27 年度入学生向け履修案内原稿案 

（エ）平成 27 年度開講科目のシラバス承認者案 

（オ）共通教育部への移行 

第 2回（平成 26 年 12 月 25 日（木）） 
（ア）大学教育開発センター幹事会報告 
（イ）平成 27 年度入学生向け履修案内原稿案 
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（ウ）平成 27 年度「新規重点事業枠」予算申請 
（エ）教育年報 2014 
（オ）教養科目に関するアクティブ・ラーニング調査（依頼） 

第 3回（平成 27 年 2 月 20 日（金）） 

（ア）教養科目に関するアクティブ・ラーニング調査（報告） 
（イ）平成 27 年度大学教育開発センター研修会・勉強会 
（ウ）教育年報 2014 原稿案 
（エ）平成 27 年度共通教育部会および共通教育部の体制案 
（オ）平成 27 年度計画（抜粋） 
（カ）文部科学省平成 27 年度「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）」 

 
アクティブ・ラーニング調査からは,長崎大学のように,組織的に先進的な取組を行って

いる大学もあるが,個々の授業科目での取組では,グループワークなど既に本学の全学教育

科目等で実施されている内容もある.今後,個々の科目での実施に留まることなく,本学の共

通教育（あるいは学部教育も含む）として集約し,組織的な広がりを持たせることが重要で

ある.また,既に実施しているものも含め,本学におけるアクティブ・ラーニングの取組を有

効に学外 PR する体制作りも必要である. 
 
〔平成 27 年度以降の検討課題〕 
（１）短期的課題（平成 27 年度に検討し,平成 28 年度からの実施を目指す） 

（ア）全学科必修科目として新設される授業科目「人文・社会科学入門」,「自然科学

入門」,「地域ボランティア論」,「少子高齢社会論」のチェック体制の確立 
（イ）全学教育科目「フレッシュマン特別講義」の後継授業科目「大学で学ぶ」のチェ

ック体制の確立 
（ウ）平成 25 年度より語学センター（平成 27 年度以降は共通教育部語学教育推進室）

で検討されている英語教育の継続的な改革への協力と支援 
（エ）共通教育科目サブカテゴリー「国際」の充実 

①授業科目「国際事情」を含む講義科目の充実 
②授業科目「語学文化研修」のチェック体制の確立 
③授業科目「韓国食文化学」,香港スタディツアー,海外研修を伴う授業科目等を

メニューとする授業科目「スタディツアー」(仮称)の検討 
（オ）共通教育科目カテゴリー「社会連携」の充実 

①平成 27 年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）」への教育面

での連携 
②カテゴリー内の授業科目間における協働教育の検討 

（カ）学部教育科目と連携したカテゴリー「語学国際」および「社会連携」に対するカ

リキュラムマップの作成 
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（２）長期的課題（平成 29 年度までに検討し,平成 30 年度からの実施を目指す） 

（ア）カテゴリー毎の配置授業科目の見直し（平成 29年度あるいは平成 30年度入学生） 
①教養科目系の体系化 
②コア科目（導入科目）とサブ科目（発展的科目）の連携強化 
③授業科目数の削減（授業科目の統廃合など） 
④共通教育科目としてのカリキュラムマップの作成 

（イ）学部教育科目との連携 
①副専攻化を見据えた授業科目の協働（特に,国際交流関連授業科目,社会連携 

関連授業科目） 
平成 27 年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）」に示される教育課程の

実施に向けたチェック体制の確立 

 

 

2-4 FD 部会 

 
〔概要〕 
平成 26 年度の実質的な FD 活動は,10 月 1 日に大学教育開発センターがスタートしてか

らであったが,昨年度まで実施していた授業参観活動などは,新メンバーの教育や準備不足

もあり,今年度は授業評価アンケートと卒業時アンケートのみ実施し,それ以外は平成 27

年度より実施することとした.昨年度までの FD 活動「教育の質の改善」のための取組とし

ては,1) 相互授業参観, 2) 授業評価アンケート, 3) FD 研修会, 4) 学外研修会への参加, 

5) 卒業時アンケートを主な柱として実施してきたが,3) FD 研修会に関しては,大学教育開

発センター教育企画室が中心となって企画するため,次年度からは,1) 相互授業参観, 2) 

授業評価アンケート, 3)学外研修会への参加, 4) 卒業時アンケートの 4つの柱を中心に活

動することになった.そのため,今年度は,過去 7年間（2007 年～2013 年）の FD 活動（FD

研修会,授業参観,授業評価アンケート）を振り返り,今後の方針を立案する活動に注力する

こととした. 

以下,各取組についての評価と今後の方針について,その詳細を報告する.  
 

2-4-1 授業参観 

（１）相互授業参観の概要 

平成17年度の講演会,平成18年度のモデル授業参観の実績を踏まえ,平成19年度から平 

成 25 年度までの 7年間にわたり,授業の工夫や改善のための研鑽機会を設けるという目的

のもと,全専任教員を対象とした相互授業参観を実施した.参観対象として,より幅広い視

野で授業能力の質的向上を図ることができるよう,他学部他学科の科目も含めることとし

た. 

相互授業参観の実施手順は,①公開授業の開示,②参観授業の選択と申込み,③授業参観, 
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④授業参観レポートの提出,である. 

 

（２）実施時期と期間 

 7 年間における実施時期及び期間は下記の通りである. 

 1)平成 19 年度：後期 11/16（金）〜11/30（金） 2 週間 

 2)平成 20 年度：前期 6/16（月）〜6/27（金）  2 週間 

 3)平成 21 年度：後期 11/30（月）〜12/11（金） 2 週間 

 4)平成 22 年度：後期 10/27（水）〜11/12（金） 2 週間 

 5)平成 23 年度：後期 10/13（木）〜11/2（水） 3 週間 

 6)平成 24 年度：前期 6/4（月）〜6/22（金）  3 週間 

 7)平成 25 年度：後期 11/5（火）〜11/22（金） 3 週間 

 8)平成 26 年度：実施無し 

 

 公開科目偏りの解決及び参加率向上の目的により,実施時期を年度毎に前期・後期入れ替

える方針とした.但し平成 22 年度においては授業参観意見交換会「ラーニング・カフェ」

を新規企画し,開催期日を 11 月 15 日(大学祭翌日の休業日)に設定したため,授業参観活動

との接続性を考慮し,後期の実施時期とした. 

実施期間については当初は 2 週間であったが,授業参観意見交換会で得た意見等を参考

に,授業公開率及び参観率を向上すべく,平成 23 年度以降 1週間延長され 3週間となった. 

なお平成26年度は,これまでの授業参観活動を分析し平成27年度に向けて内容の再構築

を図る理由により,授業参観の実施を見送る判断とした. 

 

（３）参加率の推移 

 7 年間における参加率の推移は下表の通りである. 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 

年度 公開率 参観率 公開率 参観率 公開率 参観率 

H19 年度 77% 76% 74% 94% 100% 85.4% 

H20 年度 94% 76% 76% 100% 100% 79.1% 

H21 年度 62% 62% 88% 65% 88.6% 57.1% 

H22 年度 78% 45% 89% 71% 85% 57% 

H23 年度 98% 43% 96% 69% 92.3% 64.1% 

H24 年度 96% 50% 94% 67% 94.8% 64.1% 

H25 年度 82.3% 72% 95% 66% 92% 48% 

 年度により必ずしも母集団が一致していないため正確な数値とは言えないが,概ねこの

ような結果となった.平成 21 年度において各学部ともに参観率の低下が目立つが,実施よ

り 3年が経過し活動の形骸化により教員の参加意識が低下した時期であったと推察される.

平成 22 年度以降,活動の見直しにより参加率の上昇が見られるが,特に参観率が芳しい状
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況と言えず抜本的な見直しが求められる. 

 

（４）フィードバックの手法 

フィードバックの手法として,授業参観レポートを活用してきた.当初は参観教員が公開

教員に向けてコメントする形の単方向のプロセスであったが,参加意識の改善を目的に平

成 23 年度より,公開教員が参観教員から提出された授業参観レポートにコメントを記し,

参観教員に直接送付するという双方向型のコミュニケーション手法を導入した.レポート

の項目は,当初は 1)当該授業を参観した理由,2)参観して良かった点,3)参観教員が担当す

る科目に生かせる点の 3 項目であったが,平成 21 年度に項目の見直しが行われ,項目 3)が

「授業改善例」に変更された.また,平成 22 年度より授業参観意見交換会の実施に伴い,1)

授業参観を通して参考となった点・工夫が見られた点,2)今後の授業改善につながる助言等

の 2項目に統合整理された. 

平成 22 年度及び 23 年度に実施した授業参観意見交換会は,「ラーニング・カフェ」の名

称のもと,学生会館 2Ｆ喫茶を会場とし,学部学科教員の混成グループにて話し合いを持つ

場として企画した.他学部・学科の教員が対面し,授業改善に関して情報交換できる機会と

なり,授業改善に関する一定の効果があったものと考える. 

 

（５）レポートの形式 

 現状の文章表記による形式は多面的かつ詳細な内容を記述できる反面,基準となる評価

の観点と尺度が無いため公開教員にとって自身の指導技術のレベルを具体的に把握しづら

い,参観教員にとっても評価の観点が定まらないといった問題があった.また,参観教員が

公開教員に対してマイナス面の評価をし難い現状であった.更にこれまでの文章表記形式

では学部により分析の観点が同一で無かったため,全学的な分析が困難であった.今後は評

価の観点を明確化・統一化するとともに,評価尺度を設定し,定量的な分析ができるように

する等,検討する必要がある. 

 

（６）次年度への指針 

  1) 参観率の減少傾向を改善するため,授業参観活動の意義や実施手順を見直す等,参加

意欲を高める取組を検討する必要がある. 

  2) 授業改善に関する情報を多くの教員で共有できるようにするため,ラーニング・カフ

ェのような意見交換会（全学あるいは学科・学部単位）の企画を検討する必要があ

る. 

  3) 公開教員に対してより有意なフィードバックを提供するため,参観レポートは自由

記述形式に加えて,観点別による段階評価の導入を検討する必要がある. 
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2-4-2 授業評価アンケート 
 
本学では,FD 活動の一環として,平成 15年度に授業評価アンケートを試行し,平成 16 年

度より定期的（毎学期末）に授業評価アンケートを行っている.授業科目ごとの集計結果

は各授業担当者にフィードバックし授業改善に活用してもらうとともに,これらのデー

タに基づいた評価尺度の妥当性・信頼性の検討,評価得点の経年変化の吟味など統計的

分析も随時行っている（教育年報 2004,2005,2006 参照）.また,組織的（学部・学科・コ

ース・カテゴリー別授業科目単位等）な教育改善の資料として用いられてもいる.ここ

では,前年度の報告（教育年報 2013）以降の平成 25 年度後期及び平成 26 年度前期の授業

評価アンケート結果の概要を述べる. 

なお, 平成 21 年度に本学全教員を対象に「『学生による授業評価アンケート』の改善

に関する調査」を実施した（集計結果の詳細は,教育年報 2009 参照）.平成 25 年度後期

及び平成 26 年度前期の授業評価アンケートの結果は,アンケート項目が変更後の 6 項目

に基づく 4年目の比較になる. 

     授業評価アンケート共通 6 項目      

問 1 受講して知的刺激を受けましたか 

問 2 真剣に受講しましたか 

問 3 教員の熱意が感じられましたか 

問 4 学生の理解度に注意していましたか 

問 5 授業の進め方は丁寧でしたか 

問 6 総合的に判断して満足しましたか 

 

（１）授業評価アンケートの実施方法・活用方法 

原則として全授業科目（非常勤講師担当科目を含む）を評価対象とするが,学外実習

をともなう科目や履修者が 4 人未満の科目などは,本学統一様式によるアンケート対象

からは除いた.全授業科目で共通に行う 6項目の他に,学部・学科及び全学教育研究機構

独自の項目が設定されている.  

ここでは共通 6 項目のみを扱うこととする.アンケートは授業科目ごとに全受講生を対

象として無記名・自記式（5 段階評価,マークシート方式）で学期末に実施した.回収され

たアンケートは大学教育開発センターが集計し,後日,統計処理した資料を授業担当者

に送付している.学部・学科・コース・授業科目によっては,これらの資料に基づいた授

業改善策などの検討が行われている. 

（２）アンケート集計結果の概要と課題 

平成 25 年度後期の実施科目数は 353 科目（実施率 96.2％,延べ実施教員数 176 人, 延

べ受講生数 12,473 人）,平成 26 年度前期の実施科目数は 391 科目（実施率 99.0％, 延べ

実施教員数 175 人,延べ受講生数 15,394 人）であった.なお,実施教員数は授業担当代表教

員でカウントしている. 

平成 25 年度後期と平成 26 年度前期のアンケートの平均評価点の分布を図にヒストグ

ラムで示す.前回報告した平成 24 年度後期と平成 25 年度前期の共通 6 項目の全科目平均
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得点は 4.09 (SD=0.40),4.09 (SD=0.43)だったが,今回の点はそれらとほぼ同じである. 

 

平成 25 年度後期「授業評価アンケート」集計結果 

対象科目数 367 科目 実施科目数 353 科目 （実施率 96.2 ％）

登録学生数名 15,707 名 実施学生数 12,473 名 （実施率 79.4 ％）

対象教員数 183 名 実施教員数 176 名 （実施率 96.2 ％）

（うち,本学対象教員数 134 実施教員数 129 名）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度前期「授業評価アンケート」集計結果 

対象科目数 395 科目 実施科目数 391 科目 （実施率 99.0 ％） 

登録学生数名 17,517 名 実施学生数 15,394 名 （実施率 87.9 ％） 

対象教員数 177 名 実施教員数 175 名 （実施率 98.9 ％） 

（うち,本学対象教員数 131 実施教員数 131 名）  

 

（３）今後の指針 

FD 部会において,過去の授業評価アンケートの実施状況を点検し,課題と今後の展望に
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ついて議論した. 

平成 15 年度から導入された同アンケートは継続的に実施され,制度もその内容も大学内

で定着している.アンケートの結果は教員にフィードバックされ,個々の授業の改良に結び

つけた複数の実例がある.学生にとっても,授業への意見を表明する機会となり,また実際

に授業改善に結びついた実例があることは,概ね肯定的に受け止められている. 

一方で,制度の導入から長期間が経過し,アンケートの実施がややマンネリ化しているこ

とは否めない.より強力に授業改善に結びつける仕組みを新たに導入することが,今後必要

である. 

具体的には以下の案が検討された.①アンケート項目の見直し：質問項目について,現在

の共通６項目を残しながら,新たに必要な質問を設定する.②運用方法の見直し：全学・学

部オリエンテーションの機会などを利用して,アンケートの目的や意義について学生に対

する周知を徹底し,より真剣で充実した（自由記述欄を含めた）記入を促す.また,結果に対

して教員に改善点の報告を求める.③集計方法の見直し：極端な値の回答を集計から除外す

るなどして,アンケートデータの信頼性を高める. 

今後,他大学の実例なども調査しながら,改良を進めていく. 

 

2-4-3 ＦＤ研修会・講習会 
 
FD 講演会・研修会企画の指針 

学長指針「全学教育への教養教育の導入」,「国際交流の促進を通じたグローバル教育の

推進」,「地域貢献に関する戦略的な取組み」に沿った効果的な FD 講演会・研究会を企画

することを目的として,これまでの実績を調査した.2007（平成 19）～2014（平成 26 年度）

において,計 12 件の講演会・研修会を実施している.テーマのおおよその内訳と件数（2つ

のテーマを扱ったものは,それぞれカウント）は以下の通りである.  

 1)授業の改善：７件 

 2)大学,学部としての教育改善：４件 

 3)学生のメンタル等：１件 

 4)研究費獲得：１件 

 「教養教育」や「グローバル教育」を主題とした FD 講演会・研修会を行っていないこと

などから,以下を企画の指針として示した. 

1)「大学に求められる教養教育とは ‐社会,産業界からの意見‐」 

なぜ教養教育が重要なのか,について大学教員とは違った観点から講演して頂く.学生参

画型 FD とする. 

2)「教員のための英語研修プログラム」 

英語で論理的な文章を書くための様々な手法を含め,学生を指導するために必要な知識

の習得および技術の向上を目的とする. 

3)「地方公立大学における効果的な FD 活動とは」 
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本学と同規模の地方公立大学における FD 活動を紹介して頂き,今後の活動に役立てる. 

 

2-4-4 学外研修参加 

 
（１）名古屋工業大学「第 2回 FD 研究会」 

日時：平成 27 年 2 月 23 日（月）13:30～15:30 

会場：名古屋工業大学 2 号館１階 0211 教室（名古屋市昭和区御器所町） 
参加：森下眞行（デザイン学部デザイン工学科） 
13:30～13:35 開会挨拶  

13:35～14:05 名古屋工業大学における取組「名工大における Moodle の活用」

名古屋工業大学情報基盤センター 助教 伊藤宏隆氏 

14:10～15:10 特別講演「学生の主体的・協調的な学びを引き出す反転授業」 

山梨大学 大学教育センター 教授 塙 雅典氏 

15:10～15:25 質疑応答 

15:25～15:30 名刺交換 

本研究会への参加は初めてあったが,研究発表テーマ「自ら学ぶ力を養うため」から,「学

生の主体的な学び」を「教えること」と「学ぶこと」の両面から支援する仕組みについて,

他学での事例を学び,ベストプラクティスとして取り組むことは本学の FD 活動を質面で向

上させることに役立つと判断し,参加した. 

最初の,名古屋工業大学における取組「名工大における Moodle の活用」は,名古屋工

業大学情報基盤センター 助教の伊藤宏隆氏によるものであった.伊藤氏の説明では,

「Moodle」とは学内 LAN を利用して,シラバスだけでなく,出欠など授業管理システム

を総合的に管理する無償型の授業支援ソフトウェアのことである.本学での導入は大

学の規模も異なり,投資対効果の観点から説明することはできないが,他学ではネット

ワークを活用した総合的な授業支援システムの構築が進んでいる印象を持った.特に

本学では,全く導入されていない MOOC（Massive Open Online Course：大規模公開オ

ンライン授業）などについても参加者間でも意見交換が行われていることに関しては,

本学における新たな課題を発見した. 

特別講演「学生の主体的・協調的な学びを引き出す反転授業」は,山梨大学大学教育

センター教授 塙 雅典氏によるもので,取り上げられた「反転授業」と「アクティブ・

ラーニング」を組み合わせた手法は,本学での「学生の主体的な学び」を引き出す仕組

みとしては,導入・応用が可能である.特に,「SCREEN CAST」というオープンソースを

利用した,事前学習のための授業ビデオの作成は準備等の負荷も少なく,また学生がス

マートフォンなどを利用して授業に参加することが可能な内容になっている.その成

果についても,授業評価（アンケートと成績分布分析）を実施し,高い成果を得ている. 
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2-5 教育評価部会 

   

教育評価部会では,部会開催及びメーリングリストによる意見交換によって教育評

価部会のミッションや事業について検討を重ねてきた. 

その結果,教育評価部会では既存の授業に関する従来の評価（学生による授業評価,

教員による学生評価）の見直しに加え,学事暦,カリキュラムの組立や理念評価と作成

支援（ディプロマ・ポリシー（DP）,カリキュラム・ポリシー（CP）との関連）,シラ

バスの最適化等の基盤について考慮する必要があることが確認された. 

その中で,平成 27 年度から本格的実施を行う,学生の学修成績の GPA（Grade Point 

Average）による評価は授業改善や学修指導に新しい見方を与えるものとして実施され

るが,評価の基礎となっている各授業の試験,レポート,その他の評価方式自体の実態

や有効性が確認されないままに実施されるのであれば,導入の効果は限定されたもの

となってしまう可能性が考えられる.そこで,GPA の解釈に必要となる基礎データの収

集が必要であることが認識され,来年度に向けてその実施が考慮された. 

教育評価においては,評価法（学生,教員）,授業の設計と実施を,改善案-実施-評価-

改善案の PDCA 環に乗せて効果的に推進する必要性があり,特に教育評価部会では各

PDCA要素について分析を行い,受けて個人教員,学科等が改善を実施し再び評価を受け

るという PDCA 回転を促進することが重要と見なされた. 

これらの観点から,教育評価部会では以下のような事業項目を設定し,今後より詳細

に目標設定と事業計画を立てて行く方向の検討がなされた. 

 事 業 名 連携部会 

1 学事暦変更と各学部のカリキュラムについて FD,共通教育,教育企画室

等（専門教育*） 

2 DP 及び CP との関連性からみたカリキュラム評価 教育企画室等 

3 シラバスの最適化 共通教育,FD 等 

4 学生による授業評価の改善 FD,共通教育等 

5 GPA を用いた学修評価 アドミッション,教育企画

室等 

6 授業参観における評価とその利用 FD,教育企画室等 

*学部・学科 

 

項目 1 の学事暦変更は,共通教育に導入された社会連携科目の実施,またその延長に

ある専門科目における地域と関わりで進める演習科目の実施の実現のために早急な検

討が必要とされている.しかし,学科,学部によっては現在のセメスター制からクオー

ター制,トリメスター制への全面的な変更が難しい場合が考えられるため,フレキシブ

ルな学事暦制の導入（例えばセメスターとクオーター制の交互導入等）の可能性を検

討する必要があり,学事暦変更を想定したカリキュラムのシミュレーションが必須と
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なっている. 

項目２のカリキュラムの評価は,カリキュラムが学修の積み上げによる目標達成シ

ステムであることを考慮すると,従来の本学で実施するカリキュラムは具体的な目標

設定においてやや漠然とした構成になっていたことは否めない.DPや CPを更に明確に

して,それらをカリキュラムに反映させてゆくという作業が必要であるため,中・長期

的視点で改善を図る. 

項目３はシラバスの最適化である.シラバスは学生に対して,授業前に授業の達成目

標や学修過程及び方法を示すものであり,授業で利用する資料や評価方法についても

明確かつ詳細に示す必要性がある.教員による一定の自由度を確保しつつも,シラバス

の基礎的要件を満足させるシラバスのフォーマットを形成することが重要と考えられ

るので,その作成に着手する. 

項目 4 は従来から本学が実施している「学生による授業評価」の正確性や妥当性に

ついて検討を進め,授業改善に結びつくようなアンケートのあり方を検討する. 

項目 5 は,来年度本格導入する GPA を用いて,素点や,改良 GPA 等を併用しながら,入

学以降の学修状況の変遷を各種の指標（入試形態,学年,授業形態等）との関連から検

討し,本学の教育の改善に繋げる. 

項目6は,項目4と同じく従来本学のFDでも実施されてきたものであるが,更に有効

活用を図るための方策について検討する. 

上記の幾つかは,今大学における教育の質の保証に関わるものであり,また認証評価

を受けるに当たっても必要とされるものがある.そのため,それらの作業は内容的,ま

た日程的にも認証評価との連動も考慮しつつ進める必要がある.部会事業の実施に際

しては,部会の各メンバーが特定の事業を担当することで効率性を上げると共に部会

メンバーの専門性を高めて行けるように工夫する. 

 

 

2-6 キャリア形成支援部会 

 

キャリア形成支援部会では以下の課題を掲げ,学生支援班と協力しながら大学教育にお

いて学生のキャリア形成を支援する. 1）キャリア教育および就職支援プログラムの現状

調査と検証 2）インターンシップ企画と実施 3）卒業生の組織化（同窓会との連動） 4）

就職支援計画 5）ボランティアの育成と組織化支援 

 

平成 26 年度は部会開催により,次年度以降の活動について検討した. 

平成 26 年度第１回部会開催. 

日 時：平成26年12月10日（水）18：00～19：40 

出席者：難波部会長,有本幹事,尾崎幹事,山本浩史幹事,桐野幹事,齋藤幹事, 

［事務局：井戸学生支援班長,山本主事,大原主事］ 
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(1) 各学部におけるインターンシップについて 

○保健福祉学部：保健福祉学科では授業科目として実習があり,国もインターンシップの

一形態として認めているが,実習＋インターンシップを求められることが多い.介護福祉

士のコースを履修している学生は,社会福祉士のコースとあわせてほぼ年中実習に行く

ことになる.何をもってインターンシップとするか,本学としての定義づけが必要であ

る. 

○デザイン学部：造形デザイン学科では「学外実習」授業科目として今年度は39 名が参

加した.実習先は各教員のネットワークを中心に間配っている.デザイン工学科では「□

□インターンシップ（□□には領域名等）」という科目名で開講. 

○情報システム工学科：例年10名程度が参加し,受入先は市役所,地元企業などであり,授

業科目である. 

（2）各学部における就職支援について 

○保健福祉学部:福祉関係の就職活動は一般的に遅く,4 年次夏季以降にスタートする.

学科支援として,毎年5 月ごろに合同説明会（県内15 ほどの事業所）を開催し,県社会福

祉協議会が開催する就職フェアに学生参加を促している.保健福祉学科では,公務員志望

学生へ保健福祉学専攻の福祉政策講座担当教員やゼミ教員が個別アドバイスを行う. 

○デザイン学部:主に外部講師やOB・OG（デザイナー）を招いた講演,ポートフォリオ作

成支援,個別企業の説明会開催（学部規模での説明会はない.）など,コースや領域単位で

の支援が主である. 

○情報工学部:毎年SEO（一般社団法人システムエンジニアリング岡山）が主催する約20 

社が参加する合同説明会や個別の企業説明会等を実施している. 

（3）就職支援専門委員会の廃止について 

次年度,就職支援専門支援委員会が廃止されるが,従前どおり,各学部各学科に就職支 

援担当教員を配置し役割を担ってもらう必要がある. 

（4）今年度の教育年報作成について 

・各学部学科による就職支援の取組について,集計結果等のデータを添付して掲載する. 

（5）来年度活動への予算要求について 

・情報収集のための旅費やOB・OG の講演会を内容として,教育力向上支援事業予算へ申

請する. 

平成 26 年度第 2回部会開催. 

日  時：平成27年2月18日（水）10：20～12：00 

出席者：難波部会長,有本幹事,尾崎幹事,山本浩史幹事,桐野幹事,齋藤幹事,石井裕准教授

［事務局：井戸学生支援班長,山本主事,大原主事］ 

(1) 情報システム工学科石井裕准教授が主宰する事業との合流が教育力向上支援事業にお

いて指示され,部会として石井裕准教授を幹事推薦し,当該事業を「県大吉備塾」として

卒業生の組織化を図るため来年度以降4年継続計画で実施する. 
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(2) 石井准教授より「県大吉備塾」今年度事業等について説明があり,部会では卒業生や同

窓会を活用し,学生および卒業生のためのキャリア形成の場つくりを目指す. 

(3) 各幹事が調査したインターンシップの実績報告があり,事務局掌握分（以下,表参照）

との異なりがみられたことから,前回会議で言及された「大学としてのインターンシップ

の定義と凡例」の必要性が明白となった.インターンシップ受講の実体を把握する為に,

来年度早々に学科長経由で各ゼミ教員へ調査依頼する. 

 

平成26年度インターンシップ参加状況について 

  ※総社市,NPO法人WIL(キャンパスウェブ)のみ 

学科別人数 H25年度 H26年度 

 総社市 民間企

業等 

計 総社市 民間企

業等 

計 

保健福

祉学部 

看護学科 0 0 0 0 0 0

栄養学科 0 0 0 0 0 0

保健福祉学科 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

情報工

学部 

情報通信工学科 6 11 17 2 11 13

情報システム工学科 5 17 22 0 9 9

スポーツシステム工学科 2 21 23 8 16 24

計 13 49 62 10 36 46

デザイ

ン学部 

デザイン工学科 2 2 4 1 0 1

造形デザイン学科 0 0 0 1 2 3

計 2 2 4 2 2 4

 計 15 51 66 12 38 50

 

（4）次年度の大学教育研究開発センター主催講演会講師として,キャリア形成支援意識を

啓蒙する内容と,地域就職支援に関する施策内容について,各１名計２名を部会で推薦す

ることとなった. 

 
 

2-7 学生支援部会 

 
（１）部会業務の概要及び課題 
平成26年度後期における学生支援部会では,平成26年度末をもって廃止となる学生生活

支援専門委員会における活動（第１章６を参照）と並行して,本学における学生支援活動改

善のための課題を整理するとともに,平成 27 年度における重点活動を企画立案するため,
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調査研究及び検討・協議（３回）を実施した. 

これまで,本学における学生支援は,学生生活を送る上での障害を可能な限り取り除き改

善するための活動（キャンパスの環境改善,経済的支援,心身の健康問題に対応する学生相

談室・保健室活動など）に比重が置かれ,サークル活動等を除いては,学生における主体的

活動により人間的成長をうながす全学的取組という視点に欠けるところがあった. 

以上により,従来の視点及び新たな主体的活動支援の視点を部会にて共有し,現状の課題

を整理した.その概要は以下の通り. 

学生支援に係る本学業務 課題項目：【現状】＊検討対象となる既存の取組及び新規の取組 
1. 学生生活支援 1)新入生大学生活適応支援・在学生一般相談対応：【学科によりば

らつきがあり全学的取組でない】＊クラスアドバイザー制度等 

2)主体的活動支援：【全学的には不活性】＊キャンパスマネージャ

ー制度(主に学内環境に関する視察と提言)及びキャリア教育との

接続 

3)経済支援：奨学金・授業料減免制度,各種学生奨励金制度等 

4)情報提供：【学生便覧及び HP のみ】＊携帯端末対応 

2. 障がい学生支援 1)人的支援：【全学的には研修会等が計画されていない】＊学生・

教職員を対象とした全学的な支援プログラムが求められる（勉強

会・ワークショップ／支援グループの組織化／活動計画ほか） 

2)環境面の支援：【次項 3】 

3. 学内バリアフリー・ユ

ニバーサルデザイン 
1)案内,誘導面の支援：【サイン関係（誘導系中心・変化への対応不

足）】＊案内図を含めた総合的な検証と改善計画 

2)同上：【手元案内（便覧・HP のみ）】＊携帯端末対応が望まれる 

3)バリアフリー環境：【車イス対応（問題箇所が多々）】＊例；（研

修を経て）キャンパスマネージャーをコアに,学生・教職員による

総合的な検証と改善計画. 

4.TA,アルバイト計画と実

施 

＊TA・アルバイト／ボランティア活動の区別について他大学等事例

調査が必要 

5. その他（含むリスク管

理・対応） 
1)学生相談室活動：【全学的には認知度が低い】＊利用案内等の周

知や室内外環境の改善 

2)保健室活動： — 

3)その他：【活動単位の関係性（見えていない）】＊マップの作成 

 

（２）平成 26 年度の部会取組 

 （１）で述べた「新たな主体的活動支援」の取組は,課外における主体的活動（課外アク

ティブラーニング）を全学的にうながし,人間的成長とともにキャリア形成を後押しする取

組をさす.そのため,平成 27 年度より主体的活動のための支援窓口機能をもつ学生支援室

を立ち上げることとした.そこでの支援として,学生リーダー集団（例：キャンパスマネー
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ジャー）をコアに課外活動企画を立ち上げ全学的に参加者を募り活動する場合を例にとる

と,企画に関係する学内組織と学生との関係づくりや,活動上の相談ならびに成果のフィー

ドバック（キャリアポートレート等）等の支援が考えられる.以上及び前表での課題から抽

出した項目に関して,調査研究及び企画立案を行った.概要は以下の通り. 

 

（３）平成 27 年度部会活動の要点〜まとめにかえて 

 以上に基づいて,平成 27 年度における部会活動の要点を,まとめにかえて以下列挙する. 

1) 障がい学生支援ボランティアなどのアクティブラーニング活動支援を本格化させる. 

2) 学生支援室活動の計画実施にあたり,支援情報提供（アプリ開発・供用等）やキャリア

形成支援部会や学内の各センター等との連携活動など,学生支援環境の充実を図る. 

3) 継続取組として,学生相談室の認知度の向上を図るための取組を実施する. 

以上について全学の教職員における共通理解を図るため,研修会開催が必要と考える. 

 

 

活動項目 内容等（番号は前表項目に対応） 
調査研究 1-1) 新入生適応支援等に関する学科取組の調査データ収集（専門委員会協力） 

1-2) アクティブラーニング(FD)支援環境に関する研修会参加 

「New Education EXPO 2014 in 岡山（9/17 岡山県立図書館）」 

1-4) 学生支援情報提供に関する他大学状況調査 

2-1),2) 障がい学生支援に関する研修会参加 

「平成 26 年度障がい学生支援研修会」（8/28 岡山大学） 

「平成 26 年度 第 1 回 発達障害のある学生の支援に関する勉強会」（10/17 川崎医

療福祉大学） 

「平成 26 年度 全国障害学生支援セミナー」（11/10 北海道大学） 

「同上セミナー 専門テーマ別障害学生支援セミナー」（12/13 筑波大学） 

「第４回障がい学生支援委員会（大学コンソーシアム岡山）」（ノートルダム清心女

子大学） 
企画立案 1-4),3-2),5 関連 

・学生支援室の立ち上げと学生支援アプリ（仮称）”e 学生手帳”の開発（企画開

始＊岡山県立大学 平成 27 年度 新規重点事業） 

3-1),5 関連 

・学生相談室への誘導及び内外環境整備（＊平成 26年度教育力向上支援事業,27 継

続予定） 

その他 ・学生支援部会-キャリア形成部会の関係構築 ＊1-2)関連にて検討開始 
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2-8 まとめと課題 

  

本年 10 月に発足した大学教育開発センターでは,大学教育における入学から卒業及び卒

業後までの広い範囲を網羅する 6部会と統合機能を有する 1室で出発したことが大きな特

徴と言える.一つのセンターにミッションの異なる多数の部会が存在することに疑問を呈

する向きもあるかと思うが,在学期間を通じた学生に対する教育の質の保証という観点か

ら見ると,それぞれの部会のミッションや事業は相互に深く関わりがあることが理解され

る.また,複数関連部会が一つのセンターに属することで,それぞれの部会がスタートアッ

プの時点から,全体として共通のゴールを意識できること,またセンター各事業の推進に当

たってはセンターとしての一貫した考え方や手法を共有できることに利点を見いだすこと

ができる.また,各部会の事業は縦割りでのみ行うのではなく,必要に応じて相互に連携・協

力して行うことで単独で実施するよりもより効率的にかつ大きな成果が得られる可能性が

期待される.特に「教育企画室」ではこのようなセンター事業の連携・協力による相乗的効

果を促進するための企画や実務設計を行う部署として置かれた.この半年は各部会個別の

業務について検討する機会が多かったため,部会間,企画室-部会間の協力・連携において特

に見るべきものがなかったが,次年度については,各部会で本格的な事業推進が行われる中

で連携・協力が有力な武器になるように強力に推進する必要があると考えられる. 

 大学教育開発センターの他の特徴の一つとして,それが事務局も含めた全学横断的組織

であることが挙げられる.このような考え方や実施は本学では初めての経験であったため,

センター各部会の幹事やセンター員には,当初学部・学科の利益代表として参加していると

いう考え方を払拭できていない場合も見受けられたが,年度終盤に向けて事業展開する中

で理解が深まってきており,今後その考え方を更に浸透させる必要性がある. 

 各部会の事業については,活動期間の短さもあって本格的実施にまで至っていないもの

が多いが,多数の萌芽的事業が展開されている.そのようなものの例として,本学の教育力

向上支援事業には２部会から申請が提出され,双方とも採択されて次年度の事業の一端を

構成することになっている.また,新規重点事業についても２部会から提案が出され,その

申請が認められた.今年度は各部会のミッションを主に部会内で検討し,部会幹事会で更に

検討するという過程を経てきたが,十分に検討時間が取れていないため,教育企画室のコー

ディネーター機能の強化が必要と考えられる.特にセンターの中・長期事業については,十

分な検討を行った後実施に移すことが必要であるため,次年度はその充実に向けて,方法論

や組織について検討したい.  

 大学教育開発センターの研修会は,本学の教育に関する全学的意識向上のために現在非

常に重要な位置づけとなっている.そのため,本年度からは FD 研修会のみでなく,FD・SD 研

修会も実施することとし実施に移した.FD・SD 研修会は,本学の教育力向上のためには教職

協働が必須であるとの観点から実施するものであり,容易ではない側面があるものの教育

目標の達成のためには欠くべからざるものであり,今後の発展が本学の教育改善の鍵にな

るとも考えられる.センターでは教と職の接点を作るべく,センターの各部会で教員のみな
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らず事務局職員も対等の立場で参加してメンバー構成している.今後ますます両者がそれ

ぞれに動的役割を果たすメンバーとして活動することが望まれる. 

 現在のセンター及び全学の課題として,従来の本学の教育の質保証に対する取組の遅れ

があり,それが大学教育開発センターの初動において大きく影響していると考えられる.早

い機会にこの問題を解消する手段として,来年度は学外研修の強化（教育関連学会や研修会

への参加）を全センター員に対して行っていく予定である.先進大学,機関の動向を知るこ

とは効率よくキャッチアップを行う上で大変有効と考えられる.もう一つは学外から講師

を招聘し新しい情報や技術等の獲得を目指すものである.従来の全学研修会は年間に 2回

程度行われているが,様々な教育に関するトピックスに関する話題について知識を得るた

めには,他の形式の小規模の研修会をより高い頻度で開催する方法も必要と考えられるの

で,来年度から試行したい.また,大学教育開発センター内におけるワークショップもセン

ター員の研鑚に有効と考えられるので,その開催についても来年度早々から検討を進めた

い. 

 

 

３ 教育力向上支援事業 

 

3-1 目的 

  
本学の教育力向上支援事業は大学全体や学部・学科等の人材養成の目的,学生に身につけ

させるべき学習成果を明確にし,教育活動の成果として,本学が学生に保証する基本的な資

質を身に付けた人材を輩出し,社会の信頼に応えるため,教育の充実・質の向上及び教員の

教育力の向上に直接結びつく調査並びに実践活動に助成費を交付する事業である. 

 平成 26 年度事業については学長による教育改革の方針,教養教育改革・グローバル化教

育・地域貢献教育の観点に基づき,新たに学生部長・各学部長・全学教育研究機構長ならび

に教学課の協働により申請のあった事業計画を審査する体制を整備し,採択に向けた作業

を行った（27 件・採択は 25 年度）.平成 27 年度事業についても平成 27 年 1 月に,同様の

体制で審査を行ったが,27 年度において全学教育が共通教育に改正される点や,グローバ

ル化教育関連の申請経費に上限を設ける点など,27 年度の予定や 26 年度事業申請・採択時

にみられた課題に対応するため,改正された関係規程に基づいて審査に臨んだ. 

 

 

3-2 本年度実施事業及び来年度実施予定事業 

 

（１）平成 26 年度教育力向上支援事業一覧 

 平成 26 年度において採択・実施された教育力向上支援事業は以下のとおり. 

平成 26 年度 教育力向上支援事業 実施事業一覧（全２７事業） 
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事業の 

主な対象 
代表者所属 代表者名 事業名 

全学教育 
保健福祉学部 

看護学科 
杉村 寛子 

中級英語必修化に向けての多読教育

プログラムの再検討（２年目） 

全学教育 
デザイン学部 

デザイン工学科 

ブルネリ  

 アンソニー 

クラスマネージメント・システム

(Moodle)の導入と英語力養成のため

の調査研究 

全学教育 
デザイン学部 

デザイン工学科 
朴 貞淑 

使える役に立つ実践的な韓国語の学

習支援 

全学教育 

情報工学部 

スポーツシステ

ム工学科 

綾部 誠也 

体育授業の教育効果向上と活力ある

学生生活の支援を目的とした健康・ス

ポーツ推進センターの整備 

保健福祉 
保健福祉学部 

看護学科 
名越 恵美 

成人看護学急性期におけるシミュレ

ーション教育効果の検証 

保健福祉 
保健福祉学部 

看護学科 
二宮 一枝 

看護専門職のためのグローカル・ラー

ニングシステム構築 

保健福祉 
保健福祉学部 

看護学科 
山口 三重子 

看護実践能力向上に向けたブレンデ

ィッドラーニングシステムの構築 

保健福祉 
保健福祉学部 

栄養学科 
岸本 妙子 

全学教育と専門教育の連携によるグ

ローバル社会に対応できる食文化及

び栄養学教育の推進 

保健福祉 
保健福祉学部 

栄養学科 
新田 陽子 韓国食文化学 

保健福祉 
保健福祉学部 

栄養学科 
山本 耕一郎 

英語による専門教育の実施とその方

法の開発 

保健福祉 
保健福祉学部 

保健福祉学科 
佐藤 和順 

リアリティショックを克服し就業継

続できる力量を有した保育者養成の

プログラム開発 

保健福祉 
保健福祉学部 

保健福祉学科 
中村 光 

岡山県立大学に適合した保健・医療・

福祉の多専門職連携教育プログラム

の開発 

情報工 

情報工学部 

情報システム工

学科 

石井 裕 
卒業生による講習会「県大吉備塾」の

実施 

情報工 

情報工学部 

情報システム工

学科 

但馬 康宏 

プログラミング教育における解法組

立てと問題分析能力を養う教材およ

びカリキュラム開発 
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情報工 

情報工学部 

情報システム工

学科 

福田 忠生 
ものづくり関連授業の総合的理解度

の向上に向けた教育方法の検討 

情報工 

情報工学部 

スポーツシステ

ム工学科 

井上 貴浩 
スマートプロトタイピングのための

学習強化プログラムの開発 

デザイン 
デザイン学部 

デザイン工学科 
岩本 弘光 

建築・デザイン海外研修による国際交

流推進と建築・教養教育の充実 

デザイン 
デザイン学部 

デザイン工学科 
尾崎 洋 

新領域教育に対応した技術アドバイ

ザー制度導入とプロトタイピングデ

ザイン技術教育の実践 

デザイン 
デザイン学部 

デザイン工学科 
金丸 敏彦 

ものづくり工房運営についての調査

研究２ 

デザイン 
デザイン学部 

デザイン工学科 
兒玉 由美子 

岡山外語学院の留学生と本学学生を対

象にした慶應義塾大学大学院経営管理

研究科指導陣による英語セミナーの開

催 

デザイン 
デザイン学部 

デザイン工学科 
森下 眞行 

デザインパテントコンテストを活用

した実践型創造力創出教育プログラ

ムの開発 

デザイン 

デザイン学部 

造形デザイン学

科 

樫尾 聡美 
ものづくり専門教育のグローバル化

に向けた取り組み 

デザイン 

デザイン学部 

造形デザイン学

科 

関﨑 哲 

教養教育としての美術鑑賞の内容明

確化と具体的プログラムの開発・実践

事業 

デザイン 

デザイン学部 

造形デザイン学

科 

山下 万吉 

ＩＴコンテンツデザインコース及びビジュ

アルデザイン領域におけるプロジェクトを

用いた教育プログラムの実施 

全学的/ 

学部間 

課題 

デザイン学部 

造形デザイン学

科 

齋藤 美絵子 
情報工学部・デザイン学部合同による

｢対話型発想教育プログラム｣の実施 

全学的/ 

学部間 

課題 

情報工学部 

スポーツシステ

ム工学科 

迫 明仁 
学生相談室の認知度向上を目途とす

る環境構築の試み 

全学的/ 

学部間 

課題 

情報工学部 

スポーツシステ

ム工学科 

佐藤 洋一郎 

ビブリオバトルによる読書推進とコ

ミュニケーション能力向上プログラ

ム開発 
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（２）平成 26 年度教育力向上支援事業の概要と成果  

ア 全学教育研究機構関係 

平成26年度教育力向上支援事業における全学教育関連は語学関係3件および体育関係1

件の計 4件である. 語学教育の内訳は，英語教育関係が 2件，韓国語教育が 1件であった.

概要及び成果は以下のとおりである. 
 

事 業 名  中級英語必修化に向けての多読教育プログラムの再検討 
代 表 者  杉村 寛子 （保健福祉学部看護学科教授,語学センター長） 
概要及び成果 （概要） 

 多読書の貸し出し傾向を分析し,適切な選書を行う 

 1 日 15 分多読マラソンプロジェクトの基礎英語Ⅱにおける実施 

 上級英語履修者への英語版ビブリオバトルの実施 

（成果） 

 多読書の貸し出し数の大幅な上昇（語学センター報告欄参照） 

 1 日 15 分以上英語の本を読む度に,固有のシートとブックリポート

に記録を取らせ,学生の取組状況を測定した.半期で約2000時間の多

読学習に取り組んだ学生は,基礎英語Ⅱ受講者 94 名（杉村担当 3 ク

ラス）のうち 52 名で,そのうちわずか 11％（6名）が 2000 時間の多

読学習を完遂した.また2000時間には達しなかったが,読了した本の

冊数が 10 冊以上に昇った学生は 25%（13 名）であった.日常的に読

書習慣のない学生が多いため,英語で書かれた読み物に興味を持た

せるためには,さらなる工夫が必要であると思われた.また授業外の

課題ということで,2000 時間を達成するのには,専門科目における学

業（実習・演習）が大きく影響し難しかったと回答する者も多かっ

た.次年度は時間ではなく,頁数の累積で評価を行うこととし,その

ための記録シートも新しく改良している. 

 上級英語履修者にも同じく多読書を読ませ,そのうち気に入った本

について,英語で 3 分間（ビブリオバトルの公式ルールは 5 分間,た

だし,これは日本語による）紹介させる機会を持った.履修者にとっ

てはじめての経験ではあったが,次回このような企画があれば参加

してみたいと回答している. 
 
本事業は,TOEIC テスト受験者においてリーディング・セクションにおける得点がリスニ

ング・セクションと比べ相対的に低いとする調査結果に基づき,リーディング能力の向上を

目指して平成 25 年度より実施されている.平成 26 年度に初めて実施した TOEIC IP 全員受

験の結果を参照しながら,より一層の改善策の検討が期待される. 
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事 業 名  クラスマネージメント・システム(Moodle)の導入と英語力養成のため

の調査研究 
代 表 者  ブルネリ アンソニー （デザイン部デザイン工学科准教授） 
概要及び成果 （概要） 

近い将来,Moodle に代表されるクラス・マネージメント・システム

（CMS）を導入することは,TOEIC の得点向上を推進しようとする英語教

育にとって,学生の学習意欲向上に大いに貢献するものと期待でき

る.CMS を利用して英語を学ぶことによって,学生たちはより興味深い

教材で英語を学ぶことができる. 

（成果） 

 Setting up the system software is simple and free. 

 Moodle contains a total multi-media experience for improving 

student motivation, as well the ability to participate in 

multi-school networking. 

 Use of chat sessions and forums greatly improve writing skills; 

quizes greatly improve comprehension skills. 

 Moodle Reader is integrated into the CMS to help students and 

teachers alike in assessing Extensive Reading programs. 
 
国際的に活躍できるグローバルな人材を育成するため,e-ラーニングシステムとし

て,Moodle などのクラス・マネージメント・システム（CMS）は,語学教育に留まることなく,
大学等の高等教育機関において,様々な教育分野で利用され,その効果が報告されている.本
事業は,英語教育に特化したものではあるが,全学的な利用への拡大と展開を見込んだ検討

が,今後に必要となると思われる. 
 
事 業 名  使える役に立つ実践的な韓国語の学習支援 
代 表 者  朴 貞淑 （デザイン学部デザイン工学科講師） 
概要及び成果 （概要） 

・韓国語能力試験（Test of Proficiency in Korean,TOPIK）及び韓国

語のスピーチ大会へチャレンジすることで,学生のスキルアップ,日

韓における国際的に活躍できる学生の育成及び学外での自己評価を

する. 

・韓国語における話し方・聞き方・書き方・読み方などの内容及び学

習支援の再確認を促す. 

・使える役に立つ実践的な韓国語を身につける学習支援について,実態

の把握,その現状と動向,改善点などを抽出する. 
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（成果） 

・平成 26 年度において,韓国語能力試験（TOPIK）2 級に 1名が合格し,

ハングル能力試験 4級に 1名が合格している. 

・韓国語スピーチ大会「話してみよう韓国語・岡山大会」に 3 名の学

生が参加し,韓国語における実践的な体験を行った.学生のスキルア

ップ,学外での自己評価が得られ,韓国語について自信につながっ

た. 
 
平成 26 年度計画では,「基礎韓国語Ⅰ・Ⅱで,1,500～2,000 の語彙習得（韓国語能力試

験（TOPIK）2 級程度）を引き続き目指す」ことが掲げられている.本事業は,平成 25 年度

までの成果を活かして,平成 26 年度は使える役に立つ実践的な韓国語の学習支援を取り上

げて,韓国語能力試験などを含めて,日韓における資料をハード,ソフトの両面から分析を

行った.韓国語の構造,発音,文法,語彙から韓国の文化まで幅広い,実践的な韓国語プログ

ラムの再構築ができた.学習支援の研究的かつ実践的な取組は今後とも求められる. 

 
事 業 名 体育授業の教育効果向上と活力ある学生生活の支援を目的とした健

康・スポーツ推進センターの整備 

代 表 者 綾部 誠也 （情報工学部スポーツシステム工学科准教授） 

概要及び成果 （概要） 

スポーツⅠ・Ⅱは,雨天時に授業運営が困難になり,また,冬期は寒波

が厳しく照度も十分でないため,学生の満足度も十分に得られていな

い.また,多くの学生が屋内でのスポーツ実技授業の実施を期待してい

る.このため,本事業においては,他大学の体育施設の視察を行い,他大

学の実態を把握し,その結果を本学の施設整備にフィードバックする

ことを目的とする. 

（成果） 

本学と規模や専門が類似した5つの大学にて体育施設の視察を行い,

他大学のスポーツ実技授業の実態を調査し,本学のスポーツ実技の改

善点として以下の点を考慮し,今後の教育力向上に努める. 

・天候や気候に影響を受けない授業環境・設備の整備を検討する. 

・本学設備の限界を踏まえ,同一時間帯の受講者数上限を検討する. 

・可能な限り多くの学生が屋内環境で受講できるように実技種目を考

慮する. 

 
本事業は,健康・スポーツ推進センターの基盤である体育館の整備と有効活用を鑑みた事

業の一貫である.本事業により得られた成果は,平成 27 年度以降の授業カリキュラムにも

反映することにより教育力向上に寄与する.また,体育館のハード面の課題や授業時間割に
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関する課題については,今後の検討課題として残されており,その解決のためには,健康・ス

ポーツ推進センターの構造・機能の改革を視野に入れた解決策が求められる. 

 

イ 専門教育関係 

平成 26 年度の教育力向上支援事業では,27 件の事業が採択された.そのうち専門分野な

らびに全学的かつ学部横断の取組は 23 件に上る.事業内容は専門教育におけるグローバル

化や地域連携の拡充に関するもの,学生の資質や社会の変化等に応じた教育手法の進展を

ふまえた教育改善に関するもの,技術革新等に応じた教育手法の進展をふまえた教育改善

に関するもの,ならびに教養教育を含む他分野との融合教育や環境改善の推進に関するも

のに概ね分類される.なかでもグローバル化や地域連携の拡充に関するものは 7 件に上っ

たが,その成果がグローバル化教育や地域貢献教育の進展に寄与することが期待される.一

方,専門教育において教養教育との融合を図る取組は 1件と低調であり,今後この領域での

事業申請の増加が求められる.平成 26 年度事業として採択・実施された 23 件の活動成果概

要は以下の通りである. 

１）看護学科 

事業名 成人看護学急性期におけるシミュレーション教育効果の検証 

代表者 名越 恵美 

概要及び成果 (概要) 

・プログラム設計からシミュレーション教育の実践としてシナリオ作成

・又松（ウソン）大学校シミュレーションセンターまたは国内のシミュ

レーションセンターの見学 

・成人看護学急性期実習前後の学生の変化のデータ収集とその一部を評

価. 

(成果) 

・シミュレーションプログラム胃全摘術を受ける胃がん患者のシナリオ

を作成. 

・又松（ウソン）大学校シミュレーションセンター見学し,活用方法の確

認を実施 

・講義内でのシミュレーション演習を実施し,評価として学生の情意面で

の学びが深化 

・成人急性期実習前後の演習によるデータとしてビデオ撮影；現在,対象

学生は 3年次生の臨地実習中であるが学内でのシミュレーション教育

の成果として各領域の指導者・学生からアセスメント力向上の評価を

得ている. 

平成26年度には,シミュレーション教育に向けてのシナリオを作成し,一部学生が演習で

− 92 −



- 93 - 
 

使用した.学生はディブリーフィングでの振り返りにより自己の傾向を振り返ることがで

きた. 

平成 27 年度は,学生の自己学習力向上にむけて課題達成のために評価表作成を実施予定

である.また,学生自身の実習前後の臨床判断能力の変化を確認する必要がある.このよう

な学習支援は,学生の臨床判断能力育成に向けて必要であり,いつでも演習できる学習環境

の整備が求められる. 

 

事業名 看護専門職のためのグローカル・ラーニングシステム構築 

代表者 二宮 一枝 

概要及び成果 (概要１：北木島宿泊研修) 

・9 月に 4年次生がマネジメント論実習（実習施設：笠岡市）で 1泊 2日

の宿泊研修（地区踏査,インタビュー,家庭訪問,介護予防事業,ディサー

ビス等）を行い,島の現状と課題について島関係者に報告し意見交換し

た. 

・大学院生及び学部生を対象に学内報告会を行い,11 月の宿泊研修への引

継ぎをした. 

・11 月に大学院生（保健師課程）と 3年次生有志が宿泊研修を行い,9 月

の活動に加えて,「島の保健室」を開催した. 

・備中県民局「平成 26 年度わが町で保健医療福祉の『人づくり地域づく

り応援隊』事業報告会」に教員が参加し,現状と課題について意見交換

した. 

・3 月（23 日及び 25 日）に関係者と本事業の評価及び今後の計画につい

て検討した. 

・成果報告書を作成し,次年度の教材とする. 

(概要２：ネパールにおける国際保健看護論演習) 

・教員（トリブバン大学教員含む）及び AMDA 関係者等の講義により準備

した. 

・12 月に,教員が引率して大学院生 3名は,ネパールにおける保健医療活

動の実際を見聞し,コミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて地

域看護診断を行った. 

・成果報告書を作成し,次年度の教材とする. 

(成果) 

・大学院における保健師教育と学部教育との効果的な接続を図ることがで

きた. 

・平成 27 年度から開講する学部の新カリキュラムの統合実習準備への示

唆を得た. 
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・ネパール非常勤講師等とのチームティーチングの実現可能性が確認でき

た. 

・ネパールにおけるチームティーチングに至る活動は,国際医療貢献フォ

ーラム（県・AMDA 主催）で発表した. 

・4 年次生は 3年次生に指導･助言することを通して学びを深め,大学院生

（保健師課程）は学部生に範を示す等,交流による学修ができた. 

・4 年次生は 9月の成果を公立大学協議会学生大会（神戸）でポスター発

表した. 

・教員も本事業について公立大学協議会学生大会（神戸）でポスター発表

した. 

・大学院生は,島とネパールとの双方を経験することにより,プライマリー

ヘルスケアの本質について理解を深め,グローカル（Think globally, 

act locally.国際的な視点をもち,自分の地域・職域で実践する）な人

材育成に資することができた. 

・報告書は次年度の大学生･大学院生の演習・実習指導教材として活用で

きる. 

平成 26 年度は,学部と大学院と双方の保健師教育を並行して行い,学部看護師教育と大

学院保健師教育との効果的な接続をはかりつつ,グローカルな人材を育成するシステム構

築への足がかりを得た.次年度は,学部新カリの統合実習の実施に向けて,共通教育や地域

連携推進センター,備中保健所,笠岡市,NPO,AMDA 等との連携協働のもとに,看護専門職の

ためのグローカル・ラーニングシステム構築に努めたい. 

 

事業名 看護実践能力向上に向けたブレンディッドラーニングシステムの構築 

代表者 山口 三重子 

概要及び成果 (概要) 

・新カリキュラムでの導入科目（看護アセスメント関連）の実施と評価

・実習用ルーブリックを用いた実習後の評価 

・WEB で利用できる教材の作成および利用状況の調査と改善点の抽出 

・新カリキュラム導入後の学生評価との比較のために,旧カリキュラム学

生の卒業時の到達度自己評価実施 

(成果) 

・新カリキュラムでの新設科目「看護アセスメント学」を 3年次生後期

に実施した.実習直前の開講であったため学生は積極的に学び,解剖生

理・病態生理・発達段階の影響についてアセスメント能力が高まった.

・既存の基礎看護実習評価表の課題を検討し,ルーブリックを用いた評価

表を作成し,基礎看護学実習の評価を行った（保健福祉学部紀要 2014
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に成果を投稿）. 

・e-ラーニングに利用可能な正常心音,正常肺胞呼吸音に関する音声ファ

イルを作成し本学の看護学科,在校生の方へのページに公開するとと

もに,インターネットを活用した学習状況の調査を実施した. 

・文部科学省から提言されているコアカリキュラムの項目と到達度を用

いて調査票を作成した.卒業時到達度の結果については分析中である.

平成26年度は新カリキュラムになって3年目となることから新設科目および新しい試み

の評価を実施した.特に看護実践能力の向上を目指して,新設された看護及び臨床アセスメ

ント関連科目の授業効果を評価した.さらには,いつでもどこでも視覚的に学習できる WEB

上での教材開発を行い,本学 HP 上に公開した.今後はこれらの活用状況と効果について,卒

業時の到達度評価等から検証する. 

 

２）栄養学科 

事業名 全学教育と専門教育の連携によるグローバル社会に対応できる食文化

及び栄養学教育の推進 

代表者 岸本 妙子 

概要及び成果 (概要) 

・異文化の背景を持つ外国人各々の食文化や宗教を配慮して栄養指導や

食事管理ができる専門職養成を目指して,特別講義を実施し,次の①②

の教材を作成する.①訪日外国人への英語での栄養指導の場を想定し

たスキットを中心とした英語教材を作成し,評価する.②宗教上の文化

の違いや食の禁忌に対応できる調理対応ガイドを作成し,理解度を測

る. 

(成果) 

・外国人,特にハラール食に対応している病院の管理栄養士による特別講

義を「栄養教育論Ⅰ」で受講させ,栄養学科生の外国人支援意識を調査

したところ,意識面のみでなく行動面にも影響を及ぼす可能性が確認

できた. 

・栄養指導英語教材に関して約 94％の学生が教材はわかりやすいと回答

した. 

・イスラム教徒対応を想定して,ハラール食調理対応ガイドを日本語版及

び英語版で作成し,栄養学科の2年次生及び4年次生を対象にガイドを

用いて異文化理解度を調査したところ,4 年次生でより理解されてい

た. 

平成26年度に全学教育科目「食と健康」（栄養学科生には「食生活論」）での食文化領域

での学習を踏まえて,学部教育科目「栄養教育論Ⅰ」での特別講義1回,授業前・後のアンケ
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ート調査,及び異文化理解度調査を実施した. 

今後は,選択科目である「食生活論」・「食と健康」の履修者数が少ないという点に対処す

るため,異文化や宗教上の違いへの理解を深め互いの文化を尊重する姿勢を養成できる食

育教材を作成して栄養学科生に試用すること,さらに,ハラール食調理対応ガイドを用いて

の行動面での実践でより有効な成果が見込まれる. 

 

事業名 韓国食文化学 

代表者 新田 陽子 

概要及び成果 (概要) 

・韓国大田市の又松（ウソン）大学校で行われる学生向けの調理実習の

引率 

・韓国の家庭料理の調理実習を体験 

・韓国料理とフランス料理の融合料理の調理実習を体験 

・通訳を介して韓国特有の調理法,配膳などの食文化を見聞きし学習 

(成果) 

・実際に調理を体験したことで,今回の演習項目の料理を学ぶことがで

きたため,調理材料の知識,調理技術の幅が広がり,本学での調理実習

の指導スキル向上に役立てることができた. 

・韓国の食文化についても学ぶことができ,異文化の理解力の向上を目

指したカリキュラムの改善に役立てられるスキルを身につけることが

できた. 

平成26年度に隔年開講の韓国食文化学(学術交流協定校の又松（ウソン）大学校で調理実

習を体験する演習)に引率教員として参加し,海外での演習を実践した.グローバル教育の

推進にむけた教育力向上につながったと考える. 

今後はグローバルな観点からの内容充実のため,学内で行われる調理実習の内容を一部

修正する予定である.具体的には15回の実習のうちの1回か2回は韓国料理やその他の外

国の料理を取り入れることを検討している. 

 

事業名 英語による専門教育の実施とその方法の開発 

代表者 山本 耕一郎 

概要及び成果 (概要) 

・学生の英語力を向上させるために専門科目の微生物学で英語を多く使

う授業を実施した. 

・使用した教科書は米国の学部学生向けの微生物学の教科書で,塗絵をす

ることで学習できる形式である. 

・教科書本文の約９０％（約７万語）を教師用としてテキストファイル
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化し,全てについて音声ファイルを作成した（同様の作業は各学生にも

求めた）. 

・教科書の塗絵イラストは教師用として画像処理ソフトでカラー化し,

これを用いて講義スライドを作成し講義用,考査用のスライドも作成

した. 

・専門用語辞書を学生全員で共同で作成させ,共有使用した. 

・各講義前にヒアリングにより内容理解を中心とした予習復習試験を合

計１８回実施した. 

・学生は毎週全員教員研究室を訪れることを義務付け,学習上の問題点の

解決をはかった. 

(成果) 

・学生の単位修得率は例年とほぼ同じ８１％を達成できた.不可の学生

は,追試験（又は本試験）を受けなかった学生だけで期末試験,追試験,

再試験を受けた学生は全て合格出来た. 

・看護学科１年次生の平均は栄養学科２年次生の５５％に留まってい 

た. 

・９割以上の学生は提出物（教科書塗絵,書き込みチェック）を提出し,

９５％以上の学生はほぼ全ての考査を受けさせることが出来た. 

・同学年,同学科でも,学生間の偏りは大変大きいことが解った. 

・最も重要な点は,今回の方法では講義は英語スピーキングで行う必要は

全くなく,英語のスピーキング力の不足する教員でも十分に取り入れ

ることが可能であることが分かった点である. 

この授業は担当教員の退職により平成26年度のみのものであったが,予算の関係で,英語

ナレーターを雇うことはできなかった.しかし近年,英語音声についてはWeb上の翻訳サイ

トなどの肉声と変わらない変換ソフトの存在がわかり,経費削減に大いに役だった. 

今回授業で気づいた最大の問題は 

１.学生間の学力の差が著しく,その差は英語の使用で如実に現れた印象があったこと. 

２.英語の専門授業が４年間でわずか１科目だけでは全く焼け石に水であること. 

３.科学で使用する英語単語は他の多くの基礎教科の英語と大半は共通しているので,各

学期で３科目程度,英語教科書を使うなどの英語を取り入れた授業を行うと,教師も学

生の負担も大幅に減らすことが可能であろう.このような教科が４年間続けば学生の英

語力は大幅に向上することが十分期待できる. 

担当教員は本年で退職なので,今後の予定はない.しかし,作成した１０ギガバイトを

超える音声,画像資料は,後任教員に移譲する予定である. 
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３）保健福祉学科 

事業名 リアリティショックを克服し就業継続できる力量を有した保育者養成の

プログラム開発 

代表者 佐藤 和順 

概要及び成果 (概要) 

・第 55 回中・四国保育学生研究大会への参加 

・基礎ゼミナール合同研究発表会の実施 

・幼稚園・保育所等の見学・体験学習,現職者の講話の実施 

・保育教材「カプラ」ワークショップの実施 

(成果) 

・保育学生研究大会に参加し,他大学の学生の研究発表等に触れることで,

学内の合同研究発表会に積極的に参加することができた. 

・幼稚園・保育所等の見学,現職者の講話を通して,保育職の現状を理解し,

自らの理想の保育者像を明確化することができた. 

・保育教材を実際に使用し,使用方法とその効果を理解することができた.

平成26年度は2年次生を対象に保育学生研究大会への参加,基礎ゼミナールの合同研究発

表会を実施.調査学習を通した認知的,倫理的,社会的能力,教養,知識,経験を含めた汎用的

能力の育成に努めた.また,ワークショップを通して,現場に有用な実践力について理解さ

せた.1年次生を対象に協働授業等での見学,体験学習,講話を通し,保育者の現状を理解さ

せることができた. 

今後は各取組,協働授業の連携を図り,より効果的な事業展開をする必要があると考え

る. 
 

事業名 岡山県立大学に適合した保健・医療・福祉の多専門職連携教育プログラ

ムの開発 

代表者 中村 光 

概要及び成果 (概要) 

・保健福祉学部 3学科の 3年次生を対象に,保健・医療・福祉専門職にお

ける interprofessional working（IPW）を実践的・体験的に学ぶ「チ

ームガバナビリティ演習」（選択,1 単位）を開講した. 

・授業は,「IPW に関する講義」「IPW のためのチームビルディング演習」

「クライエントとの交流」「病院実習」「成果報告会」から構成した. 

(成果) 

・看護学科 7名,栄養学科 23 名,保健福祉学科 6名の学生が受講した. 

・学生の授業満足度は極めて高かった（例：授業評価アンケート平均 4.5

点）. 

・OPU フォーラムにおいて,本プログラムにおける取組を紹介した. 
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平成26年度において保健福祉学部で唯一の学科横断型授業であり,学外教育資源（外部講

師,患者会,臨床施設）の協力を得ながら,保健・医療・福祉分野の専門職を目指す学生が実

践的にチーム協働を学ぶ場として定着し,キャリア教育としての側面も持つ,学部の特徴的

カリキュラムと評価されている. 

今後は,プログラムの改良を継続するとともに,成果と課題をより詳細に分析し,IPW教育

における岡山県立大学モデルとしての情報発信を強化することが課題である. 

 

４）情報システム工学科 

事業名 卒業生による講習会「県大吉備塾」の実施 

代表者 石井 裕 

概要及び成果 (概要) 

・より成熟した大学を目指すため,社会で活躍する卒業生と積極的に交

流し,体験による知見を活かしていく. 

・卒業生との交流が不足する情報工学部において「県大吉備塾」を実

施する. 

・1 回当たり 2 名の講師を招聘し,短期的な就職活動に関する内容では

なく,業界の特徴や方向性など,現場の情報を説明してもらう. 

・20～30 名程度の学生参加者を見込む. 

（成果） 

・平成 26 年度は 2回の県大吉備塾を実施した. 

・第 1回は携帯電話に関する業務として,携帯電話・スマートフォンの開

発メーカーグループリーダ－,また Web・アプリケーション開発会社代

表取締役を招き,教職員を含めて 30 名程度の参加者があった. 

・第 2回は人間中心設計を基本とするデザイン思考の研究職,また大阪を

拠点に活動する岡山の企業の営業職という全く別の分野に属する２人

を招き,学部3年次生から博士前期課程学生まで,20名程度の参加があ

った. 

・参加者である学生・教職員からは非常に良い話が聞けたという意見が

あり,また講師からも学生あるいは講師相互に交流ができて良かった

との感想を得た. 

保健福祉学部の各学科は,岡山県立短期大学以前からの継続性や学外実習において卒業

生を始め現場からの知見を学ぶ機会が比較的多い.デザイン学部では,文部科学省・大学生

の就業力育成支援事業：「デザイナーの卵」孵化推進教育プログラム（教育GP）の一環と

して積極的に卒業生を講師とする事業展開が行われている.本企画は,情報工学部におい

て卒業生との交流を一層深めることを目的とするもので,その足がかりを得る事業として

実施された.平成26年度は,教員主導で企画が運営されており,交流の機会が十分に活かさ
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れているとは言えない.そのため,今後学生がより一層自主的に参加するような仕掛けが

期待される. 

 

事業名 プログラミング教育における解法組立てと問題分析能力を養う教材およ

びカリキュラム開発 

代表者 但馬 康宏 

概要及び成果 （概要） 

・プログラミングの初歩教育に使える「手作業コンピュータ」の作成 

・プログラミング良問リポジトリの作成 

・これらを組み合わせたプログラミング関連のカリキュラムの充実をは

かる. 

（成果） 

・工具箱とクリップ,マグネットシートを活用した「メモリ模型」を作 

成し,変数の理解,ポインタの動作の仕組みなどを理解させる補助器 

具を作成した. 

・演習課題を蓄積できるネットワークディスクを準備し「良問リポジト

リ」とした. 

・スマートフォンの開発環境を授業で取扱い,プログラミングコンテスト

である「学生ケータイあわーど」へ授業受講者から応募者を出せた. 

近年,従来の授業,演習の方法ではついてこられなくなる学生が目につくようになった.

特にここ数年の傾向として（１）問題を分析し,既知の小さな課題に分解する能力の不足,

（２）根気よく考え抜く能力の低下が挙げられる.これに対して本取組ではプログラミン

グ教育において一定の改善を行うことができた.今後は各学年間の連携を深めるなど総合

的な取組を行うことにより一層の発展が見込まれる. 

 

事業名 ものづくり関連授業の総合的理解度の向上に向けた教育方法の検討 

代表者 福田 忠生 

概要及び成果 (概要) 

・1 年次から 3年次へと連続するものづくり基礎科目・実験演習科目の

連携 

・対象科目で共通する機械部品教材の選定 

・選定教材による加工法・製図法に対する講義を実施 

・選定教材による強度計算に対する講義を実施 

(成果) 

・片持ち梁形状のドアノブを選定教材とし,製造法・荷重負荷時の変形

挙動・CAE 解析など,複数の科目で連携した講義を行い,理解度向上に

寄与することが出来た. 
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独自アンケートによるものづくりに関する学生の意識調査を実施

し,次年度以降のシラバス作成に成果を反映することが出来た. 

平成26年度計画において,「実物を用いた授業により,学生が科目間の関連性も含めて総

合的に理解できるようにすることを目的とする」としており,科目間の連携を重視して多様

な観点から検討・実施した.同一教材による連携は学生の理解度向上に寄与すると期待され

る.ものづくりの総合的理解には,実現象を見る・聴く・触るなどの経験が重要である.次年

度以降は,同一教材による連携だけでなく,さらなる体験的な学習支援など改善策の検討が

見込まれる. 

 

５）スポーツシステム工学科 

事業名 スマートプロトタイピングのための学習強化プログラムの開発 

代表者 井上 貴浩 

概要及び成果 (概要) 

・機械システムのモデル化とシミュレーション（数値解析）の必要性

の理解 

・解析結果を製品設計にフィードバックする工程が主流であり,その費

用対効果を学ぶ. 

・人体数理モデルを構築し,各種スポーツに多く見られる身体回転運動

をシミュレータ上で実行する手法を学ぶ. 

(成果) 

・MATLAB/Simulink を用いた授業プログラムの開発 

・物理パラメータである慣性モーメントが身体姿勢の変化によって容

易に変化することを理解し,直感的なイメージとして学ぶことがで

きた. 

・大学の物理教育の特徴的概念である回転運動の原理や方程式等の理

解が進み,高校課程で学んだ並進運動の物理学との異同を深く理解

できた. 

・制御工学の応用分野となる不安定系の安定化制御に関する基礎的部分

をまとめることができ,来年度の実験授業に向けた資料作成の準備が

整った. 

今後は,動的システムのモデリング手法や最新シミュレーション技法を「見える化」し

た上で講義や実験に積極的に取り入れる.多くの製造業がモデルベース開発手法を採り入

れることが予想されるため,よりスマートに製品開発を実現するプロトタイピング手法を

習得させなければならない.また,外国人の新卒採用が増える中で,即戦力として評価され

る高度人材の輩出に努める.このような取組はプレゼンテーション能力の向上にも役立つ

と考えられる. 
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※全学的／学部間課題（１） 

事業名 学生相談室の認知度向上を目途とする環境構築の試み 

代表者 迫 明仁 

概要及び成果 (概要) 

・学生相談室への認識を高め,来談しやすい環境を構築する.  

・学生相談室の環境デザインに関するコンセプトの作成 

・具体的な環境デザインの設計と製作 

・環境整備の結果に関する評価 

(成果) 

・学生相談室の外装を中心に検討し,誘因性を高めるための掲示物やオ

ブジェの配置,照明等の再構築を検討した. 

・掲示およびリーフレットに用いるイラストなどを作成した. 

・環境整備のための予備調査として,アイカメラによる人間工学的評

価,画像の顕著性マップ解析による評価を行った（学会発表）. 

学生４人に１人の割合で,学生相談室の存在・場所が認識されていない現状がある.本事

業では,学生相談室の認知度の低さを改善し,潜在的な来談者を顕在化させて,より有効な

学生支援につなげることを目的としている.学生相談室スタッフのみならず,デザイン学部

の教員,学生,情報工学部教員の協力を得て,上欄に掲げた試みを行い,学生相談室環境の改

善に一定の成果を得ることができた.残された課題も多いので,同事業の継続が望まれる. 

 

※全学的／学部間課題（２） 

事業名 ビブリオバトルによる読書推進とコミュニケーション能力向上プログラ

ム開発 

代表者 佐藤 洋一郎 

概要及び成果 (概要) 

・プレゼンテーション能力およびコミュニケーション能力の向上のため,

一般教養教育の場としてのビブリオバトル（書籍の紹介）を教育プロ

グラムとして応用する. 

・本事業に係る企画を学生が主体となって実施することで,学生の主体性

の向上,社会への参与の準備などの教育効果が期待できるだけでなく,

大学と地域とのつながりを活性化できる. 

・本事業では単にイベントの実施だけでなく,事後調査を行い,結果を質

的に解析することで,その効果を検証する. 

・地域や近隣高校との連携により,本学と幅広い層の地域住民とのつなが

りが構築され,その文化的事業の発信の場としての岡山県立大学の存

在意義を示すことが期待される. 

 (成果) 
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・本学図書館において,2 度公開型ビブリオバトルを実施した. 

・教員間・学生間交流のための非公開型ビブリオバトルを毎月 1回程度

実施した. 

・全国ビブリオバトル 2014 京都決戦・岡山地区予選会を開催・運営し,

デザイン学部生が本学代表として出場した. 

・総社高校との合同企画を実施し,総社高校から 5名の参加を得て合同

ビブリオバトルを実施した. 

・本事業を通じた教育効果についてアンケートによる質的評価を行った.

ビブリオバトルは全国的にもさらに認知度が高くなり,発展が期待される取組で,文化的

事業の発信の場としての岡山県立大学の存在意義を示すことにつながる.本事業では,教員

と有志の学生との参加により,ビブリオバトルを定期的に実施したことにより,本学の学生

を岡山県代表として全国大会（京都決戦）に出場させることができた.また,総社高校との

合同ビブリオバトルを実施することで,高大連携事業として効果が期待できることも確認

できた.今後は,本学において事業を定着させ,また図書館を積極的に利活用するために,教

員・学生参加による公開型のビブリオバトルを実施し,教員による図書の紹介では各学部学

生への教育効果だけでなく,全学的な教員と学生の交流が期待できるとともに,教員間の交

流機会により連携事業等へ発展させたい. 

 

６）デザイン工学科 

事業名 建築・デザイン海外研修による国際交流推進と建築・教養教育の充実 

代表者 岩本 弘光 

概要及び成果 (概要) 

・急速にグローバル化する社会にあって,本学における国際交流推進と建

築教養教育充実は喫緊の課題であるが,本校学徒の西日本中心の意識

テリトリーを海を越えて広げ,また,国外の優れた建築を習得するには

講義でなく実際の空間体験に導くほかはない.このように,国際交流推

進と建築教育力の向上は密接にリンクしており,こうした課題に本事

業は応答している. 

(成果) 

・平成 26 年 8 月 27 日から同年 9 月 9 日に至る 14 日間の日程で,参加学

生41名,引率教員2名,添乗員1名の計44名で海外研修をした.研修に

先立って建築講義 8 回 16 コマ,簡易イタリア語講座 6 コマを実施して

研修に備えた.また,学生幹事により研修前に「資料集」,研修後に「研

修記」を作製して成果を確かなものにした.研修都市はギリシアのアテ

ネ,エピダウロス,ミケーネ,コリント.イタリアのローマ,ピエンツァ,

モンタルチーノ,シエナ,サンジミニャーノ,フィレンツェ,ヴィアレッ

ジォ,セラバッツァ,ルッカ,ヴェネツィア.トルコのイスタンブールで
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ある.学生は研修日を重ねるにつれ異文化に慣れ親み,自由に行動する

など国際交流推進の萌芽が確認できた.また,研修前講義で蓄えた知識

を実地研修して生きた建築・教養教育を涵養して教育力向上に大きな

成果を得た. 

 

事業名 新領域教育に対応した技術アドバイザー制度導入とプロトタイピング

デザイン技術教育の実践 

代表者 尾崎 洋 

概要及び成果 (概要) 

・マニュアルによるデザイン学生の技能向上のサポートを行った. 

・技術講習による教員と学生の連携を強化し,操作の技術習得のみでな

く学生の安全面などへの注意喚起と安全な使用方法の習得. 

・新領域デザイン教育への対応 

主に上記について行った. 

(成果) 

・上記をサポートする際に行ったグループワークによる活動は,社会的

でかつ総合的なデザイン活動の基礎学習につながると考えられる.

また,教育の情報化を見据えたマニュアルの電子化およびそれらを

タブレット端末で使用できるようにするなどの検討すべき課題が見

つかった.これら環境を整備することで,利用者の安全面および利用

者が得られる情報の最適化などが期待できる. 

 

事業名 ものづくり工房運営についての調査研究２ 

代表者 金丸 敏彦 

概要及び成果 (概要) 

・ものづくり工房では,この技術・技能・安全性が途切れることなく各

学年に確実に受け継がれるような取組. 

・技術,技能を指導だけに留まらず,学生が自ら考え,深化させ,常に高

い創造性をもちながら工夫と改良を積み重ねて行けるような環境づ

くり. 

・デザイン学部の学科及び領域を超えて知識・情報を共有できる「学

生の学生による学生のための創造空間-アクティブ ラーニングコモ

ンズ」ものづくり工房の構築. 

（成果） 

・出会いと学びの場アクティブ ラーニングコモンズに必要な設計を行っ

た. 
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・コルク素材の商品開発を行った.製作を通しアクティブコモンズ環境の

考察を行った.  

・商品開発されたデザインを学生自身が意匠登録を行うための学習を行

った.  

・上記の情報共有をネットワーク上で行った.学生と研究者が Evernote

を利用し情報の共有を計った. 

 

事業名 岡山外語学院の留学生と本学学生を対象にした慶應義塾大学大学院経

営管理研究科指導陣による英語セミナーの開催 

代表者 兒玉 由美子 

概要及び成果 (概要) 

・英語による企画書の書き方や経営戦略などの知識はデザイナーにな

っても一般の営業職でも就職後即必要不可欠な時代になっている. 

・慶應義塾大学大学院経営管理研究科で例年実施している世界的に活

躍されている田中弘講師の英語による経営セミナー３日間を一泊二

日のダイジェスト版にして岡山外語学院で実施する.地域貢献の面

から岡山の代表的な企業の社員も参加し,学生も社会性のある体験

をする. 

・特別講師として慶應義塾大学大学院経営管理研究科 姉川教授が岡 

山の地域再生と経済活性化について講演する. 

（成果） 

・平成 26 年 10 月 18 日～19 日に実施した. 

・本学デザイン学部学生５名（学部生４名・大学院生１名） 

・慶応義塾大学法学部２年次生１名 

・社会人１７名が参加した.講演などの参加者を入れると３０名を超す.

・本学辻学長,逢沢一郎衆議院議員も特別に聴講された. 

・英語による長時間の講義は疲れたが,本学学生は岡山外語学院研修セン

ターにとまりこみ立派に英語でプレセンテーションを行った. 

・参加者からは絶大なる賛同をいただいた.また逢沢議員からも英語での

セミナーに特別にお褒めの言葉をいただき１１月国会に招待された. 

・３年間温めて十分に準備した成果だと関係者に感謝したい. 

 

事業名 デザインパテントコンテストを活用した実践型創造力創出教育プログ

ラムの開発 

代表者 森下 眞行 

概要及び成果 (概要) 
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文部科学省が主催する「デザインパテントコンテスト」を活用した問題

解決型教育（PBL）により,学生の知的財産権に対するマインドを向上し,

地域社会や産業界に貢献できるデザイナーの育成を目的としている.成

果目標は, 

１.デザインパテントコンテスト参加による知的財産権マインドの向上.

２.具体的なニーズに基づく実践的な課題設定力とアイデア創造力の向

上. 

３.産学連携による問題解決型授業による自発的な授業参画意識の向上.

（成果） 

・平成 26 年度デザインパテントコンテストについては,18 名が応募し,2

名が意匠登録出願支援対象創作として選考された.2 名は,1 月 26 日

(月)東京イイノホール・コンファレンスセンターの授賞式に出席し,3

月末の意匠登録出願に向けて弁理士による申請指導を受けた. 

・平成 26 年 11 月,本学が「デザイン利活用による地域貢献ネットワーク

加入校」になり,本事業代表者は連携大学と協同して大学における知的

財産利活用の課題に取り組むことになった.これにより,次年度以降

も,学生の知財教育のレベルアップを図るとともに,社会連携活動を通

じた大学の地域貢献と外部資金獲得への基盤づくりを目指している. 

・平成 27 年 1 月,関東地区の美術・デザイン系大学ネットワーク「第 3

回ネットワーク活動推進会議および第 4回定例会議」にオブザーバー

参加し,広域での情報収集とネットワーク連携を図った. 

 

７）造形デザイン学科 

事業名 ものづくり専門教育のグローバル化に向けた取り組み 

代表者 樫尾 聡美 

概要及び成果 （概要） 

・デンマーク在住の造形作家高田ケラー有子氏を招き以下５つのプログ

ラムを実施した. 

・チュッピー広場での親子を対象としたミニレクチャーとワークショ

ップ 

・デザイン学部生を対象としたレクチャー 

・テキスタイルデザインコース生を対象としたワークショップ 

・高田ケラー有子氏の個展会場での作品見学及びレクチャー 

・岡山県立大学附属図書館での親子対象ワークショップ作品の展示 

（成果） 

・親子対象ワークショップには 18 組の親子が参加し,大変好評であっ

た. 
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・学生を親子対象ワークショップの事前準備や運営スタッフとして参

加させることで,普段接する機会の少ない世代との交流を通してコ

ミュニケーション能力の向上を図ることができた. 

・デザイン学部生対象レクチャーには 60 名の学生が,テキスタイルコ

ース生対象プログラムには 17 名が参加した. 

・レクチャーでは学生に自発的かつ自立的な制作活動を動機づけると

ともに,海外での活動等,幅広い視野の獲得を促すことができた. 

・学生対象ワークショップではグループワークを通して協調性,リーダ

ーシップ力,傾聴力を養い,限られた時間の中で作品として仕上げる

実践力の向上を図ることができた. 

・作品見学会では作品自体のクオリティを体感するとともにプロの空

間を作り上げる能力を通して,ものづくりに必要なこだわりを学ば

せることができた. 

 

事業名 教養教育としての美術鑑賞の内容明確化と具体的プログラムの開発・

実践事業 

代表者 関﨑 哲 

概要及び成果 (概要) 

・これまで実施してきた全学教育（教養教育）科目「美術の鑑賞」の授

業内容の総括と内容充実に向けた新たな取組の具体化を図る. 

(成果) 

・事業目的を踏まえた「美術の鑑賞」での新たな取組として,いわゆる美

術作品の鑑賞から一歩踏み込み,美術鑑賞の手法をもって美術作品以

外を眺めることの意義について,身近な現実の危うさや不思議さを再

確認する手立てともなるということを,幾つかの事例とともに講義し

た.具体的には,グラフィティーやパレスチナの隔離壁に描く活動や,

東日本大震災後の津波堤防など幅広い話題を取り上げ,「壁を鑑賞す

る」「パブリックアート」のテーマにより講義することができた. 

 

事業名 ＩＴコンテンツデザインコース及びビジュアルデザイン領域における

プロジェクトを用いた教育プログラムの実施 

代表者 山下 万吉 

概要及び成果 （概要） 

・大規模プロジェクトの企画立案によるプロジェクト企画力の向上 

・プロジェクト実現力の向上 

・学外の人や組織との協働によるコミュニケーション力の向上 
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・グループワークによる協調性の育成 

（成果） 

・デザイン・美術系大学に興味のある県内の高校生 20 名を対象とした

映像制作ワークショップを実施. 

・岡山シティミュージアム・4F 講義室をレンタルし,コース 3 年次生 17

名が課題作品や自主制作作品をプレゼンテーションするイベント『コ

ネクトジャム』を実施.イベントコンセプトとして,〝同じ領域分野に

ついて学ぶ学生との繋がりを持つ〟を掲げ,倉敷芸術科学大学メディ

ア映像学科に広報活動を行い,学生や教員を招いた. 

・IT コンテンツデザインコース 3 年次生の合同制作班 5 名が主体とな

り,コース 3年次生 17名+ビジュアルデザイン領域 2年次生 15名で,1

本（約 15 分）の映像作品を制作.制作した映像は,上記イベントで上

映したほか,映像コンテストへ応募する予定である. 

・学外講師による特別授業を２回実施.第一回は,岡山県大の卒業生であ

り,朝ドラ「花子とアン」などの美術を手がける今雪るり氏.第二回

は,(株)プロダクション I.G 企画室室長の森下勝司氏を迎え,それぞ

れの仕事内容や業界が求める人材像など,キャリア支援についての話

を聞いた.第一回はコース3年次生 17名,第二回はコース3〜4年次生

約 35 名のほか,造形デザイン学科 70 名が受講した. 

 

※全学的／学部間課題（３） 

事業名 情報工学部・デザイン学部合同による｢対話型発想教育プログラム｣の

実施 

代表者 齋藤 美絵子 

概要及び成果 （概要） 

・発想力の向上：専攻の異なる学生や教員が混在するチームで課題に

取り組むことは,参加学生の発想を豊かにし,その能力を向上させ

る. 

・対話力の向上：いかにして自身と他者の意見を交流させるかを自ら

考え実践するとともに,その意義や効果を実感する. 

・専門知識・技術向上に対する動機付け：多様なメンバーとの意見交流

には自身の専門性や基礎力が必要であるため,専門強化のモチベー

ションが増す. 

（成果） 

・情報工学部とデザイン学部の学生を混在させた６名のチームを４つ

作り,スマホアプリまたはインターネットサービスに関する企画に

取り組んだ. 
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・１泊２日の合宿形式で,限られた時間内にチームメンバー共働でアイ

デアを出し,企画書を完成させ,プレゼンテーションを行った. 

・合宿後も継続的なグループワークを行い,全チームが一般公募のコン

テストへ応募し,内２チームが受賞することができた. 

大学で同じ授業を受講し,知識や背景を共有することは専門を深めるための前提である. 

また, コミュニティ内での思考の共有は研究の楽しみに繋がっていると言える.しかし,

知識を積むとみな同じ発想をし始めるという特性があるため,思考を共有した者だけでは

アイデアが偏る.そこで,異なる専門性をもった学生を混在させたチームで課題に取り組

むことで多様性を直接的に体験できる機会が必要である. 

 
（３）平成 27 年度教育力向上支援事業 

 平成 27 年度の取組として採択・実施された教育力向上支援事業は以下のとおり. 

平成 27 年度 教育力向上支援事業 採択事業一覧（全 21 事業） 

代表者所属 代表者氏名 事業名 査定額

（千円）

情報工学部 ｽﾎﾟｰﾂｼｽﾃﾑ

(人間情報)工学科 
髙戸 仁郎 地域資源を活用したスポーツ授業の

開発と効果検証 
250

デザイン学部 デザイン

工学科 
岩本 弘光 建築・デザイン海外研修による国際

交流推進と建築・教養教育の充実 

２ 

1,300

保健福祉学部 看護学科 名越 恵美 成人看護学急性期におけるシミュレ

ーション教育効果の検証 
350

保健福祉学部 看護学科 山口 三重子 看護実践能力向上に向けたブレンデ

ィッドラーニングシステムの構築 
250

保健福祉学部 保健福祉

学科 
中村 光 岡山県立大学に適合した保健・医

療・福祉の多専門職連携教育プログ

ラムの開発 

350

情報工学部 情報システ

ム工学科 
福田 忠生 ものづくり関連授業の総合的理解度

の向上に向けた教育方法の検討 
100

情報工学部 ｽﾎﾟｰﾂｼｽﾃﾑ
(人間情報)工学科 

井上 貴浩 実用的課題の実験科目への導入とメ

カトロ教育への実践 
100

デザイン学部 デザイン

工学科 
金丸 敏彦 ものづくり工房運営についての調査

研究 3 
380

デザイン学部 デザイン

工学科 
森下 眞行 デザインパテントコンテストを活用

した実践型創造力創出教育プログラ

ムの開発 

450
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デザイン学部 造形デザ

イン学科 
島田 清徳 ワークショップを活用した学生のキ

ャリア形成プログラム 
600

デザイン学部 造形デザ

イン学科 
山下 万吉 キャリア形成支援のためのポートフ

ォリオセミナー及び企画提案力向上

を目的とした教育プログラムの実施 

300

保健福祉学部 看護学科 井上 幸子 精神保健活動の国際的理解と実践力

の獲得支援 
450

保健福祉学部 栄養学科 岸本 妙子 共通教育と専門教育の連携によるグ

ローバル社会に対応できる管理栄養

士養成プログラムの開発 

630

保健福祉学部 保健福祉

学科 
佐藤 和順 リアリティショックを克服し就業継

続できる力量を有した保育者養成の

プログラム開発 

450

保健福祉学部 看護学科 川村 友紀 看護専門職のためのグローカル・ラ

ーニングシステム構築 
800

デザイン学部 デザイン

工学科 
福濱 嘉宏 デザイン学部・保健福祉学部学際的

教育－初等教育施設に関する見学と

講義 

100

デザイン学部 造形デザ

イン学科 
齋藤 美絵子 情報工学部・デザイン学部 合同によ

る協働教育プログラムの実践 
300

大学教育開発センター 
キャリア形成支援部会 

難波 久美子 キャリア形成支援を目的とする教育

体制整備に関する調査研究 
700

大学教育開発センター 
アドミッション部会 

高橋 吉孝 高校生のための大学授業開放 980

情報工学部 ｽﾎﾟｰﾂｼｽﾃﾑ

(人間情報)工学科 
（学生相談室） 

迫 明仁 学生相談室業務の機能向上と情報発

信のための環境整備 
400

デザイン学部 デザイン

工学科 
朴 貞淑 使える役に立つ実践的な韓国語を身

につける学習支援 
160

    計（千円） 9,400

 
 

3-3 まとめと課題 

  
平成26年度事業の成果については,3-2で述べた通りだが,平成27年度事業については,

改めて学長方針である教養教育・グローバル化教育・地域貢献教育の改革推進の観点に基
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づき募集を行った.審査会は部長・機構長・職員で構成し,審査にあたっては「全学的視点

や他の学内組織へのよき波及効果」が見込まれるかについて,特に留意した.審査を通じて

みられた平成 26 年度からの特筆すべき変化は,本学教育の内部的質の向上活動にとって核

となる大学教育開発センターのキャリア形成支援部会やアドミッション部会関連の取組申

請があった点や,今日必要とされるアクティブ・ラーニングの視点をもつ申請案件があった

点にある.後者の視点は全学的には浸透が不十分であり,次年度の成果が期待される.また

教養教育改革に取り組む申請案件が皆無であり,前年度に引き続いての課題となっている.

今後に向け,教員におけるさらなる意識改革が求められていると考える. 
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付録１ 

 
Ａ．入試統計（学部・大学院） 

A-1 学士課程 

 
一般入試 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 28 122 68 31 28 2.2 28 138 91 33 31 2.8

栄養学科 30 143 139 34 29 4.1 28 102 100 33 30 3.0

保健福祉学科社会福祉学専攻 28 132 69 36 31 1.9 28 130 75 34 28 2.2

保健福祉学科子ども学専攻 14 100 65 15 15 4.3 14 77 44 18 14 2.4

学　部　計 100 497 341 116 103 2.9 98 447 310 118 103 2.6

情報通信工学科 37 657 327 105 41 3.1 37 673 320 109 52 2.9

情報システム工学科 37 908 433 130 37 3.3 37 1,048 508 131 37 3.9

スポーツシステム工学科

（Ｈ２７より人間情報工学科）
25 493 277 54 24 5.1 27 380 191 52 27 3.7

学　部　計 99 2,058 1,037 289 102 3.6 101 2,101 1,019 292 116 3.5

デザイン工学科 30 62 61 34 30 1.8 30 181 176 38 35 4.6

造形デザイン学科 38 93 89 41 38 2.2 38 104 103 41 38 2.5

学　部　計 68 155 150 75 68 2.0 68 285 279 79 73 3.5

267 2,710 1,528 480 273 3.2 267 2,833 1,608 489 292 3.3

○倍率＝受験者数／合格者数

推薦入試 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 12 36 36 12 12 3.0 12 47 47 12 12 3.9

栄養学科 10 38 38 12 12 3.2 12 34 34 13 13 2.6

保健福祉学科社会福祉学専攻 12 26 26 12 12 2.2 12 33 32 13 13 2.5

保健福祉学科子ども学専攻 6 19 19 7 7 2.7 6 23 23 6 6 3.8

学　部　計 40 119 119 43 43 2.8 42 137 136 44 44 3.1

情報通信工学科 13 27 27 13 13 2.1 13 28 28 14 14 2.0

情報システム工学科 13 26 26 13 13 2.0 13 26 26 13 13 2.0

スポーツシステム工学科

（Ｈ２７より人間情報工学科）
15 24 24 16 16 1.5 13 25 25 13 13 1.9

学　部　計 41 77 77 42 42 1.8 39 79 79 40 40 2.0

デザイン工学科 10 16 16 10 10 1.6 10 19 18 10 10 1.8

造形デザイン学科 12 39 39 12 12 3.3 12 34 34 12 12 2.8

学　部　計 22 55 55 22 22 2.5 22 53 52 22 22 2.4

103 251 251 107 107 2.3 103 269 267 106 106 2.5

○倍率＝受験者数／合格者数

第３年次編入学試験 単位：人

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

保健福祉学部 栄養学科 18 16 1 1 16 16 1 1

デザイン学部 デザイン工学科 15 13 6 6 3 2 1 0

33 29 7 7 19 18 2 1

○募集人員は、いずれも若干名

平成２６年度

学　　科学　部

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

学　部 学　　科

平成２７年度

学　部 学　　科

平成２６年度 平成２７年度

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

平成２７年度平成２６年度

合　　　　　　　　　　計
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付録１ 

 
Ａ．入試統計（学部・大学院） 

A-1 学士課程 
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保健福祉学科社会福祉学専攻 28 132 69 36 31 1.9 28 130 75 34 28 2.2

保健福祉学科子ども学専攻 14 100 65 15 15 4.3 14 77 44 18 14 2.4

学　部　計 100 497 341 116 103 2.9 98 447 310 118 103 2.6

情報通信工学科 37 657 327 105 41 3.1 37 673 320 109 52 2.9

情報システム工学科 37 908 433 130 37 3.3 37 1,048 508 131 37 3.9

スポーツシステム工学科

（Ｈ２７より人間情報工学科）
25 493 277 54 24 5.1 27 380 191 52 27 3.7

学　部　計 99 2,058 1,037 289 102 3.6 101 2,101 1,019 292 116 3.5

デザイン工学科 30 62 61 34 30 1.8 30 181 176 38 35 4.6

造形デザイン学科 38 93 89 41 38 2.2 38 104 103 41 38 2.5

学　部　計 68 155 150 75 68 2.0 68 285 279 79 73 3.5
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募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学科 12 36 36 12 12 3.0 12 47 47 12 12 3.9

栄養学科 10 38 38 12 12 3.2 12 34 34 13 13 2.6

保健福祉学科社会福祉学専攻 12 26 26 12 12 2.2 12 33 32 13 13 2.5

保健福祉学科子ども学専攻 6 19 19 7 7 2.7 6 23 23 6 6 3.8

学　部　計 40 119 119 43 43 2.8 42 137 136 44 44 3.1

情報通信工学科 13 27 27 13 13 2.1 13 28 28 14 14 2.0

情報システム工学科 13 26 26 13 13 2.0 13 26 26 13 13 2.0

スポーツシステム工学科

（Ｈ２７より人間情報工学科）
15 24 24 16 16 1.5 13 25 25 13 13 1.9

学　部　計 41 77 77 42 42 1.8 39 79 79 40 40 2.0

デザイン工学科 10 16 16 10 10 1.6 10 19 18 10 10 1.8

造形デザイン学科 12 39 39 12 12 3.3 12 34 34 12 12 2.8

学　部　計 22 55 55 22 22 2.5 22 53 52 22 22 2.4

103 251 251 107 107 2.3 103 269 267 106 106 2.5

○倍率＝受験者数／合格者数

第３年次編入学試験 単位：人

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

保健福祉学部 栄養学科 18 16 1 1 16 16 1 1

デザイン学部 デザイン工学科 15 13 6 6 3 2 1 0

33 29 7 7 19 18 2 1

○募集人員は、いずれも若干名

平成２６年度

学　　科学　部

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

学　部 学　　科

平成２７年度

学　部 学　　科

平成２６年度 平成２７年度

保健福祉学部

情報工学部

デザイン学部

合　　　　　　　　　　計

平成２７年度平成２６年度

合　　　　　　　　　　計
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A-2 大学院課程 

 
博士前期課程・修士課程 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

看護学専攻 7 6 6 3 3 2.0 7 11 11 10 10 1.1

栄養学専攻 6 7 7 7 6 1.0 6 8 8 8 7 1.0

保健福祉学専攻 7 5 5 4 4 1.3 7 6 5 5 5 1.0

研　究　科　計 20 18 18 14 13 1.3 20 25 24 23 22 1.0

情報系工学研究科 システム工学専攻 52 65 60 56 48 1.1 52 79 78 70 66 1.1

デザイン工学専攻 7 6 6 6 6 1.0 7 3 2 2 1 1.0

造形デザイン学専攻 9 8 8 7 5 1.1 9 5 5 5 5 1.0

研　究　科　計 16 14 14 13 11 1.1 16 8 7 7 6 1.0

88 97 92 83 72 1.1 88 112 109 100 94 1.1

○倍率＝受験者数／合格者数

博士後期課程 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 5 8 8 6 6 1.3 5 7 7 7 7 1.0

情報系工学研究科 システム工学専攻 6 3 3 3 3 1.0 6 3 3 3 3 1.0

11 11 11 9 9 1.2 11 10 10 10 10 1.0

○倍率＝受験者数／合格者数

合　　　　　　　　　　計

専　　攻

研 究 科 専　　攻

平成２６年度 平成２７年度

研 究 科

平成２６年度 平成２７年度

保健福祉学研究科

デザイン学研究科

合　　　　　　　　　　計
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A-2 大学院課程 

 
博士前期課程・修士課程 単位：人
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研　究　科　計 20 18 18 14 13 1.3 20 25 24 23 22 1.0

情報系工学研究科 システム工学専攻 52 65 60 56 48 1.1 52 79 78 70 66 1.1

デザイン工学専攻 7 6 6 6 6 1.0 7 3 2 2 1 1.0

造形デザイン学専攻 9 8 8 7 5 1.1 9 5 5 5 5 1.0

研　究　科　計 16 14 14 13 11 1.1 16 8 7 7 6 1.0

88 97 92 83 72 1.1 88 112 109 100 94 1.1

○倍率＝受験者数／合格者数

博士後期課程 単位：人

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 倍率

保健福祉学研究科 保健福祉科学専攻 5 8 8 6 6 1.3 5 7 7 7 7 1.0

情報系工学研究科 システム工学専攻 6 3 3 3 3 1.0 6 3 3 3 3 1.0

11 11 11 9 9 1.2 11 10 10 10 10 1.0

○倍率＝受験者数／合格者数

合　　　　　　　　　　計

専　　攻

研 究 科 専　　攻

平成２６年度 平成２７年度

研 究 科

平成２６年度 平成２７年度

保健福祉学研究科

デザイン学研究科

合　　　　　　　　　　計
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Ｂ．卒業時アンケートの詳細 

調査項目：以下の集計表に示す 21 項目 

調査時期：平成 26 年 3 月 24 日 

調査対象：平成 25 年度卒業生（349 人） 

回 収 率：96.3％（保健福祉学部 142 人，情報工学部 118 人，デザイン学部 76 人） 

集計方法：学部別・項目ごとの有効回答の範囲内での単純集計 

 
問 1．あなたの入学年は， 

① 平成 24 年，② 平成 23 年，③ 平成 22 年，④ 平成 21 年，⑤ 平成 20 年以前 
（単位：人） 

学   部 回答① 回答② 回答③ 回答④ 回答⑤  未回答 
保健福祉学部 3 3 132 2 2 0 
情報工学部 4 0 104 6 3 1 
デザイン学部 4 1 64 5 1 1 
全   体 11 4 300 13 6 2 

 
問 2．本学に合格した入学試験の種別は， 

① 前･中･後期日程入試，② 推薦入試，③ 編入学，④ 再入学，⑤ 私費外国人留学生･帰国子女

特別選抜･社会人特別選抜 
（単位：人） 

学   部 回答①  回答② 回答③ 回答④ 回答⑤ 未回答  
保健福祉学部 98 40 4 0 0 0 
情報工学部 82 32 2 1 1 0 
デザイン学部 55 18 3 0 0 0 
全   体 235 90 9 1 1 0 

 
問 3．卒業後の進路は， 

① 就職（専攻と関連する職業），② 就職（専攻と関連しない職業），③ 進学（大学院･編入），

④ 進学（再入学･専攻の変更），⑤ 未定･その他 
（単位：人） 

学   部 回答① 回答② 回答③ 回答④ 回答⑤ 未回答 
保健福祉学部 109 23 3 1 6 0 
情報工学部 45 13 53 5 2 0 
デザイン学部 44 12 10 1 9 0 
全   体 198 48 66 7 17 0 

 

問 4～21 については，次ページに一覧を示す（回答は 100 点換算で表示している）． 
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Ｃ．全学的就職支援の実施状況 

C-1 就職ガイダンスの実施状況 
 

実施日 ガ イ ダ ン ス の 内 容 実 施 機 関 等 参加 

学生数

6月19日 進路・就職ガイダンス (株)リクルートキャリア 171 

6月26日 公務員試験ガイダンス 東京アカデミー岡山校 41 

10月9日 就職ガイダンス (株)シーズ 62 

10月16日 業界研究講座 (株)リクルートキャリア 26 

10月23日 自己分析・志望動機ワークショップ (株)リアセック 33 

11月 6日 エントリーシート対策講座 (株)マイナビ 67 

11月20日 就活ゼミ (株)山陽新聞社 12 

11月27日 優良中小企業・中堅企業の魅力と探し方 (株)学情 25 

12月4日 面接力ＵＰセミナー (株)シーズ 34 

12月18日 1・2年生向け進路・就職試験ガイダンス おかやま新卒応援ハローワーク 18 

12月18日 公務員試験ガイダンス 
東京アカデミー岡山校 

総社市，岡山県警人事担当者 
42 

1月22日
就活直前！総まとめ講座 

求人NAVI操作説明会 

(株)マイナビ 

(株)ジェイネット 
72 

2月26日 就活直前講座 おかやま新卒応援ハローワーク 11 

 

C-2 職業適性検査等の実施と解説 
 

実 施 日 検      査      名 実 施 機 関 等 受検学生数

6月20日～ 

 6月30日 
 職業適性診断 

(株)リアセック  92 

7月24日  職業適性診断解説講座 
 
 

C-3 各種模擬テストの実施 
 

実 施 日 試   験   名 実 施 機 関 等 受験学生数

4月20日 公務員模擬試験 東京アカデミー岡山校  15 

7月18日 SPI＋一般常識・時事Web模擬テスト (株)マイナビ  20 

11月14日  SPI模擬テスト (株)ジェイ・ブロード  57 
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C-4 就職活動バス（合同企業説明会へのバス）の運行 
 

運行日 合同企業説明会参加場所 主  催  者 参加学生数

3月 4日 大阪（インテックス大阪） (株)マイナビ ３５ 
 
 

C-5 就職相談員による就職相談 
 

相談日 相談時間 内             容             等 

第2・4 

月曜日 
12:00～17:00 

  

キャリアカウンセラーの資格を有する就職相談員による各種相談を 

実施 

  ◇相談内容等 

  ・就職活動のすすめ方 

・履歴書・エントリーシート等に関する相談 

  ・模擬面接 

・各種就職ガイダンスの補講 など 

◇H26年度相談件数 

・３２０件 

 

毎週 

火曜日 

金曜日 
 

 

10:30～15:30 

10:30～15:30 
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Ｄ．国際交流 

本学は中期目標として「海外の大学との間で，国際共同研究を行っている教職員や学生

の幅広い分野での相互交流を推進する．」「国際交流協定を締結する大学を必要に応じて拡

大する．」「学生の海外研修を推奨するとともに，留学生の受入と派遣を進める．」とされて

いる．これまで学術交流協定校である英国国立バンガー大学，韓国又松（ウソン）大学校，

中国四川大学へ短期語学・文化研修として学生を派遣してきた．一方，平成 19 年度から海

外から日本語学・文化研修の目的で学生を受け入れるようになった． 

本年度は，英国への語学研修に 8 名、豪州への語学研修に 9 名が参加したが，韓国及び

中国への語学研修は応募者が最少催行人数に満たなかったため，中止となった．なお，研

修費用の更なる低廉化を図るべく，本学から研修費用に応じた定額の助成を行っている。 

本学で開催する日本語学・文化研修は，今回初めてとなる中国南昌大学より 11 名の学生

の参加があった． 

また，昨年度より新たに企画した，海外で企業視察や文化体験などを行う香港スタディツ

アーについては、応募者が最少催行人数に満たなかったため中止となったが、保健福祉学

部の学生を対象とした、専門分野における英語研修や現地学校での文化交流などを行う「保

健福祉スタディツアー」を実施し、10 名の学生が参加した。 

 
・英国語学・文化研修の実績概要 

①期  間：平成 26 年 8 月 28 日（木）～9月 19 日（金） 

②研修内容：英国国立バンガー大学における英語力向上と英国文化体験など 

③参加学生：8名（最少催行人数 7名）※愛媛大学の学生 2名と合同で開催 

④費用実績：431,190 円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，授業料，ホ

ームステイ費，フィールド・トリップ（交通費）及び諸経費などが含ま

れている． 

 

・韓国語学・文化研修の計画概要 

①期  間：平成 26 年 8 月 8日（金）～8月 21 日（木） 

②研修内容：又松（ウソン）大学校（韓国大田広域市東区）にて韓国語力向上と又松

（ウソン）大学校学生との交流，韓国伝統文化体験など 

③募集人数：10 名（最少催行人数 3名，応募人数 2名） 

④費  用：109,800 円※ 

上記の費用には往復航空運賃，授業料，宿泊代，食費，見学費及び見学

に伴う交通費などが含まれている． 

 

・中国語学・文化研修の計画概要 

①期  間：平成 26 年 9 月 7日（日）～9月 20 日（土） 

②研修内容：四川大学（中国四川省成都市）にて中国語力向上と中国文化体験など 

③募集人数：10 名（最少催行人数 3名，応募人数 1名） 

④費  用：109,800 円※ 

上記の費用には往復航空運賃，授業料，宿泊代，施設見学費，諸経費な

どが含まれている． 

 

・南オーストラリア州アデレイド語学・文化研修の実績概要 

①期  間：平成 27 年 2 月 28 日（土）～3月 23 日（月） 

②研修内容：アデレイド大学（南オーストラリア州アデレイド市）における英語力向

上と文化体験など 

③参加学生：9名（最少催行人数 8名） 
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④費用実績：348,000 円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，授業料，ホ

ームステイ費，ソーシャルアクティビティ（交通費）及び諸経費などが

含まれている． 

※費用は，本学及び後援会からの助成金を除いた自己負担額となっている． 

 

・日本語・文化研修の実績概要 

①期  間：平成 26 年 7 月 30 日（水）～8月 7日（木） 

②研修内容：主として本学と国際交流協定を締結している海外の大学の学生を対象に，

日本語講座の開講，本学学生や地域住民との交流，岡山県内の産業・史

跡・文化財見学等を行い，研修を通じて学生の日本語能力の向上や相互

理解を深めるもの 

   ③参加人員：11 名 

 

・日本語・文化研修の実施結果 

  本年度は，中国南昌大学から初めて 11 名（男性 5名，女性 6名）の学生が研修に参加し

ており，医学、ソフトウエア、外国語、マスコミ、経済管理など多様な分野の学生を受け

入れた．本年度の研修は，次のプログラムにより実施しており，昨年に引き続きホームス

テイを企画して地域住民との交流の充実を図った． 

 

月日（曜日） 10:00～10:50 11:00～11:50 13:00～13:50 14:00～14:50 15:00～15:50 16 時以降 

7 月 30 日(水) 開講式 日本語講座 日本語講座 日本語講座 図書館案内 
県立大学学

生との交流 

7 月 31 日(木) 
岡山の産業視察・観光 

（後楽園、瀬戸大橋、14：00～15：30 三菱自動車工業（株）水島製作所） 

8 月 1 日(金) 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 
ホームステイ

又は自由行動

8 月 2 日(土) ホームステイ又は自由行動 

8 月 3 日(日) ホームステイ又は自由行動 

8 月 4 日(月) 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 
県立大学 

歓迎会 

8 月 5 日(火)     

13:00～13：40 総社市長表敬 

14：00～18：30 

           総社市内視察・総社市外国語講座受講生との交流会

8 月 6 日(水) 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座 日本語講座  

8 月 7 日(木) 日本語講座 日本語講座 修了式    

 
・香港スタディツアーの計画概要 

①期  間：平成 27 年 2 月 28 日（土）～3月 5日（木） 

②研修内容：中華人民共和国香港特別行政区及び上海市における企業視察，文化体験，

香港大学学生との交流及び授業参観など 
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③参加学生：5名（最少催行人数 5名、応募人数 2名） 

④費用実績：69,000 円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，宿泊代及び

諸経費などが含まれている． 

 

・保健福祉スタディツアーの実施概要 

①期  間：平成 27 年 2 月 27 日（金）～3月 9日（月） 

②研修内容：TAFE SA（南オーストラリア州アデレイド市）における英語による専門

分野の研修及び現地小学校・高校の訪問しての文化交流等 

③参加学生：10 名（最少催行人数 5名） 

④費用実績：330,000 円※ 

上記の費用には往復航空運賃，空港税・燃油特別付加運賃，授業料、ホ

ームステイ費、国内交通費・宿泊費及び諸経費などが含まれている． 

※費用は，本学及び後援会からの助成金を除いた自己負担額となっている． 
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Ｅ．高大連携協定に基づく高等学校への講師派遣及び生徒の受入 

E-1 講師派遣 

高校名 実施場所 担当学部 講義内容等 受講人数 学年 実施日

玉野光南高等学校 玉野光南高校 デザイン学部 教授 嘉 数 彰 彦 効果的な情報発信 40 2 H26.6.13

情報工学部 助教 荒 井 剛

情報工学部 助教 滝 本 裕 則

保健福祉学部 准教授 竹 本 与 志 人 社会福祉士という仕事 49

情報工学部 教授 稲 井 寛 工学部の概要 26

デザイン学部 教授 嘉 数 彰 彦
コンテンツビジネス
－求める人材－

19

浅口市中央公民館 教授 森 下 眞 行 370 1～3

教授 金 丸 俊 彦 30

准教授 津 田 勢 太 30

助教 三 原 鉄 平 30

岡山県立大学
（ｻﾃﾗｲﾄﾗﾎﾞ）

講師 尾 崎 洋 ３DプリンタCube等の活用の実際 3

保健福祉学部 教授 住 吉 和 子 看護の仕事に魅せられて 29

情報工学部 教授 尾 崎 公 一
ものづくりにおける情報技術の活
用

42

邑久高等学校 邑久高等学校 保健福祉学部 教授 井 村 圭 壯 社会福祉系学部で学べること 33 1.2 H26.10.21

教授 沖 本 克 子 子どもと遊び 19

准教授 久 保 田 恵
本学栄養学科の特徴と管理栄養
士の業務

9

玉野光南高等学校 玉野光南高校 情報工学部 教授 佐 藤 洋 一 郎
画像処理の基礎から応用
　人や物の認識

15 2 H26.12.1

岡山南高等学校 天神山プラザ デザイン学部 准教授 南 川 茂 樹 作品講評 44 1.2 H26.12.17

教授 難 波 久 美 子

准教授 島 田 清 徳

助教 樫 尾 聡 美

教員名

デザイン学部

３Dプリンタの現状と将来展望

3

H26年7月
～H27年1月

笠岡工業高校

1.2 H26.10.21

玉野光南高等学校 玉野光南高校
プログラミングの学習と実践
～Androidアプリを作ろう～

40 1 H26.9.9

倉敷古城池高等学校 倉敷古城池高校 2 H26.9.30

笠岡工業高等学校

倉敷南高等学校 倉敷南高校

2 H26.11.7笠岡高等学校 笠岡高等学校 保健福祉学部

岡山南高等学校 デザイン学部 デザインについて 39 2 H27.1.22岡山南高等学校

 
 

E-2 生徒の受入 

 
※  講義内容等の※印は連携講座（高校が単位認定を行うことができるもの。） 
 

 

高校名 実施場所 担当学部 講義内容等 受講人数 学年 実施日

教授 森 下 眞 行

教授 山 下 明 美

講師 朴 貞 淑

教授 難 波 久 美 子

准教授 島 田 清 徳

助教 樫 尾 聡 美

総社高等学校 岡山県立大学 デザイン学部 デザイン基礎※ 8 H26年 9～11 月2 

H27.2.7

教員名

岡山南高等学校 岡山県立大学 デザイン学部
染め技法を使った演習
織り技法を使った演習

10 2 

− 121 −



- 122 - 
 

Ｆ．高等学校への講師派遣及び生徒の受入（高大連携協定以外） 

F-1 講師派遣（校内ガイダンス） 

 
F-2 生徒の受入 
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Ｇ．学生・クラブの表彰 

 

G-1 学生の表彰   

保健福

祉学部 
栄養学科 

4

年 

戸田 圭祐 日本農芸化学会中国四国支部 学生奨励賞 

藤田 若菜 全国栄養士養成施設協会会長表彰 

萩原 聖華 総社市奨励賞 

保健福

祉学研

究科 

栄養学専攻 

(博士前期) 

2

年 
金田 麻央 日本農芸化学会中国四国支部 学生奨励賞 

情報工 

学部 

情報システ

ム工学科 

4

年 
田頭 幸三 

第 9回コンピュータ大貧民大会 ライト級 

（ヒューリスティック部門）優勝 

情報系

工学研

究科 

システム工

学専攻 

(博士前期) 

2

年 

 

柴田 大生 

 

国際会議「The 7^th Forum on the Science and 

Technology of Silicon Materials 2014」 Young 

Researcher Poster Award 

難波 侑矢 平成 26 年電気関係学会関西連合大会 奨励賞 

松谷 亮 

国際会議「European Materials Research Society 

2014 Spring Meeting」Best Paper Award 

応用物理学会中国四国支部学術講演会  

学術講演奨励賞 

山田 周平 
第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

優秀研究賞 

有田 里美 
公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ

学会中国・四国支部 支部長賞 

有田 里美 
公益社団法人日本経営工学会中国四国支部  

優秀研究発表賞 

江見 健太 電気学会 電力技術委員会 奨励賞 

1

年 

植田 紗也佳 
第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

優秀研究賞 

門田 理恵 
第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

優秀研究賞 

小川 巧馬 

第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

優秀研究賞 

第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

功労賞 

田邊 寛 
第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

功労賞 

人見 修平 
第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

貢献賞 

倉西 佐知 
第 16 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム(HISS)

貢献賞 

池野 沙弥香 
第 11 回日中複合材料交流会〈CJJCC-11〉Student 

Poster Awards 

 

システム工

学専攻 

(博士後期) 

3

年 
太田 俊介 平成 26 年度仁科賞 

デザイ

ン学部 

デザイン工

学科 

4

年 
谷本 康司 

2015 年 色彩検定協会主催 全国色彩コーディネ

ートコンクール ポスター部門 色彩検定協会

特別賞 
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3

年 

伊丹 結花 
AXIS 第 9回金の卵オールスターデザインショー

ケース大学選抜部門  選抜 
嶋田 理紗 

塚原 開成 

山崎 茜 
岡山 ESD 推進協議会「2014 おかやま ESD イヤー

ハンドブック」表紙デザインコンペ 最優秀賞 

西村 睦美 

岡山 ESD 推進協議会「2014 おかやま ESD イヤー

ハンドブック」表紙デザインコンペ 岡山 ESD

推進協議会会長賞 

野谷 江美 第 18 回 CS デザインアワード学生部門 銅賞 

塚原 開成 第 18 回 CS デザインアワード学生部門 入選 

 

谷口 敦子 第 18 回 CS デザインアワード学生部門 入選 

伊丹 結花 平成 26年度デザインパテントコンテスト 入選

野﨑 司 平成 26年度デザインパテントコンテスト 入選

沼本 薫 
2015 年 色彩検定協会主催 全国色彩コーディネ

ートコンクール ポスター部門 毎日新聞社賞 

片山 静 平成 26 年度 全国建築新人戦「100 選」選定 

2

年 
逸見 麻衣 平成 26 年度全国建築新人戦「16 選」選定 

造形デザイ

ン学科 

4

年 

宇惠 明日美 

第 8回メディアユニバーサルデザインコンペテ

ィション 優秀賞 

伊藤 千恵 

塚本 光世 

3

年 

鍛冶 奈央香 

三浦 麻結 

羽田 はるな 
第 8回メディアユニバーサルデザインコンペテ

ィション 佳作 

松元 真菜 
全映協グランプリ 2014「映像コンテスト中四国

地区予選」最優秀賞 
金野 史絵 

長谷部 祐介 

木下 綾香 
全映協グランプリ 2014「映像コンテスト中四国

地区予選」優秀賞 
上月 七海 

望月 麻衣 

松元 真菜 第 27 回 ACC 学生 CM コンクール 金賞 

西村 貴子 
第 65 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

岡山県教育長賞 

寺岡 沙紀 
第 65 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

県展賞 

今田 有香 
第 65 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

県展賞 

2

年 

長沼 未有 
第 65 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

山陽新聞社賞 
横山 愛理 

本田 美智 

川部 紗希 
第 65 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

奨励賞 
右田 朝香 

藤澤 遥 

岡 里美 

第 65 回岡山県美術展覧会 デザイン部門  

入選 

蔵永 奈津実 

下野 恵実子 

櫻井 美砂瑚 
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水川 美幸 

佐藤 麻由 

小山 璃華 

藤井 夏美 

井上 莉那 

光藤 夕海 

西谷 真美 

北井 菜月 

武内 理紗 

村上 苑子 

村上 聖奈 

野村 慎太郎 

柏木 香維 

万波 優子 

松川 実生 

畠瀬 優 

海邊 麻梨乃 

岡田 夏実 

木下 加奈子 

東光 良奈 

清水 沙也華 

柳井 春香 

柴田 芽映 

中村 裕美 

デザイ

ン学研

究科 

デザイン工

学専攻 

1

年 
佐野 友彦 

岡山 ESD 推進協議会「2014 おかやま ESD イヤー

ハンドブック」表紙デザインコンペ 岡山 ESD

推進協議会運営委員長賞 

情報系

工学研

究科 

システム工

学専攻 

(博士前期) 

2

年 

内田 三勝 

岡山スマホアプリコンテスト 2014「考えよう！

アプリアイデア部門」 最優秀賞 

門内 健太 

情報工

学部 

情報システ

ム工学科 

4

年 
田頭 幸三 

2

年 
須賀 彰太郎 

デザイ

ン学部 

造形デザイ

ン学科 

4

年 
古賀 静里菜 

情報系

工学研

究科 

システム工

学専攻 

(博士前期) 

2

年 
諏訪 貴洋 

岡山スマホアプリコンテスト 2014「考えよう！

アプリアイデア部門」 学生奨励賞 

1

年 
坂本 成司 

情報工

学部 

情報システ

ム工学科 

4

年 

上林 和正 

三村 奈央 

デザイ

ン学部 

造形デザイ

ン学科 

4

年 
中山 晃汰 

全学部    
平成 26 年度第 1回日本語検定 東京書籍賞 

優秀賞(団体表彰) 
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G-2 クラブの表彰   

サークル名 大会名 成績等 

ハンドボール部 
第５３回中四国学生ハンドボール秋季リーグ戦

男子４部リーグ 
優勝 

AC テニス部 
全日本大学対抗テニス王座決定試合中国四国地

区大会４部リーグ 
優勝 

サッカー部 岡山県学生サッカーリーグ１部 ３位 

サッカー部 井上真平 岡山県学生サッカー連盟 学生サッカーリーグ ベストイレブン 

硬式野球部 中国地区大学野球春季３部リーグ戦 ２位 

サイクリング部サエラ サイクル耐久レース in 岡山国際サーキット 優勝 

水泳部 第６１回全国国公立大学選手権水泳競技大会 出場 

ソフトテニス部 中国学生春季・秋季ソフトテニスリーグ戦大会 出場 

軟式野球部 中国地区軟式野球春季・秋季リーグ戦 出場 

ＯＰＵウインドオーケス

トラ部  
岡山県大学吹奏楽フェスティバル 出場 

ロボット研究サークル 

メヒャニカ 
第 14 回レスキューロボットコンテスト 

ベストパフォー

マンス賞 

ベストテレオペ

レーション賞 
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Ｈ．委員会等の審議事項 

H-1 教育研究活動委員会 

第１回（平成 26 年 4 月 10 日） 

 （１）平成 27 年度入学生カリキュラム改訂の手順等について 

 （２）授業科目（情報系工学研究科）の新設について 

  

第２回（平成 26 年 4 月 21 日） 

 （１）ハサヌディン大学との学術交流協定書（案）について 

  

第３回（平成 26 年 4 月 24 日） 

 （１）ハサヌディン大学との学術交流協定書（案）について 

 

第４回（平成 26 年 5 月 8日） 

（１） 平成 26 年度後期交換留学生の募集について 

（２） 平成 27 年度授業開講計画について（デザイン学研究科） 

（３） 平成 27 年度授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 

（４） 平成 27 年度授業科目の新設について（情報系工学研究科） 

（５） 岡山県立大学学則の一部改正について 

（６） 第 2回平成 26 年度国際交流推進助成費の募集について 

（７） 平成 26 年度の語学・文化研修等の実施方針について 

 

第５回（平成 26 年 5 月 28 日） 

（１） 平成 26 年度教育力向上支援事業について 

 

第６回（平成 26 年 6 月 12 日） 

（１） 幼稚園教諭免許状の取得特例制度に応じた平成 27 年度授業科目の新設について 

（２） 岡山県立大学学術情報リポジトリ運用指針（案）について 

（３） 第 2回平成 26 年度国際交流推進助成費について 

 

第７回（平成 26 年 7 月 10 日） 

 （１）岡山県立大学学術情報リポジトリ運用指針（案）について 

 （２）平成 27 年度岡山県立大学交換留学生出願要領について 

 （３）平成 27 年度岡山県立大学転学生出願要領について 

 （４）岡山県立大学履修規程の一部改正について 

 （５）FD 部会メンバーの選任方法について 

 

第８回（平成 26 年 8 月 20 日） 

 （１）アデレイド大学との学術交流協定書（案）について 

  

第９回（平成 26 年 9 月 10 日） 

 （１）岡山県立大学履修規程の一部改正について 

 （２）保健福祉学科子ども学専攻平成 25 年度入学生に係る開講計画の変更について 

 （３）保健福祉学研究科看護学専攻における保健師課程の受入人数の変更について 

 （４）第 3回平成 26 年度国際交流推進助成費の募集について 
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第 10 回（平成 26 年 10 月 16 日） 

 （１）平成 27 年度大学院授業開講計画等作成に係る日程について 

（２）平成 27 年度教務・学生生活関係スケジュール（大学院）について 

（３）平成 26 年度教育力向上支援事業計画書の一部変更について 

（４）平成 27 年度教育力向上支援事業の募集について 

（５）平成 27 年度全学講義について 

（６）在学生に係るＧＰＡの試算結果について 

（７）岡山県立大学グレード・ポイント・アベレージ制度取扱要綱（素案）について 

（８）岡山県立大学履修規程の一部改正について 

（９）第 3回平成 26 年度国際交流推進助成費について 

 

第 11 回（平成 26 年 11 月 13 日） 

 （１）平成 27 年度大学院授業開講計画等の作成について 

 （２）教育年報 2014 の作成について 

 （３）岡山県立大学グレード・ポイント・アベレージ制度取扱要綱（案）について 

 （４）平成 26 年度 FD 活動における授業参観について 

 

第 12 回（平成 26 年 12 月 17 日） 

 （１）平成 27 年度授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 

 （２）平成 28 年度授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 

 （３）平成 27 年度シラバスの作成（大学院）について 

 （４）教育年報 2014 の作成について 

 （５）岡山県立大学学則の一部改正について 

 （６）平成 27 年度全学講義の講師について 

 （７）韓国又松（ウソン）大学校との交流協定の更新について 

 

第 13 回（平成 27 年 1 月 15 日） 

 （１）平成 27 年度大学院授業開講計画について 

 （２）平成 27 年度大学院新入生オリエンテーション日程について 

 （３）岡山県立大学履修規程の一部改正について 

 （４）平成 27 年度教育研究開発機構（仮称）及び共通教育部（仮称）について 

 

第 14 回（平成 27 年 1 月 29 日） 

 （１）平成 27 年度教育力向上支援事業について 

 

第 15 回（平成 27 年 2 月 12 日） 

 （１）平成 27 年度臨時に設ける授業科目について 

 （２）平成 27 年度大学院履修案内について 

 （３）岡山県立大学大学院学則の一部改正について 

 （４）ディプロマ・ポリシー(DP)及びカリキュラム・ポリシー(CP)の修正について 

 （５）岡山県立大学履修規程の一部改正について 

 （６）平成 27 年度国際交流推進助成費の募集について 

 

第 16 回（平成 27 年 3 月 9日） 

 （１）平成 27 年度 授業科目の新設について（保健福祉学研究科） 

 （２）平成 27 年度 大学院授業開講計画について（保健福祉学研究科） 

 （３）平成 27 年度 臨時に設ける授業科目について（保健福祉学研究科） 

 （４）岡山県立大学大学院履修規程の一部改正について 

− 128 −



- 129 - 
 

 （５）岡山県立大学委員会専門委員会細則の一部改正について 

 （６）大学授業開放について 

 （７）海外での研修に関する助成取扱要領の一部改正について 

  

H-2 教務専門委員会 

第１回（平成 26 年 4 月 10 日） 

（１） 平成 27 年度入学生カリキュラム改訂の手順等について 

（２） 平成 26 年度語学文化研修（英語・韓国語・中国語）について 

（３） 平成 26 年度 TOEIC IP テストの実施について 

（４） 平成 26 年度教務専門委員会開催日程について 

 

第２回（平成 26 年 5 月 8日） 

 （１）平成 27 年度授業開講計画の協議スケジュールについて 

 （２）4年次生に係る年度末日程について 

 （３）平成 27 年度全学教育科目の開講計画について 

 （４）語学・文化研修に係る履修登録の追加について 

 

第３回（平成 26 年 6 月 12 日） 

（１） 幼稚園教諭免許状の取得特例制度に応じた平成 27 年度授業科目の新設 

について 

（２） 授業科目の新設について（共通教育科目） 

（３） 平成 27 年度共通教育科目の開講計画について 

（４） 平成 27 年度学部教育科目の開講計画の作成について 

 

第４回（平成 26 年 7 月 10 日） 

 （１）平成 27 年度共通教育科目の開講計画について 

 （２）平成 27 年度共通教育科目の時間割について 

 （３）教育職員免許法施行規則第 66 条の 6に定める科目について 

 （４）平成 27 年度学部教育科目の開講計画及び入学生の卒業要件について 

 （５）平成 27 年度学部教育科目の時間割編成について 

 

第５回（平成 26 年 9 月 10 日） 

 （１）平成 27 年度学部教育科目の時間割について（保健福祉学部） 

 （２）平成 27 年度学部教育科目の開講計画の変更について（栄養学科、保健福祉学

科） 

 （３）保健福祉学科子ども学専攻平成 25 年度入学生に係る開講計画の変更について 

 （４）在学生向け通知（全学教育科目）について 

 （５）平成 26 年度授業開講計画の変更について（全学教育科目） 

 （６）TOEIC IP テスト受験実施体制について 

 

第６回（平成 26 年 10 月 16 日） 

 （１）平成 27 年度学部教育科目の時間割について（情報工学部、デザイン学部） 

 （２）平成 27 年度学部教育科目の開講計画の変更について（情報通信工学科） 

 （３）平成 27 年度教務・学生生活関係スケジュールについて 

 （４）在学生に係るＧＰＡの試算結果について 
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 （５）岡山県立大学グレード・ポイント・アベレージ制度取扱要綱（素案）について 

 
第７回（平成 26 年 11 月 13 日） 

 （１）平成 27 年度履修案内の作成について 

 （２）平成 27 年度「大学コンソーシアム岡山」への提供科目について 

 （３）岡山県立大学グレード・ポイント・アベレージ制度取扱要綱（案）について 

 

第８回（平成 26 年 12 月 17 日） 

 （１）平成 27 年度臨時に設ける授業科目について 

 （２）平成 27 年度履修案内の作成について 

 （３）平成 27 年度「大学コンソーシアム岡山」への提供科目について 

（４）平成 27 年度シラバスの作成について  

 

第９回（平成 27 年 1 月 15 日） 

 （１）平成 27 年度履修案内の作成について 

 （２）平成 27 年度臨時に設ける授業科目について 

 （３）平成 27 年度学部教育科目の開講計画の変更について（保健福祉学科、情報通

信工学科） 

 （４）平成 27 年度オリエンテーションについて 

 

第 10 回（平成 27 年 2 月 12 日） 

 （１）平成 27 年度「大学で学ぶ」について 

 （２）平成 27 年度履修案内について 

 （３）グレード・ポイント・アベレージ制度における履修中止の取扱いについて 

 

第 11 回（平成 27 年 3 月 9日） 

 （１）岡山県立大学委員会専門委員会細則の一部改正について 

 （２）グレード・ポイント・アベレージ制度における履修中止の取扱いについて 

 （３）全学教育科目「言語文化のデザイン」の開講予定について 

H-3 学生生活委員会 

第１回（平成 26 年 6 月 12 日） 

 （１）平成 26 年度日本学生支援機構奨学生（定期採用）の推薦について 

 （２）学生生活アンケートについて 

 

第２回（平成 26 年 11 月 17 日） 

 （１）平成 27 年度日本学生支援機構奨学生（大学院予約採用）の推薦について 

 

第３回（平成 26 年 11 月 18 日） 

 （１）平成 26 年度日本学生支援機構奨学生（臨時採用）の推薦について 

 

第４回（平成 27 年 3 月 9日） 

 （１）岡山県立大学学則の一部改正について 

 （２）岡山県立大学学生懲戒手続規程の制定について 

 （３）岡山県立大学保健室規程の制定について 
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付録２ 

 
Ａ 学部ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー 

 

※ 表における表記は次のとおり． 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）：ＤＰ 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）：ＣＰ 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）：ＡＰ 

 

１ 大学 

教育目的 

本学は，建学の理念である「人間尊重と福祉の増進」の具現化に向けて，地域

社会や他の教育研究機関との自由かつ緊密な交流連携のもとに，人間・社会・自

然の関係性を重視した実学を創造し，それを研究教授することによって知性と感

性を育み，豊かな教養と深い専門性を備えて新しい時代を切り拓く人材の育成を

図り，もって地域の学術文化の進展及び産業の振興に寄与することを目的として

います． 

ＤＰ 

教育目的に基づき，本学では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たした

者に学位を授与します． 

● 豊かな教養と高い人間性を身に付けている． 

● 専門性を修得し，課題を発見し解決できる能力を身に付けている． 

● グローバルに活躍し得る企画提案力とコミュニケーション力を身に付けて

いる． 

ＣＰ 

本学は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成してい

ます． 

１ カリキュラムは，全学教育科目，学部教育科目及び教職教育科目に区分し

ています． 

２ 全学教育科目では，価値領域の多様性の理解，課題探求に必要な基礎知識

とその活用法の修得，実践的な情報処理能力とグローバル化の時代に役立つ

外国語基礎能力の修得，異文化理解とコミュニケーション力の修得及び専門

基礎知識の修得を柱とする，知的自律性の確立を目指した教育を全学生に実

施します． 

３ 学部教育科目では，所属学科・専攻等ごとに専門の学術を学ぶとともに，

全学教育科目との間で教育内容の連携を図りつつ，さまざまな社会的要請に

的確に対応できる実践的能力を育成します． 

４ 学部教育のカリキュラムは，所属する学科等のカリキュラム・ポリシーに

基づいて専門性・問題解決能力の修得に向け編成しています． 

５ 全学教育科目及び各学部教育科目を通じて，地域課題を知り，それを解決

に導くための理論と基礎及び実践的方法を修得します． 

６ 教職教育科目では，栄養学科に栄養教諭一種免許課程，保健福祉学科子ど

も学専攻に幼稚園教諭一種免許課程を設けています． 

ＡＰ 

教育目的から本学が求める学生像は次のとおりです． 
● 人間・社会・自然について幅広く学び，それらの関係性を探究したい学生

● 実学を身に付け，国内・国外の幅広い分野で社会に貢献したい学生 
● 新技術・知識の創出に意欲を持ち，地域と世界へ向けて情報発信したい学

生 
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２ 保健福祉学部 

教育目標 

保健福祉学部は，地域の人々の健康維持と増進に積極的に貢献できる保健，医

療，福祉に関する基本的知識と技術を修得し，健康課題に対して科学的な思考や

分析に基づいた課題解決能力を備え，高い倫理観と豊かな人間性にあふれ，さら

に社会の変化やグローバル化に柔軟に対応できる力とコミュニケーション能力

を有する人材を養成することを目指しています． 

ＤＰ 

 教育目標に基づき，本学部では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 看護，栄養，福祉のそれぞれの分野における十分な専門的知識と技術を

身に付けている． 

● 科学的，論理的思考に基づいた課題探究と解決に必要となる多様な基礎

知識とそれらを活用する能力を身に付けている． 

 ● 豊かな感性，倫理観を有し，人を支援する心を身に付けている． 

 ● 外国語を含めたコミュニケーション能力を身に付けている． 

 ● 将来にわたって応用知識・技術を積み上げていける力を身に付けている．

ＣＰ 

本学部は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 幅広い教養，豊かな感性，論理的な思考能力，コミュニケーション能力，

グローバルな視点並びに専門教育を学ぶために必要な基礎知識を身に付け

るための全学教育科目を，すべての学科で初年次から履修します． 

２ 専門教育においては，現場で活用できる実践力を養成するために，基礎か

ら専門にかけて講義科目を体系的に配置するとともに，豊富な演習・実験・

実習科目を設置しています． 

３ 同時に，幅広い専門性を身に付けることができるように，選択履修できる

他学科の科目を用意しています．また，看護・栄養・福祉の３分野からなる

チーム医療における各専門職の重要性を学ぶ選択科目を設置しています． 

４ 課題発見・解決能力を育成するための卒業研究を，いずれの学科において

も１年以上履修します． 

ＡＰ 

教育目標から本学部が求める学生像は次のとおりです． 
  ● 看護・栄養・福祉のそれぞれの分野に明確な目的意識と意欲，情熱を持っ

ている学生 
  ● 十分な基礎学力を備え，論理的思考能力を貴ぶ学生 
  ● 人間理解に基づく保健・医療・福祉を学び，その成果を広く地域や世界に

発信する意欲と創意にあふれる学生 
  ● 豊かな感性を育み，様々な人とコミュニケーションできる能力，人を支援

する心を身に付けたい学生 
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２-(1) 看護学科 

教育目標 

看護学科は，人々が健康で豊かなその人らしい人生が実現できるように，看護

の専門知識と技術を活かして，地域におけるあらゆる健康レベルの人々（家族・

集団・地域）の生涯を通じた健康を支援し地域社会に貢献できる看護専門職の育

成を目指しています． 

ＤＰ 

 教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 看護の専門知識・技術を用いて，人々の生涯にわたる多様な健康レベル

の人々の健康課題を科学的・論理的に判断し，解決方策を提案できる能力を

身に付けている． 

● 豊かな教養と人間理解を基盤にしたヒューマン・ケアリングが実践できる

能力を身に付けている． 

● 保健医療福祉チームにおける看護の役割を理解し，連携・協働できる能力

を身に付けている． 

● 看護専門職としてのアイデンティティを形成し，専門職業人の持つべき知

識・価値観・倫理観を自ら継続・発展させていく能力を身に付けている． 

● グローバルな視点を持ち，将来は看護の実践・教育・研究領域におけるリ

ーダーやスペシャリストとして社会に貢献できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ １・２年次の全学教育科目の履修を通して，人間や社会を理解するため

の素地となる豊かな教養と倫理観を身に付け，専門基礎へ導入を図るための

基盤を育成します．それに加えて，科学的思考の基盤となるクリティカルシ

ンキングやグローバル化に対応した看護活動ができる基礎的な知識と技術

を育成します． 

 ２ ３年次はライフステージ（母性・小児・成人・老年）別の特性を踏まえた

看護や精神保健看護，在宅看護，看護政策，マネジメントについて履修し，

主要な健康課題と健康増進のための理論を修得します．その上で，健康問題

を持つ個人・集団・地域を対象に看護診断をし，解決に必要な知識と技術を

育成します． 

３ ３年次後期から４年次前期に，各領域別の臨地実習を行います．この実習

を通して人間の尊厳や多様性を学び，科学的根拠に基づくアセスメント及び

ヒューマンケアリングが実践できる基盤を育成します． 

４ ４年次には統合実習並びに卒業研究を行います．これまでに学んだ専門的

知識や実践力を広い視点で統合し，研究的な方法を用いて健康課題を特定し

解決策を論理的に説明できる能力を育成し，保健医療分野でのリーダーとし

て必要な基盤を育成します． 

５ 本学科は，看護師国家試験受験資格を満たす科目を卒業要件とし，一部の

者には助産師国家試験受験資格に必要な科目が選択できるように配置して

います． 

ＡＰ 

  教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
  ● 人間や健康，人々の暮らしに強い関心を持っている学生 
  ● 他者を思いやる気持ちがあり，人と関わることが好きで共に成長したいと

考える学生 
  ● 看護の多様な側面を学ぶ上で必要な基礎学力があり，探究心を持つ学生 
  ● 何事にも前向きに取り組み，チャレンジ精神がおう盛な学生 
  ● 看護のプロフェッショナルとして地域や国際社会に貢献したい学生 
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２-(2) 栄養学科 

教育目標 

栄養学科は，超高齢社会の到来や生活習慣病予防が重要視されている現代社会

において，食と健康の相互関係を科学理論によって理解し，未知なる事象の解明

に向けて研究する姿勢を身に付け，栄養学を人の健康の維持・増進，病気の予防・

治療へと応用し，広く地域社会に貢献できる人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 食と健康の専門家として必要な基本的知識と技術を身に付けている． 

 ● 多様な対象者に対して，科学的思考に基づいて適切かつ高度な食・栄養

支援を実践する技術を身に付けている． 

● 専門分野における問題発見・解決能力を身に付けている． 

● グローバルな視野を持って地域に情報発信できる能力を身に付けてい

る． 

● チーム医療の重要性を理解し，他職種や患者とのコミュニケーションを円

滑に進める能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ １年次から２年次までに全学教育科目を履修します．その履修を通して

広範な知識の修得と異文化理解によるグローバルな視点や自然科学での科

学的視点を含めた豊かな教養と高い倫理観の涵養，食と健康の専門家として

活躍できるための学修基盤を育成します． 

２ １年次から２年次までに学部教育（専門基礎分野）科目を履修します．こ

の履修を通じて，食と健康の専門家としての健康・健康管理，医学領域，食

品・加工・衛生・調理における知識や技術の基本的能力を育成します．  

３ ３年次には学部教育（専門分野）科目を履修します．この履修を通じて，

専門職業人として必要な高度な専門的知識を修得し，総合的能力，コミュニ

ケーション能力，サービスマネジメント能力，栄養指導能力，教育能力を備

え，他の医療専門職と協働して，リーダーシップを発揮できる力を育成しま

す． 

 ４ ４年次には卒業研究を履修します．この履修を通じて，研究課題に対して

主体的に取り組み，科学的に探求する態度，論理的に思考する態度，計画的

に実行する態度を身に付け，問題解決能力，実践能力を育成します 

 ５ 教職教育科目を履修することで，教育の意義や食教育実践に必要な知識と

技術を育成します． 

６ 全学教育科目及び学部教育科目の中から履修し，卒業時には栄養士免許並

びに管理栄養士国家試験受験資格が取得可能となるほか，食品衛生管理者並

びに食品衛生監視員の任用資格の取得が可能となります．また，教職教育科

目を修得することで栄養教諭一種免許状が取得可能となります． 

ＡＰ 

  教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
  ● 自然科学に関心を持ち，食物と人の健康との関係について科学的に理解・

探究しようとする学生 
  ● 栄養学分野の研究に取り組み，これを発展させて社会に還元しようとする

意欲のある学生 
  ● 様々な人とコミュニケーションができ，真しな態度と思いやりの気持ちを

持って人と向き合える学生 
 

本学科の専門教育を受けるためには，高等学校で「化学」や「生物」などの自

然科学の基礎をしっかり学習することが望まれます．また，専門職としての管理

栄養士には，豊かな人間性，コミュニケーション能力，倫理観などが必要になり

ますので，高校生活の中でこれらの素養を磨くことが大切です． 
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２-(3) 保健福祉学科 

教育目標 

保健福祉学科は，深い教養と豊かな人間性を兼ね備え，福祉的視点と方法に基

づいて，子ども，障害者，高齢者等すべての人々の自立と自己実現を支援し，健

康と幸福の増進に寄与することのできる人材を育成することを目指しています．

社会福祉学専攻では，特に社会における多様な福祉課題に対処する問題解決能力

と共感力をもった人材を，また子ども学専攻では，教育的視点と方法を併せ持っ

た，子どもの育ちと学びに関わる人材を育成することを目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

＜両専攻に共通した能力＞ 

 ● 多様な文化や価値観を受け容れ，福祉的・国際的視野を持って問題解決

できる力を身に付けている． 

 ● 自ら学び続ける姿勢と習慣を持ち，保健福祉学の創造に貢献できる力を

身に付けている． 

＜社会福祉学専攻＞ 

● 社会福祉学の基盤となる，人間，健康，社会に関する幅広い知識と論理

的な思考力を身に付けている． 

● 社会福祉学と健康科学の知識・理論を身に付けている． 

● ソーシャルワークの方法及び実践的な支援技術を身に付けている． 

＜子ども学専攻＞ 

 ● 子ども学の基盤となる，人間，健康，社会，教育における幅広い知識と

論理的な思考力を身に付けている． 

● 子どもに対して具体的・実践的な指導・支援ができる力を身に付けている．

 ●  子どもの育ちと学びを家庭や地域との関係の中で捉える力を身に付けて

いる． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 社会福祉学専攻，子ども学専攻の２専攻を設置しています． 

２ 両専攻の学生が履修する科目として，「保健福祉学Ⅰ・Ⅱ」「社会福祉

原論」「人体の構造と機能Ⅰ」など保健福祉学や関連諸科学の基礎知識を修

得するための科目を設置しています． 

３ １年次から２年次までに全学教育科目を履修します．その履修を通して広

範な知識の修得と異文化理解によるグローバルな視点，深い教養と豊かな人

間性や高い倫理観の涵養，専門職業人としての基本的な能力を育成します．

４ １年次は「入門ゼミナール」，２年次は「基礎ゼミナール」，３年次は「専

門ゼミナール」，４年次は「研究ゼミナール（卒業研究）」を履修します．

この履修を通じて，問題の解決力や実践力を身に付け，保健福祉学の創造に

貢献できる能力を育成します． 

５ １年次から４年次まで，専門職として必要な専門科目を履修します．この

履修を通じて，専門職業人として必要な高度な専門知識と論理的思考力を修

得します． 

 社会福祉学専攻では，ソーシャルワークの方法や実践的な支援技術，介護

支援の方法や技術，諸外国の保健福祉制度・政策を学び，多様な福祉課題に

対処できる能力を育成します． 

 子ども学専攻では，子どもや家庭・地域を理解し指導・支援するための福

祉と教育の方法や実践的な支援技術を学び，子どもの育ちと学びを支えるた

めの能力を育成します． 
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６ 社会福祉学専攻においては，全学教育科目及び学部教育科目の中から履

修し，卒業時には社会福祉士及び介護福祉士国家試験受験資格取得が可能と

なります． 

７ 子ども学専攻においては，全学教育科目及び学部教育科目の中から履修

し，卒業時には幼稚園教諭一種免許状及び保育士資格取得が可能となりま

す． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
● 豊かな人間性を育み，支援を求める人々に対して，共感，共生しようとす

る学生 
● 豊かな感性と科学的な思考力や分析力を養い，問題解決能力を高めようと

する学生 
● 援助対象者の成長や自立支援を促す専門的援助技術の修得に努める学生 
● ２１世紀の福祉社会や地域社会に貢献する意欲のある学生 
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３ 情報工学部 

教育目標 

情報工学とは，情報の伝送・認識・処理・利用にかかわるハードウェアとソフ

トウェアの技術を研究開発するための学問です．情報工学部は，情報技術を活用

して，人間及び自然との調和を図りながら高度情報化社会の持続的発展に貢献で

きる技術者の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学部では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● 情報工学とそれに密接に関連する工学と技術，すなわち一つは通信工学，

電子工学と結びつく情報通信工学，一つは機械工学，インタフェース工学と

結びつく情報システム工学，いま一つは人間工学，機器設計工学と結びつく

スポーツシステム工学のいずれかを身に付けている． 

● 論理的思考に基づいた，日本語による記述力，口頭発表力，討議能力，技

術英文の読解能力，外国語によるコミュニケーション能力及びグローバルな

視点を身に付けている． 

● 情報工学の技術者に求められる高い倫理観，多面的な思考力，それらに培

われた実行力や行動力を身に付けている． 

● 得られた知識を融合的に活用して社会の発展に貢献できる能力を身に付

けている． 

● 工学・技術の発展と裾野の広がりに関心をもち，新しい知識や価値観を継

続的に学修，吸収する態度を身に付けている． 

ＣＰ 

本学部は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 全学教育では，グローバル化や個々の学生の価値観の多様性に対応できる

よう，選択科目を多く設けています． 

２ 専門基礎科目である情報系科目については，３学科横断型の科目配置を行

い，教育の均等化と統一化を図っています． 

３ 専門科目については，各学科のカリキュラム・ポリシーに準拠した独自の

教育課程を用意しています． 

４ 実験・演習を重視し，与えられた課題に対する工学的解決の能力を涵養し

ます． 

５ １年を通じて卒業研究を行い，研究対象に関する深い知識の獲得や，自ら

が発見した問題を解決に導くための計画立案・遂行能力を養います． 

ＡＰ 

教育目標から本学部が求める学生像は次のとおりです． 
● 情報工学の新しい分野の発展に興味を抱いている学生 

  ● 人間を取り巻く環境によく適合する情報社会を形づくることに貢献する

意欲を持つ学生 
  ● 新技術・知識の創出に関心を持ち，地域と世界に向けて情報発信したいと

考える学生 
 

急速に発展している高度情報化社会を支えるインターネット・コミュニケーシ

ョン技術を用いて，現状の社会を改革し発展させていく夢を持った学生の挑戦を

期待しています． 
  本学部の専門教育を受けるためには，高等学校で標準的な科目を履修し，特に

以下の学力を身に付けていることが望まれます． 
  １ 情報工学部入学者選抜試験《一般入試》個別学力検査「数学」で指定され

た範囲の基礎知識を有していること． 
  ２ 「物理」に関する基礎知識を有していること． 
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３-(1) 情報通信工学科 

教育目標 

情報通信工学科は，日々進歩し続ける情報通信技術（ICT）を支えている情報

工学，通信工学，電子工学の３つの学問領域を共通の基盤として，各種情報シス

テムの知能化等に必要となるソフトウェア技術及びシステムの超高速化等に欠

かせないハードウェア技術を有し，情報通信技術（ICT）の利用者視点を理解す

るとともに，グローバルな視野に立って社会に貢献できる人材の育成を目指して

います． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 情報工学・通信工学・電子工学の幅広い知識と応用力を身に付けている．

 ● 技術者倫理や社会環境を理解したうえで，情報通信技術（ICT）に関する

知識を活用して現実の問題に柔軟に対処する能力を身に付けている． 

 ● 論理的な記述力や発表能力及び社会に寄与するためのコミュニケーショ 

ン能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ １年次及び２年次を中心に，４年間で全学教育科目を履修します．その

履修を通してグローバルな視点を持った豊かな教養と高い倫理観を涵養す

るとともに，専門教育の準備を行います． 

２ １年次から段階的に学部教育科目を履修します． 

 ・ 数学系の科目をはじめとして情報工学，通信工学，電子工学の３分野

に共通する基礎知識を修得する， 

・ 情報系技術者に求められる基礎知識を修得する， 

・ 情報工学，通信工学，電子工学の各分野の専門知識を修得するととも

に，３分野にわたる幅広い知識をバランスよく修得し，問題解決に応用で

きる能力を修得する， 

ことを目的とした講義，実験・演習のカテゴリーを配置しています． 

３ 全ての年次において実験・演習科目を履修します．この履修を通して，情

報通信技術（ICT）に関する与えられた課題や自らが発見した問題を解決に

導くための計画立案・遂行能力を育成するとともに，技術文書作成能力及び

発表能力を育成します． 

４ ４年次には卒業研究を履修します．この履修を通じて，情報通信技術（ICT）

に関する最先端の研究テーマを設定し，１年にわたる系統的な研究指導を受

けることにより技術英文読解能力，技術文書作成能力，口頭発表能力等のコ

ミュニケーション能力を育成し，継続的な学修態度を涵養します． 

ＡＰ 

教育目的から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
● インターネットを中心とする情報通信技術を学びたい学生 
● コンピュータやネットワークを構成する電子機器やその特性を学びたい

学生 
● 情報技術を利用した新しいソフトウェアの創造に興味のある学生 
● 未来の情報通信技術に対する夢や希望を持っている学生 
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３-(2) 情報システム工学科 

教育目標 

情報システム工学科は，コンピュータの発展に貢献できる情報工学，力学に基

礎を置くものづくりのための機械工学，人間と機械やコンピュータを結びつける

インタフェース工学などの学問を身に付け，領域横断型のエンジニアとしてのセ

ンスを持って，新たな工学的価値の創出に積極的に参加できる人材の育成を目指

しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 多くの機器設計の基盤領域である情報工学，機械工学，インタフェース工

学に関する幅広い知識と応用力を身に付けている． 

 ● コンピュータや機械をインテリジェント化した機器や実用的なソフトウ

ェアシステム， 組込みシステム，機械システムを設計する基礎能力を身に

付けている． 

● 社会の変化を多面的な視点から受け止めつつ物事に柔軟に対応できる能

力を身に付けている． 

● 技術が人間・社会・自然に与える影響を正しく認識し，技術者として社会

への貢献と責任の自覚をもって行動できる能力を身に付けている． 

● 論理的思考に基づいた，日本語及び外国語によるコミュニケーション能力

を身に付けている． 

● 問題の探求，解決等を自主性と協調性とグローバルな視点を持って，創造

性を発揮して計画的に遂行できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います．  

１ 全学教育では，幅広い分野の学問を通じて豊かな教養を涵養するととも

に，多面的思考力及び外国語によるコミュニケーション能力を育成し，技術

者としてグローバルに活躍できるための学修基盤を形成します． 

２ 学部教育は，工学基礎，情報工学基礎，情報工学，機械工学，インタフェ

ース工学及び総合・創造のカテゴリーで構成しています． 

・ 工学基礎及び情報工学基礎では，工学及び情報工学のコアとなる基礎知

識を養成します． 

・ 情報工学，機械工学及びインタフェース工学では情報工学，機械工学，

インタフェース工学に関する幅広い知識と応用力，そして機器設計の基礎

能力を養成します． 

・ 総合・創造では，実験・演習により，講義で学んだ知識を応用する能力，

課題を自主性と協調性を持って計画的に遂行する能力，レポート作成やプ

レゼンテーションなどの技術的コミュニケーション能力を養成します．特

に，卒業研究では，最先端の研究を通じて，知識を融合的に活用し，かつ

独創性を発揮して問題の解決に取り組み，社会の発展に貢献できる能力を

養成します． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
● 情報技術を積極的に活用したものづくりに興味のある学生 
● 情報工学・機械工学・インタフェース工学を幅広く学びたい学生 
● 人間の生活や社会活動を支援するため，インテリジェント型機器やシステ

ムの設計能力を獲得したい学生 
● 情報工学と他の様々な専門領域を結ぶ領域横断型の新技術を創出したい

学生 
 

 

− 139 −



- 140 - 
 

３-(3)  スポーツシステム工学科 

教育目標 

スポーツシステム工学科の教育研究のキーワードは「人間中心の設計思想」で

す．身体とその「うごき」を扱う人間系のサイエンス並びに情報・コミュニケー

ションと密接に関連する情報系のエンジニアリングを融合的に学び，使う人の

様々な特性やニーズの視点に立った「もの」や「サービス」の設計能力を身に付

けた人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 人体機能と人間の動作・行動を解析する能力を身に付けている． 

 ● 地域や社会，自然などの人間環境の変化を認識する能力を身に付けてい 

る． 

 ● 人間の感性や生活に適合したソフトウェアを設計する能力を身に付けて 

いる． 

 ● 人体機能と環境変動の特性をシステム設計に活かす能力を身に付けてい 

る． 

 ● 他者と協調して多様な課題を柔軟にかつグローバルな視点で解決できる 

能力を身に付ている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ １年次から２年次までは全学教育科目を中心に履修します．価値観の多様

性，学問の体系性と総合性，基礎知識の活用，コミュニケーションスキルな

どの教育を通じて，多様かつグローバルな視点で問題解決できる能力の基盤

を育成します． 

２ 学部教育科目（専門基礎科目及び専門科目）は１年次から配置し，学年進

行に伴い深化と分化，さらに体系化が図れるように編成しています． 

３ 人体機能と人間の動作・行動を解析する能力，人間環境の変化を科学的に

認識できる力等を育てるために，応用数学，人間系の科学・工学の分野の科

目を履修します． 

４ 人体機能と環境変動の特性をシステム設計（機器・ソフトウェアの設計）

に活かす能力を育てるために，情報系の工学，機器の設計の分野の科目を充

実させています． 

５ 修得した知識をもとに，他者と協調して多様な課題の解決能力を養うため

に，実学的な実験・演習（インターンシップを含む．）系の科目を関連科目

の進行にあわせて重点的に履修します． 

６ 卒業研究では，研究対象に関する深い知識の獲得や自らが発見した問題を

合理的に解決に導くための研究デザイン力・研究遂行能力を養います． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
● 人体機能の巧みさを工学の視点から解明したい学生 
● 人体機能と人間環境の調和を考慮した「もの」や「サービス」を開発した

い学生 
● 情報工学の視点で地域社会の発展や国際社会との連携協力に参加し，貢献

したい学生 
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４ デザイン学部 

教育目標 

デザイン学部は，情報化，グロ－バル化など刻々と変化する社会にあって，社

会動向を的確に把握することにより課題を自ら発見し，それをデザインによって

表現・解決することを通じて，豊かで新しい生活と文化の形成に必要なデザイン

専門力とマネジメント能力を有する，地域と世界に貢献できる人材の育成を目指

しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学部では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● 人間・社会・自然に関する十分な情報分析ができ，それを応用できる構成

力及びデザイン力を身に付けている． 

● 豊かな教養と高い人間性を基礎として，新たな生活と文化の価値を創造す

る能力を身に付けている． 

● 発想・想像力，課題発見・解決力及び企画提案力を身に付けている． 

● 国際化に対応できる外国語によるコミュニケーション能力及びグローバ

ルな視点を身に付けている． 

● 常に知的好奇心を持ち，学習継続意欲を身に付けている． 

ＣＰ 

本学部は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ カリキュラムは，全学教育科目と連携を図るべく編成されており，幅広い

教養とコミュニケーション能力及びグローバルな視点を身に付けるための

全学教育科目と，両学科に必要とされるデザイン基礎を中心とした科目編成

をしています． 

２ ２年次からは両学科とも領域に分かれて，新たな文化価値を創造するため

に必要な学科専門教育科目及び講義と演習が体系化された領域専門教育科

目を履修します． 

３ 学科専門教育科目では，各自の志向に基づき，自主的に選択できる演習科

目を中心として編成しています．企画提案力に必要な発想から情報分析，課

題解決までのプロセスを身に付けるために，領域専門教育科目は複数の専門

領域が用意されており，横断的に学ぶこともできるよう編成しています． 

４ 自ら発見した課題解決のために１年間を通じて卒業研究を履修します． 

ＡＰ 

教育目標から本学部が求める学生像は次のとおりです． 
  ● 様々な科学を学ぶことによって，人間・自然・社会の関係性を主体的に分

析・考察し，課題に取り組む力を身に付け，デザインによる解決にいかした

い学生 
  ● 自ら発見した課題をデザインによって表現し，解決するために，感性と知

性の融合によるデザイン発想力・技術力・表現力を身に付けたい学生 
  ● 社会における課題を洞察し，新たな生活・文化の価値を創造するため，デ

ザインによる解決策を考察し企画提案する力を身に付けたい学生 
 

 

 

− 141 −



- 142 - 
 

４-(1)  デザイン工学科 

教育目標 

デザイン工学科は，人間・社会・自然の関係性に十分配慮し，持続発展が可能

な社会実現のため，デザインの専門力とマネジメント能力により，地域社会や産

業界に貢献できるデザイナーや建築家の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● それぞれ専門領域における必要な論理的思考力及びデザイン基礎力を身

に付けている． 

 ● 持続発展が可能な社会実現のため，豊かな生活を創造できる能力を身に付

けている． 

● 発想・想像力，課題発見，解決力を総合的に活かし，グローバルかつロー

カルに活躍し得る企画・提案能力とコミュニケーション能力を身に付けてい

る． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 十分な情報分析・構築力及びデザイン基礎力をベースとして，発想・構想

力，課題発見・解決力及び企画提案力を涵養し，グローバルな視点を持って

地域社会や産業界に貢献できるデザイナーや建築家の育成を目的に，「製

品・情報デザイン領域」と「建築・都市デザイン領域」の２つの領域を置い

ています． 

２ １年次は，全学教育科目及び造形デザイン学科と共通となる「学部基礎教

育科目」を学び，広範な知識や理論を養います．また，「学科専門教育科目」

では，両領域に共通するデザイン技法などの科目を提供します． 

３ ２年次からそれぞれの領域に進み，「学科専門教育科目」と並行して各領

域の独自性を織り込んだ「領域専門教育科目」を学びながら，専門の知識・

技能修得と実践的かつ論理的な思考力を身に付けると同時に，地域社会にお

ける課題を発見し解決できる能力を養います．各デザイン領域においては，

段階的かつ横断的な科目選択ができるようにキャリア・ポートフォリオ（進

路分野別）を準備し，専門領域への科目選択のガイドラインを提供します．

・ 製品・情報デザイン領域では，プロダクトデザイン及び情報デザインの

講義・演習を横断的に選択できるよう編成し，将来のキャリアプランへの

判断が早期かつ柔軟にできるよう編成しています． 

・ 建築・都市デザイン領域では，建築計画・デザイン・技術・法規から都

市計画に至るまで，多岐にわたる分野を総合的に学ぶための体系的なカリ

キュラムを準備しています．また，一級建築士・二級建築士・木造建築士

の受験資格を得るために必要な選択科目を提供します． 

４ 将来の進路に関して，１年次より卒業生やプロデザイナーによる「フレッ

シュマン就業力セミナー」や「キャリアゼミナール」などを設けています．

３年次以降では，市役所，企業やデザイン事務所でのインターンシップやデ

ザイン実習，産官学連携授業など社会との接点の機会を提供します． 

５ ４年次には，１年間を通じて卒業研究に取り組みます．卒業研究は３年次

までのカリキュラムの集大成として位置付けられており，中間発表会や最終

発表会では他領域の教員も参加して活発な意見交換を行います． 

ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
● 学習による豊かな創造力と柔軟な思考力・構想力の鍛練を通じて，主体的

に価値観を構築し，これに基づいたシステムや空間，モノのデザイン提案に

より，社会と産業に貢献したい学生 
● 日本と諸外国の文化や芸術の理解を通じて育んだ感性と，人間・社会・自

然の関係性の調和を図る科学技術とを融合したデザインの創造に取り組み

たい学生 
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● 社会ニーズを洞察し，課題を発見しその解決過程をマネジメントして，構

想・制作・企画提案に取り組み，より豊かで新しい生活と文化の価値を創造

したい学生 
 

本学科の専門教育を受けるためには，高等学校で「美術・工芸」に関心を持ち，

「外国語」，「国語」，「理科」，「数学」等の基礎学力を有していることが望まれま

す． 
 

４-(2)  造形デザイン学科 

教育目標 

造形デザイン学科は，デザインによって地域特性を考慮した問題及びグローバ

ルな視点で課題解決に取り組み，人間・社会・自然の関係性に十分配慮し地域社

会や国際社会に貢献できるデザイナー及び造形のスペシャリストの育成を目指

しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本学科では次の能力を身に付け，かつ卒業の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● それぞれの専門領域に関する十分な知識と情報分析・構築力及びデザイン

基礎力を身に付けている． 

 ● 個々の自由な発想に基づき，新たな視点と文化の価値を創造する能力を身

に付けている． 

● ビジュアル・造形力を活かしたコミュニケーションデザインによる企画提

案力を身に付けている． 

ＣＰ 

本学科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ あらゆる分野に求められる快適で美しいデザイン環境を創り出すため， 

十分な情報分析・構築力及びデザイン基礎力をベースとして，発想・構想力，

課題発見・解決力及び企画提案力を涵養し，グローバルな視点を持って社会

に貢献できる人材育成のために，「ビジュアルデザイン領域」と「造形デザ

イン領域」の２つの領域を置いています． 

 ２ １年次は，多様なデザイン理論や，デザイン基礎科目群を学びます． 

また，プレゼンテーションの基礎となる理論や演習，デザイン発想・表現

の基礎となる演習，実習科目に取り組み総合的に基礎力を養います． 

 ３ ２年次からそれぞれの領域に進み，多様な専門講義科目を学ぶとともに，

さらに充実した演習，実習科目への取り組み，豊かな知識を基にデザイン力

とプレゼンテーション力を養います． 

また，演習などではチーム編成による課題においてコミュニケーション力

も育みます． 

・ ビジュアルデザイン領域では，グラフィック，写真，映像，CG，Web

など，さまざまな分野を組み合わせたビジュアルデザインを学修するとと

もに，社会に通じるデザインビジネス展開に向けた企画提案を行います．

・ 造形デザイン領域では，木工，陶磁，染織，印刷など伝統技術に芸術的

視点を意識した新しい発想を組み入れ，さらに立体，空間，メディアを活

かし，生活文化に貢献できる企画提案を行います． 

４ 高年次では，著名デザイナーの特別講義や演習，インターンシップやデザ

イン事務所，企業での学外実習，チームを組んで学内・学外イベントへの出

展など，実社会を体感する機会を多く設け，実社会に通用する力を養います．

４年次では，自ら発見した課題解決のために１年間を通じて卒業研究を履修

します．また，学外で研究成果を発表する場を設定しています． 
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ＡＰ 

教育目標から本学科が求める学生像は次のとおりです． 
● 豊かな人間性と美を見極める感性，柔軟で論理的な思考力及び社会に企画

提案できるデザインマネジメント力を身に付けたいと考える学生 
● 新たな時代の社会的ニーズを創造・開拓し，トータルなビジュアルコミュ

ニケーションデザインや，アートとクラフトを融合した生活と文化の価値を

創造したいと考える学生 
● 企画提案力に裏打ちされたコミュニケーション力とデザインスキル，デザ

イン力がいかせる分野で地域社会に貢献したいと考える学生 
 
本学科の専門教育を受けるためには，高等学校で「美術・工芸」に関心を持ち，

「国語」，「外国語」等における基礎学力を身に付け，自然科学や社会科学，歴史

などの幅広い学問に取り組める準備をしておくことが望まれます． 
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Ｂ 大学院ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー 

 

※ 表における表記は次のとおり． 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）：ＤＰ 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）：ＣＰ 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）：ＡＰ 

 

１ 保健福祉学研究科 

教育目標 

保健福祉学研究科は，保健・医療・福祉分野における問題点を提起してそれを

解決し得る研究能力を持つとともに，専門職としての高度な知識・技術を身に付

けることにより，健康で夢の持てる地域社会の実現に貢献し得る人材の育成を目

指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本研究科では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満た
した者に学位を授与します． 
 ● 保健・医療・福祉分野における問題点を発見し，それを理論的に解決でき

る研究能力を身に付けている． 
 ● 高度な知識と技術を備え，豊かな地域社会の実現に向けて指導者，実践者

として活躍できる能力を身に付けている． 
 ● グローバルな視野を持った専門職として国際貢献できる能力を身に付け

ている． 

ＣＰ 

本研究科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成し

ています． 

１ 広い視野に立って精深な学識を授け，専攻分野における研究能力とグロー

バルな視野並びに高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養うための

博士前期課程と，専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い，

又はその他高度に専門的な業務に従事するに必要な研究能力及びその基礎

となる豊かな学識並びにグローバルな視野を養うことを目的とした博士後

期課程（保健福祉科学専攻）を置いています． 

２ 博士前期課程は，看護学の理論と技術を修得する組織的な教育研究を行

い，看護技術やケアシステムに関連した諸問題を解決できる人材を育成する

看護学専攻，栄養学の理論と技術を修得する組織的な教育研究を行い，食品

の機能や臨床栄養などの人の健康に関連した栄養学的な諸問題を解決でき

る人材を育成する栄養学専攻及び保健福祉学の理論と技術を修得する組織

的な教育研究を行い，保健福祉に関連した臨床や政策の諸問題を解決できる

人材を養成する保健福祉学専攻の３専攻を置いています． 

３ 博士後期課程は保健福祉科学専攻からなり，看護・栄養・福祉のそれぞれ

の分野において高度の見識と，より専門的な視点から科学的にアプローチす

る研究を行うための３大講座を置いています． 

４ カリキュラムは，それぞれの専攻のＣＰに従って，講義・演習科目と特別

研究から編成しています． 

ＡＰ 

教育目標から本研究科が求める学生像は次のとおりです． 

● 保健・医療・福祉分野における基本的な問題から応用的な問題を解決し得

る国際的な研究者を目指す学生 

● 豊かな地域社会の実現に向け，官・民・産を問わず教育，研究機関で活躍

する教育者，研究者を目指す学生 

● 高度の知識・技術を身に付けた専門職として，社会において指導的な実践

者を目指す学生 
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１-(1) 看護学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

看護学専攻は，学際的で高い看護の専門的知識と基礎的な研究能力を活かし

て，保健医療福祉分野における課題を解決し，国内外の看護における実践・教育・

研究の場で社会のニーズに応え，貢献できる人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● ヒューマン・ケアリングと科学的根拠に基づく看護実践力を身に付けて

いる． 

● 看護における現象を科学的根拠に基づいて説明し，課題を提起する能力

を身に付けている． 

● 国際的・研究的視点を持ち看護の質向上に向けて貢献できる能力を身に

付けている． 

● 看護のリーダーやスペシャリストとして，国内外で活躍できる能力を身

に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

１ 看護学の教育・研究に必要な基礎的理論や研究技法及び外国文献の読解

力を学修する「看護学専攻共通科目」と「基礎看護学」「発達看護学」「広域

看護学」の各専門分野から構成しています． 

２ 幅広く保健医療福祉に共通する３専攻共通科目では，保健福祉学特論，

災害援助特論・演習や国際コミュニケーション特論等を履修できます． 

３ 「基礎看護学」では，生命科学特論や基礎看護学特論等の講義・演習を

通して，看護のエビデンス検証や確立を志向します． 

４ 「発達看護学」では，小児・母性・成人・老年期のライフステージ特有の

看護に関する課題を探求し，人々の健康と豊かな人生を支援できる看護

の方法論やシステム構築に貢献することを目指しています． 

５ 「広域看護学」では，公衆衛生看護学・在宅看護学・国際保健看護特論・

精神保健看護学特論を履修し，生涯を通じた人々の心とからだの健康を

学際的に探究し，グローバルな視点から根拠に基づく課題解決を図り，看

護の質向上にむけて先導できることを目指しています． 

６ 「広域看護学」では，修士論文に加えて保健師国家試験受験資格を満た

す科目を開講し，高度な実践力とリーダーシップを発揮して社会に貢献で

きる保健師を養成します． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 看護を科学的，論理的に考究し，ヒューマン・ケアリングと科学的根拠に

基づく看護の実践力を身に付けたい学生 

● 専門分野における知識や技術を高めるとともに研究開発能力を身に付け

たい学生 

● 新しいケアの方法やシステム開発を目指す学生 

● グローバルな視点で看護実践と研究を志向するとともに国際貢献をした

い学生 

● 保健師として明確な目的意識を持ち，将来地域においてリーダーとして活

躍したい学生 
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１-(2) 栄養学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

栄養学専攻は，食品の機能や臨床栄養などの人の健康に関連した栄養学的な諸

問題を解決できる優れた専門性を備えるとともに，豊かな創造力と問題解決能力

を身に付け，それぞれの領域で活躍できる人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし
た者に学位を授与します． 
 ● 栄養学領域における理論と技術を身に付けている． 
 ● 人の健康に関連した栄養学的な諸問題を解決するための専門性や研究能

力を身に付けている． 
 ● 栄養学領域における専門的な技術や知識を地域・世界に向けて発信でき

る能力を身に付けている． 
 ● 栄養士のリーダーとして，国内外で活躍できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

栄養学専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成

しています． 

１ 栄養情報学講座，食デザイン学講座，基礎栄養学講座及び食品栄養学講

座を置き，教育研究を実施します． 

２ 栄養情報学講座では，情報解析技術を活用したデータ解析法と新しい理

論構築を基に，近年急速に問題となってきた肥満，糖尿病，脂質異常症を

はじめとする生活習慣病の予防と治療を目指した教育・研究並びにスポー

ツ栄養学の教育・研究を行い，栄養学の最先端の分野で活躍できる能力を

育成します． 

３ 食デザイン学講座では，幼児，児童・生徒，高齢者の栄養指導や調理指

導，あるいは一般消費者の食生活全般を対象にした食育において，デザイ

ンや色彩の手法を取り入れて効果を得るための教育・研究を行い，食デザ

イン学の分野のリーダーとして活躍できる能力を育成します． 

４ 基礎栄養学講座では，一連の生命現象を遺伝子，生体分子，個体，集団

などのレベルごとに理解し，さらに未知なる理論を展開して発展させる力

を養うための教育・研究を行い，栄養学の基礎と臨床を結ぶことができる

能力，並びに栄養学分野の教育・研究機関にて活躍できる能力を育成しま

す． 

５ 食品栄養学講座では，栄養学を基盤とした天然物化学，酵素化学，分子

遺伝学的アプローチにより，新規機能性食品成分の発見や新たな機能性食

品素材の開拓，さらに食中毒の原因解明や予防に基づく食品の安全性の評

価方法を開発し，健康増進と疾病予防を目標とした安全かつ高機能を有す

る食品素材の探求を志向した教育・研究を行い，管理栄養士のエキスパー

トとして食品関連企業，教育研究機関や行政機関において先導的に活躍で

きる能力を育成します． 

６ 外国人による科目を設定しグローバルな視野を育成します． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 栄養学関連の教育施設で教育・研究に携わることを目指す学生 

● 医療機関や保健福祉施設で治療栄養に携わる専門的管理栄養士を目指す

学生 

● 栄養研究機関や医療栄養関連企業の栄養研究部門で試験・研究に携わるこ

とを目指す学生 

● 自治体などの保健施設で地域栄養活動に携わり，栄養指導などのコーディ

ネータを目指す学生 
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１-(3) 保健福祉学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

保健福祉学専攻は，保健福祉学の理論と技術を修得する組織的な教育研究を行

い，保健福祉に関連した臨床や政策の諸問題を解決できる優れた専門性を備えた

人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 保健福祉領域における高度な知識，理論と技術及び論理性を身に付けて

いる． 

 ● 保健福祉領域における諸問題を解決するための研究を計画・遂行・発表

する基礎能力を身に付けている． 

 ● 生涯にわたって自己研鑽する姿勢と習慣を持ち，国内外の新しい問題に

創造的に対応できる力を身に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 政策科学講座，社会福祉支援学講座及び保健福祉支援学講座を置き，教

育研究を実施します． 

 ２ 政策科学講座では，社会保障や児童・高齢者・障害者福祉分野等におけ

る制度，政策行政などに関する理論やデータの分析・評価方法を追求する

科目を設置しています． 

 ３ 社会福祉支援科学講座では，児童，高齢者，障害者，病者のウェルビー

イングを達成するための臨床的方法・技術の開発・評価及びそれらの理論

化を追求する科目を設置しています． 

 ４ 保健福祉支援科学講座では，児童，高齢者，障害者など多様な人々の適

応行動に関わる心理的・身体的特性の科学的な分析を基礎にした保健福祉

実践につながる理論と方法を追求する科目を設置しています． 

 ５ 当該講座分野の理論と実践の前進に寄与しうる高度な研究成果を生み

出すことができるよう，主指導教員を中心としながら段階的・系統的に研

究指導を行います． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 「やさしさ」，「思いやり」，「人間性」といった豊かな社会性と科学性

を備え，保健福祉領域でのリーダーとして活躍したい学生 

● 保健福祉領域における専門職として明確な目的意識を持ち，高度な知識や

技術及び論理性を基礎にして，科学的方法によって問題の解決に当たりたい

学生 

● 高い挑戦意欲を持って，保健福祉領域の未開拓の領域の研究に情熱を燃や

すことができる学生 

● グローバルな視点での保健福祉実践・研究に興味を持ち，国際貢献を果た

したい学生 
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１-(4) 保健福祉科学専攻（博士後期課程） 

教育目標 

保健福祉科学専攻は，人間の健康問題に関して，生命や栄養，看護・福祉など

各方面からアプローチし，保健福祉科学に係る学問をさらに深化させることによ

り，保健福祉問題の解決策を提案できる高度な見識を備えた各専門職領域の実践

者，指導者，研究者及び教育者の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

  ● 保健福祉科学の学問体系の確立と発展に寄与し，学際的研究を自立して

展開する能力を身に付けている． 

 ● 自らの得た成果を地域・世界に向けて発表するグローバルな情報収集及

び発信能力並びに地域・国際社会で活躍できる能力を身に付けている． 

 ● 保健福祉科学の研究に対する理解に基づいた高度な倫理性を持ち，科学

的基盤に基づいて研究若しくは教育を実践できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 保健福祉に関わる学問をさらに深化させ，看護・栄養・福祉のそれぞれ

の分野において高度の見識と，より専門的な視点から科学的にアプローチ

する研究を行うために，本専攻に看護学大講座，栄養学大講座，保健福祉

学大講座の３大講座を置いています．また，外国人を担当教員とし，英語

で講義する科目の設定並びに海外協定校との共同研究の実施により，グロ

ーバル教育を行います． 

 ２ 看護学大講座では，看護実践を通して生じる諸現象やケアそのものを科

学的に解明していくため，慢性疾患患者やがん患者及びその家族が抱える

諸問題や，高齢者等のケアニーズに対応する看護システムやケア開発，看

護の質向上に資する教育・研究を行います．教育課程は基礎看護学，成人

看護学，小児看護学，母性看護学，地域看護学，精神看護学の各分野の講

義並びに博士論文指導を中心とした看護学特別研究からなります． 

 ３ 栄養学大講座では，食事に伴う栄養現象を分子生物学的アプローチによ

り解明し，病気の予防に活かすため，食品中の新規有効成分の解明，食品

の安全性の追求，慢性疾患における代謝調節系の役割の解明を目指した研

究を行います．教育課程は分子生物学，栄養科学，食品科学，病原微生物

学の各分野の講義並びに博士論文指導を中心とした栄養学特別研究から

なります．また，外国人による科目を設定しグローバルな視野を育成しま

す． 

 ４ 保健福祉学大講座では，児童，障害者，高齢者を主な対象として，その

自立支援に関する研究を行います．教育課程は，家族保健福祉学，児童保

健福祉学，高齢者保健福祉学，障害者保健福祉学，地域保健福祉学，国際

保健福祉学の各分野の講義並びに博士論文指導を中心とした保健福祉学

特別研究からなります． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 人間の健康に関する諸問題を解決するために，専門の知識や技術，高度な

学問的見識を修得し，自立して研究できる研究者を目指す学生 

● 地域における保健福祉問題を掘り起こして，その対策を立案して，地域に

おける制度や計画作りに参加できるリーダーシップを持った研究者を目指

す学生 

● 教育機関や企業，各種研究機関において自立して高度な教育研究に取り組

める教育者及び研究者を目指す学生 
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２ 情報系工学研究科 

教育目標 

情報系工学研究科は，情報工学部における学士課程の教育目標の延長線上にそ

の教育目標を置き，情報技術を活用して，人間及び自然との調和を図りながら高

度情報化社会の持続的発展に大いに貢献できるグローバル人材の育成を目指し，

博士前期課程と博士後期課程にそれぞれシステム工学専攻を置いています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本研究科では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満た

した者に学位を授与します． 

● 情報工学とそれに密接に関連する工学について，高度な専門性と技術を身

に付けている． 

● 得られた知識を融合的に活用して，新たな技術開発・理論展開を持って社

会の発展に貢献できる能力を身に付けている． 

● 技術者に求められる高い倫理観，多面的な思考力，それらに培われた実行

力や行動力を備えたうえで，自身の専門分野でリーダーシップを発揮できる

能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本研究科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成し

ています． 

 １ システム工学という統一した専攻名を用いることにより，一貫した教育・

研究体制を敷き，個々の学生が有する価値の多様性に対応できるよう，選択

科目を多く設けています． 

 ２ 博士前期課程は，修士の学位を取得することを目的として，情報工学及び

その関連分野である電子通信工学，ヒューマン・ロボティクス，機械プロセ

ス・エネルギー工学，人間情報工学の５つの領域を専攻内に設け，研究分野

に応じた教育・研究ができるようにしています． 

 ３ 博士後期課程では，博士の学位を取得することを目的として，情報工学及

びその関連分野である電子通信工学，機械情報システム工学，人間情報シス

テム工学の３つの大講座を専攻内に設け，研究分野に応じたより深い教育・

研究ができるようにしています． 

 ４ カリキュラムは，それぞれの専攻のＣＰに従って，講義演習科目と特別研

究から編成しています．いずれの専攻においても教員による活発な議論と研

究指導により，グローバルな幅広い視野と高い応用力や研究力を涵養しま

す． 

ＡＰ 

教育目標から本研究科が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報処理，情報通信，機械システム，人間工学などの分野において，これ

らに関する理論や技術を深く修得し，急速に発展する高度技術社会に貢献す

ることに情熱を傾けたい学生 

● 現在，情報工学についての知識は十分ではなくとも，今まで培ってきた専

門分野に，情報工学関連技術を取り込み活用・発展させようとの希望を抱い

ている学生 

● 急速に進歩し，変化する産業社会からの多様な要請に応えるべく，既存の

枠組みにとらわれない総合的かつ先端的な技術を修得し，産業社会に貢献し

ようとする学生 
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２-(1) システム工学専攻（博士前期課程） 

教育目標 

システム工学専攻は，研究者あるいは技術者の立場から，高度情報化社会の中

枢となって産業社会の発展を支えていく人材，幅広い技術的基盤を基に「実シス

テム」の創造的な設計ができる人材，豊かな人間性と倫理観を兼ね備えた人材，

環境変化や産業構造の変化に柔軟に適応できる判断力とコミュニケーション能

力を持つグローバル人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● 工学に対する専門的な知識と応用力を身に付けている． 

 ● 現実の複雑かつ困難な問題に柔軟に対処し，解決できる能力を身に付け

ている． 

 ● 急速に発展する高度な技術社会をリードできる研究能力を身に付けて

いる． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 情報工学及びその関連分野である電子通信工学，ヒューマン・ロボティ

クス，機械プロセス・エネルギー工学，人間情報工学の５つの領域を専攻内

に設け，研究分野に応じて学生はいずれかの領域に所属します． 

 ２ 情報工学領域は，高度なソフトウェア技術，ソフトウェア設計技術，計

算機の要素技術などを扱います． 

 ３ 電子通信工学領域は，通信システムの大容量化・高速化，効率化や各種

電子機器の高速化・効率化を追求する集積回路技術などを扱います． 

 ４ ヒューマン・ロボティクス領域は，知的行動の解明とヒューマンインタ

フェースへの応用や各種ロボット技術などを扱います． 

 ５ 機械プロセス・エネルギー領域は，材料・エネルギー・設計をキーワー

ドに，材料製造のプロセスや高効率なエネルギー変換手法，構造物の要素

設計技術などを扱います． 

６ 人間情報工学領域は，人間の身体運動や動作・行動を科学的に解明する

ことによって，人間中心設計技術などのさまざまな問題を解決する技術な

どを扱います． 

７ 所属領域の講義から高度な専門知識，所属外領域の講義から幅広い基礎

知識を修得します． 

 ８ 所属領域内の複数教員による活発な議論と研究指導により，グローバル

な幅広い視野と高い応用力を涵養します． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報工学，電子通信工学，ヒューマン・ロボティクス，機械プロセス・エ

ネルギー工学，人間情報工学等の分野で高度な専門技術者あるいは研究者を

目指す学生 

● 高度情報化社会の発展に，斬新な構想力と実践力を身に付けた技術者とし

て貢献したい学生 

● 専門学術領域を通じて地域産業の振興をリードする意欲のある学生 

 

加速度的に進展する高度情報化社会の中で，産業社会構造の変化に柔軟に対処

し，新しい工学分野を共に創造し，新世紀を切り拓く，若さと夢を持った研究指

向の技術者を目指す学生の挑戦を期待しています． 
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２-(2) システム工学専攻（博士後期課程） 

教育目標 

システム工学専攻は，今後ますます多様化，複雑化する社会からの要請に応え

るべく，公的研究機関のみならず民間企業において，情報系の学術分野を現実課

題の解決に適応できる研究者及び高度専門技術者を養成することを目標に，専門

領域の深化と統合を通じて，新たな問題を発掘し解決する能力を持つグローバル

人材の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

● 工学に対する深い専門的知識と幅広い応用力を身に付けている． 

● 自らの得た成果を地域・世界に向けて発表するグローバルな情報発信能

力並びに地域・国際社会で活躍できる能力を身に付けている． 

● システム工学の研究に対する理解に基づいた高度な倫理性を持ち，科学

的基盤に基づいて研究若しくは教育を実践できる能力を身に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 情報工学及びその関連分野である電子通信工学，機械情報システム工学，

人間情報システム工学の３つの大講座を専攻内に設け，研究分野に応じ

学生はいずれかの大講座に所属します． 

 ２ 電子情報通信工学大講座は，情報処理学，情報通信工学，電子デバイス

工学の３分野を設け，専門領域の深化を図っています． 

 ３ 機械情報システム工学大講座は，計算システム工学，知能システム工学，

プロセスシステム工学の３分野を設け，専門領域の深化を図っています． 

 ４ 人間情報システム工学大講座は，インテリジェントシステム学，スポー

ツ・人間行動学，人間生活工学の３分野を設け，専門領域の深化を図ってい

ます． 

 ５ 所属大講座の講義から高度な専門知識，所属外大講座の講義から幅広い

専門知識を修得します． 

 ６ 所属大講座内の複数教員による活発な議論と研究指導により，グローバ

ルな幅広い視野と高い研究能力を涵養します． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 情報処理，情報通信，システム工学などの分野において，理論や技術を深

く修得し，新たな問題を発見し解決することによって，産業社会に貢献する

ことに情熱を傾ける学生 

● 産業社会の多様な要請に応えるべく，既存の枠組みにとらわれない総合

的・先端的知識や技術を切り開くとともに，企業活動を社会貢献に導くこと

を希求する学生 

 

特色ある３学科を基礎にする岡山県立大学大学院情報系工学研究科において，

自らの専門分野の深化と他分野との複合化・融合化を通じて，自ら問題を発見し

解決できる総合的能力を身に付けることを期待しています． 

 

− 152 −



- 153 - 
 

３ デザイン学研究科 

教育目標 

デザイン学研究科は，グローバルな視野と感性を持ち，社会を的確にとらえ時

代の変化を洞察することで，将来予想される問題を優れたデザインの創出により

解決し，豊かで新しい便利な生活と文化に寄与できる人材の育成を目指していま

す． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本研究科では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満た

した者に学位を授与します． 

● デザインに係る十分な情報分析能力及び理論構築力を身に付けている． 

● 独創的で造形性豊かなデザインを発信できる能力を身に付けている． 

● グローバルな視野と感覚を持ち，独自の優れた個性を発揮できるデザイン

制作能力を身に付けている． 

● 高度な専門性とマネジメント力を身に付けている． 

ＣＰ 

本研究科は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成し

ています． 

１ グローバルな視野と感性と独創的で造形性豊かなデザインを発信できる

能力を身に付けるために，カリキュラムは，専攻及び領域の連携を図るべく

編成されており，専攻共通科目，領域科目に区分しています． 

２ 専攻共通科目は，両専攻に必要とされる美学・美術史系の科目を中心とし

て編成しており，現代における造形文化を考察し，解明するための視座の獲

得を図ります． 

３ 豊かで新しい便利な生活と文化に寄与できる人材育成のため，領域科目で

は，所属する領域での高度な専門知識，能力，技術を養う科目により編成し

ています． 

４ 各自のテーマに基づき，修士研究を行う上で必要な調査・研究及び作品制

作について深く掘り下げて学び，２年間を通じて，修士論文・修士作品に取

り組みます． 

ＡＰ 

教育目標から本研究科が求める学生像は次のとおりです． 

● 国際的な視野と感覚を持ち，独自の優れた個性を発揮したデザイン制作に

意欲を持つ学生 

● 新しいデザイン領域の開拓やデザイン理論の創出，もの作りに意欲を持つ

学生 

● デザインを通して，人間性を豊かにし，幸せな社会作りに貢献しようとす

る意識を持つ学生 
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３-(1) デザイン工学専攻（修士課程） 

教育目標 

デザイン工学専攻は，地域社会と産業界の要請に応えられる，高度な専門的知

識・技能・技術をベースにした総合的な思考力を有する高度専門職業人として多

様な価値創造が可能なデザイナー及び研究者の育成を目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● それぞれの専門領域に関する十分な情報分析力及びデザイン理論によ

る構築力を身に付けている． 

 ● 社会動向などを見据えたうえで，創造的かつ造形的なデザインを発信で

きる能力を身に付けている． 

 ● 高度な専門性を活かし，グローバル化に対応できるマネジメント力を身

に付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 高度専門職業人としてのデザイナー及び研究者に求められるグローバ

ルな幅広い見識と視点，高度な専門性を涵養するために，「製品・情報デザ

イン学領域」，「建築・都市デザイン学領域」の２つの領域を置いています．

 ２ 製品・情報デザイン学領域では，工業製品，日常生活品など製品を対象

として，技術と感性の調和を図り，同時にヒトと製品のスムーズな協働（イ

ンタラクション）のためにユーザインタフェイスなど情報を整理し，豊かな

生活を創造する製品の実践的，総合的な教育研究に取り組みます． 

 ３ 建築・都市デザイン学領域では，人間生活の根幹となる建築空間を基軸

にして，街づくり，都市や地域環境など広範囲な空間領域を対象として，人

と環境の調和を目指した体系的・総合的な建築教育とともに，各分野を深く

探究する先進的な研究活動に取り組みます． 

 ４ 特別研究は，２年間の研究活動を通じて，高度な研究遂行能力を涵養す

ることを目的としています．研究テーマは学生の希望と指導教員の助言によ

り設定され，修士論文及び修士作品あるいは研究科委員会で承認を受けた特

定の課題における成果物の作成をします． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 既成概念にとらわれず，個性的で，物事の本質を観ようとする自主性のあ

る学生 

● 豊かな創造力と柔軟な思考力を鍛え，自ら問題を提起し，それぞれの創作

を通して，解決策を示し，社会や人々の生活・文化の向上に貢献したい学生

● 最新技術と伝統との融合による総合的なデザイン力によって，ヒトと空

間，ヒトとモノ，ヒトとコトの関係性の中から新たな価値を創造し，人々の

生活を豊かで潤いのあるものにしたい学生 
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３-(2) 造形デザイン学専攻（修士課程） 

教育目標 

造形デザイン学専攻は，造形デザイン学の理論と技術を修得する教育研究を行

い新たな造形デザイン構築において諸問題を総合的な視点から解決し，社会に貢

献することのできる高度専門職業人としてのデザイナー及び研究者を育成する

ことを目指しています． 

ＤＰ 

教育目標に基づき，本専攻では次の能力を身に付け，かつ修了の要件を満たし

た者に学位を授与します． 

 ● それぞれの専門領域に関する十分な情報分析・構築力及びデザイン理論構

築力を身に付けている． 

● 社会動向などを見据えたうえで，創造的かつ造形的なデザインを発信でき

る能力を身に付けている． 

● 高度な専門性を活かし，グローバル化に対応できるマネジメント力を身に

付けている． 

ＣＰ 

本専攻は，ＤＰに掲げる人材を育成するため，次のような教育課程を編成して

います． 

 １ 高度専門職業人としてのデザイナー及び研究者に求められるグローバ

ルな幅広い見識と視点，高度な専門性を涵養するために，「ビジュアルデザ

イン学領域」，「造形デザイン学領域」の２つの領域を置いています． 

 ２ ビジュアルデザイン学領域では，印刷メディアを主体とした造形構成・

編集，デジタルメディアを主体としたコンテンツ形成におけるデザイン性，

機能性の向上を目指すための高度な専門知識，能力，技術を養うための科目

を提供します． 

３ 造形デザイン学領域では，生活空間や展示空間などを構成・演出するセ

ラミックやテキスタイルのデザイン性，機能性の向上を目指すための高度な

専門知識，能力，技術を養うための科目を提供します．さらにテーマに基づ

き必要な調査・分析・研究及び作品制作について探究していきます． 

 ４ 現代における造形文化を考察し，解明するための視座により造形デザイ

ン理論の構築にも重きを置いています．また，プロジェクト，ゼミナールな

ど領域横断的な授業の取り組みでは，公共機関，企業などに社会提案を行う

ことによってデザインマネジメント力を養っていきます． 

 ５ 特別研究では，２年間にかけて課題に向けて調査・分析・研究を行い，

修士論文及び修士制作について探求していきます． 

ＡＰ 

教育目標から本専攻が求める学生像は次のとおりです． 

● 造形や構成などの特性を，柔軟な発想と集積した知識によって分析し，さ

らに独創的な思考力，表現力などを発揮して，新たな造形デザインの価値創

造を目指したい学生 

● 情報化社会のなかで，情報を読み解き，またそれらを組み合わせるなどに

よって新たな課題発見の可能性を探究し，造形デザインによる社会的価値の

創造に結び付けたい学生 

● 社会の動向を注意深く観察する力を養いながら，常に問題意識を持って造

形デザインが担うべき役割を追究し，培った力を社会貢献にいかしたい学生
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編集後記                          

  

平成 26 年度の教育年報が完成いたしました.第一章については昨年の書式に則って充実

を図ったところです.しかし,内容的には大きな変化がありました.それは平成 27年度から,

従来の全学教育研究機構が共通教育部として新たな出発を遂げる体制及びカリキュラムの

変更が行われたことに由来します.平成 25 年に本学は新学長の下,「教養教育改革」「グロ

ーバル化教育の推進」「地域貢献教育の推進」の三つに目標を定め,それらを実施に移すた

めのシステム創りを進めておりますが,その中で,「教養教育改革」については,学部におけ

る専門課程の学修や社会に出てからの活躍の基礎となるような教養教育の提供を図ること

とし,そのためのカリキュラムが作成されましたので,その記載が盛り込まれました.   

 

その共通教育カリキュラムは修学基礎科目群,教養教育科目群,語学国際科目群,社会連

携科目群の各群からなりますが,その中でも特徴的なのが語学国際科目群,社会連携科目群

です.これは,上記の本学の目標である「グローバル化教育の推進」「地域貢献教育の推進」

の二つが既に初年次から組み込まれ,目標を意識した教育が行われることになることを示

すものであり,これからの実施に当り効果を見据えながら根付いて行くように努力し,来年

度には一定の成果報告が期待されるところです. 

 

本学では平成 27 年度から,大学の効率的かつ戦略的な運営を目指して大幅な機構改革が

実施されます.その手始めとして三つの組織が本年度 10月に立ち上がりました.それらは大

学教育開発センター,国際交流センター,もう一つが地域連携推進センター（準備室）です.

そのため,教育年報の第二章は従来評価委員会の中の FD委員会による記述が主でしたが,本

年度からは,アドミッション部会・共通教育部会・FD 部会・教育評価部会・キャリア形成支

援部会・学生支援部会の六部門からなる大学教育開発センターとしての記述が新たに起こ

されることになりました.大学教育開発センターの創設から日も浅くて活動期間が短いた

め,内容的には限定されたものになりますが,今後の報告の雛形としての体裁は一応整った

のではないかと思う次第です. 

 

この様に本年度の教育年報は昨年度に引き続き内容構成において大きな変化がありまし

たため,執筆や資料作成に関わられた教職員の皆様には大変ご尽力いただいた次第です.末

筆ながら編集委員を代表して厚く御礼申し上げます. 

 

大学教育開発センター長 田内雅規 
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大学教育開発センター長 田内雅規 




